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疫 虫 駆除 。. 


員 中 、 十二指腸 虫 支 本 剤 は 結晶 ヘキシル レゾ ル シ ン の 丸 剤 で 丸 衣 に 


精製 ゼラ チン を 用 い 、 服 用 に 際 し て 最も 安全 遇 
Pa つ 容 に 里 下 出来 る よう 製剤 化し た ゃ の で あ 
條 虫 の 駆除 に …… る 。 


真 製 品 は 国家 検定 を 受け て 合格 し た も の で ある 。 
〔 色 毅 〕) 赤 丸 〈0.1g) 6 丸 、100 丸 
黄 丸 (0.2g) 5 却 、100 丸 


へ キシ ルレ ゾル ン ン 丸 





アア 


武 田 業 品 工 業 株 式 会 視 


の 























容 学 区 っ 留 刀 。 


へ ノ ボ ポジ 油 製 章 


イマ トー- 用 騰 球 


ネ マ トー ん は アメ リカ アリ タク 草 か ら 抽出 し た ヘ へ ノボ ポジ 酒 製剤 で 
有効 成分 の 合 量 の 高い 優良 品 で す 。 十二指腸 取 , 占 取 , 條 昌 , 時 昌 
ほか 東洋 毛 様 線 良 な ど 極 め て 広範 な 有効 範囲 を 有 し て いま す 。 
0.3g 入 カプ セム ん 50 若 人 


暁 虫 駆 除 剤 


オキ シ ウ リ ン 


時 虫 の 生理 的 特性 を 利用 し た オキ シラ ックス 療法 に 基づく 製剤 で す 。 


計 小史 の 服用 に 適 - す る 様 獄 衣 錠 に な つて いま す o 20 錠 , 100 錠 | 
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寄 乱 玩 雑 誌 の 吉 刊 を 記 し て 


2 
大 阪 市 立 臨 科大 學 


何 ん な 科 明 で も ゃ 其 研究 の 琶 展 と 知識 の 普及 を 計る に は 之 が 研究 所 と 其 研 究 業績 を 低 表 する 機 
開 と を 要する 事 は , 古今 東西 の 科 展 紙 間 史 を 見 て も 容易 に うな づか れる 虚 で ある 。 我 寄生 強 抽 
の 贅 達 や 其 知識 音 及 の 炊 煎 を 見 て も 之 が 如 寅 に 物語 られ て ゐる 。 熱 芝 懇 克 就 中 寄生 吉 病 事 が 所 
ォ の 篤 を 加 ゆ た の は 十 九 世紀 の 末 茎 で , 其 後 十 敷 年 の 聞 に 各 國 各地 に 於 て 若 了 の 研究 所 が 創設 
せら れる か 牙 は 従来 の 類似 陣 科 か ら 分 離 狼 立 し た の で ある 。 ハ ンプ ブル グ の 船員 病 並 熟 帝 病 研究 
所 , ロン ドン 及び リヴ アプ ー ル の 熱帯 路 陳 校 , . プ ラジ ル の オス ワル ドク ルツ 研究 所 , 漂 湖 ク N し 問 
ィ ン ス ラン ド 熱帯 病 研究 所 を 初め 挟 及 の 引 玩 校 , 巴里 引 玩 部 に 於 ける 寄生 上 時 部 の 如き 其 例 で 1 
ある 。 状 様 に 寄生 門 台 が 他 の 類似 玩 科 印 ち 微生物 堕 , 細菌 辱 , 病理 事 或 は 衛生 陸 か ら 立 し 研 
究 さ れ 始 め を の も 二 填 世紀 の 和 初 十 年 代 頃 か ら の 事 で ああ る 。 従 つ て 之 が 業績 義 表 機 開 の 如き も 
二 十 世 紀 科 代 以前 は 大 抵 細 菌 限 ・ 病 理 苑 ・ 乃 至 箱 生 學 開 係 の 雑誌 で 寄生 紀 各 専門 の 雑誌 は 殆 ん 
ど な か つた 。 例 へ ば ヘン ブル グ の Arch. SB.F. Hyg。 ェ ナ の Obl. Bakt. の 如き が 最も 知名 の も 
の で 寄生 起 了 専 門 の 林 誌 と し て は ぶす リ の Areh.Parasit. が 唯一 つも の で あつ た ら う 。 私 共 が 東 
大 に ゐ た 頃 此 の 3 種 の 外 僅 か に 動物 玩 開 係 の 外 國 誌 IC 記 載せ られ て ゐ た 位 で あつ た 。 Areh. 
Parasit、 の 如き 有名 な も の が 東大 に は な く て , 私 は 一 高 の 五島 先生 の 好意 で 同 校 所 蔵 の も る の を 借 
り て の ゐ た 程 に 専門 の 雑誌 は な か つた 。 

其 後 寄生 起 台 の 専攻 が 滞 く 盛 K な つた 1910 年 前 後に な つて , 急 C 寄 生 玩 専門 の 雑誌 が 策 
刊 せ られ た 。 即 1905 に Zeit. In 打 . Parasit. Hyg. d. Hanst、 が ペル リン で , 1907 Ann. "Prop. 
WMed. が リグ ダ ア プー ル で , 同年 ic Bwll. Soc. Path. が べり で , Trans. 民 . S、 Trop. Wed. yg 
が ョ ンド ン で ,1908 Parasit. が ロン ドン で ,1909 Me mo. Tnst. Osw. Oruz が リオ ャ デ ・ ジ ヤ ネイ 
= で 創刊 せら れ , 寄生 台 の 研究 業 輌 を 世界 的 普及 俺 閉 す る 役目 を 演じ た 。W 其 後 19 Prop. 
Dis. Bull. が ロン ドン で , 191 生 JL Parasit. が 米 園 イ リノ イィ で 創刊 せら れ , 更に 寄生 中 病 の 研 
究 が 東西 各地 於 て 全 導 を 極 むる に 及び , が 研究 破 表 揚 開 も 培 加 し て 來 た 。 1921 年 に は Am. : 
J. Hyg. と Am. すず 、 "TProp. Med. と が 米 の ボル チェア で , 1923 年 に は べ リ の Brumet 広 授 が 
前 任 者 R. Blanchard の 創設 し た 寄生 超 玩 専門 雅 誌 の 先 耕 者 た る Arcb. Parasit. が 1919 座 2 
刊 に な つた の と 遺 堪 と し , 新しく Ann. Parasit. を 創刊 し た 。 同年 に ロン ドン の Leiper は す . 
Helminth. を 創刊 し , 越 へ て 1928 年 Hase が Zeit.Parasit。 を ベル リン で 柳 刊 し た 。 

用 國 (C 於 ける 寄生 門 避 研 究 の 炊 況 は 皆様 御 承 知 の 肖 り 1910 仰 ち 大 正 の 初め (C 至 研究 が 僕 
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然 勃 致し た 。 其 以前 は 動物 者 方 面 で も 貫 陸 者 方 面 で も , 之 を 専門 的 に 研究 する 人 は 十 指 を 則 
する 足ら ぬ 有 様 で あつ た が , 此 項 か ら 腎 妙 的 C も 動物 的 に も 研究 者 が 増加 する と 同時 に , 
研究 業績 が 多く 般 家 せら る ゝ 様 ヒ な つた 。 貢 來 研究 は 答 * 腐 汎 に 答 々 精細 に 進み , 約 20 年 間 
SA の treroaio 人 oo 
を 致し た 事 は 特筆 大 書 す べき と 思ふ 。 

ie の 先攻 を つれ 人 拉 科 で 信和 は 或 は 
微生物 陸 , 細菌 陳 の 一 部 と し て 研 玲 せら れ て ゐ た が , 昭和 5 年 に 至 の 日 本 寄生 叱 硬 合 な る も の が 
獲 立 し 、 日 本 防 克 會 の 一 分 科 と し て 和紙 足 する と と に C な つた 。 そ の 経緯 に つい て は 営 事 者 の 多大 
な 苦心 経 芝 に より 舌 成 せら ちら れ た の で , 営 時 香 人 の 数 喜 は 絶大 な も の で あつ た 。 宜 を 得 て 多 を 訪 む 
嬢 は ある が 営 時 の 勢 を 以 て 機 閲 徐 誌 の 低 刊 に まで 注ぎ つけ て 置き た か つた 。 然 も 営 時 の 漁 勢 が 
許さ な か つた の で あら う 。 大 會 の 會 誌 が 底 刊 せ ら る ゝ 丈 で 清 足 し 今 是 に 至 つ た の で ある 。 充 ぁ 
我 園 で 寄生 過 の 専門 茜 誌 の 刊行 が れ た 一 つの 原因 は , 我 國 の 寄生 忠 愉 研究 者 は 邊 と し て 動物 
萌 方 面 か 明 取 方 面 の 人 ぇ で , 夫 れ ぞ れ 所 局 の 雑誌 に 開 係 を 持つ て ゐる 劉 め 或 る 程 楼 迄 は 此 等 の 
開 係 茜 誌 C よ 9 業績 を 和紙 表す る 事 が 出来 た の で , 専門 的 の 術 誌 の 必要 を 痛感 する 度 が 朋 い の と 
ー 方 一 雑誌 の 紙 刊 に は 相 営 の 物質 的 精 精 衛 的 机 碑 を 挽 は ね ば ら な ぬ と と が あつ た と と に 基 因 し 
て ゐる と 思ふ 。 それに も 拘 は ら ず 専門 機 開 誌 の 必要 は 切々 と 冶 感 せら る * 様 に な つて ゐ だ 。 

然るに 幸 か 不幸 か 其 後 我 園 に 取 つ て は 未 箇 有 の 戦局 に 遭遇 し , 引き 貫き 改 戦 の 苦境 に 有 蹴 落 さ 
れ , 総 戦後 再建 日 本 の 新 機 巡 fC 乗 じ , 年 久 し き 待 堂 の 的 で あつ た 機関 誌 の 贅 刊 が 六 に 有力 な る 
韓 旋 者 を 得 て 企 彫 せ られ , 事務 は 着 * と 進捗 と 近 く 之 が 寅 現 を 見 る に 至 つた 事 は 誠に 鹿賀 に 地 
へ な い 。 謎 ん で 之 が 和 司 意 を 表す る と 共 K 艇 来 の 健全 な る 進展 を 念願 する 区 第 で ある 。 

敗 温 の あら ゆる 瑞 根 を 草 除 し 在 和 國家 を 再建 すべ き 運 命 を 持つ て 雄々 し く 立 ち 上 つた 我 ぇ 國 
民 は , 老 幼 男女 を 問 は 才 力 相 営 否 十 二分 の 努力 を 才 つ て 各自 の 任務 を 次 行 す る と と 専念 せ ね 
ば な ら め ぬ 。 之 は 普 大 抵 の 決心 で は 出来 め 。 所 調 機 多 の 妨 び 難 き を 妨 び 堪 へ 難 き を へ る 固い 固 
い 決 意 と , 敢 然 た る 連 行 精 竹 と を 喚 超 せ ね ば な ら め ぬ 。 

思ふ 専門 誌 の 誤 行 1 の 如き は 雑事 中 の 苑 事 で , 戦前 好況 の 時 代 IC 於 て さる 筑 現 され な か つ 
た の が , 時 局 の 北 想 世相 の 悪化 し た 今日 , 一 層 困 難 な 事情 が 積 し て ゐる 現況 人 C 於 て , 此 の 雄 
彫 を 計 割 行 せら れ た 営 事 者 の 心境 誠に 察 す べ く 駐 医 す べき も の が ある と 痛感 する 。 そ れ に つ 
け て も 基 る 公共 事業 は め 党 営 事 者 の 鈴 腕 努力 に の み 依 存 す べ きも の で な く , 之 に 関 異 する 練 て 


の 個人 個人 が 夫 れ 夫 れ 奉仕 協 力 の 心 構 へ を 以 て 営 事 者 を 援助 し , て の 運 誰 を 清 に すべ き で 


ある 。 両 し て 其 ち 意 祭 は 再建 日 本 を 春 負 つて 立つ 表 * 囲 民 全角 に 湖 つ て ゐる 等 で ある 。 是 れ 戦 
前 好況 時 代 Ic す ら 策 刊 出 来 な か つた 我 が 機 開 誌 が , 時 局 苦難 の 今 圧 抑 つ て 遂行 せら れ 得 る 可能 


性 の 多き 所 以 で ある と 私 は 考 へ て ゐる 。 全 國 敷 百 の 同 悪 諸 賢 の 奮起 と 御 協力 と を 念願 し 成功 を 


世 ひたい 。 
他 に も 私 と 同じ 考 の 人 が 周 度 あつ た と 思ふ が , 寅 は 私 は 大 正 の 未 近く か ら 寄 生 則 に 開 す る 雑 
誌 の 出版 を 考 へ て ゐ た 。 然し 前 IC も 逃 べた 様 に 雑誌 の 衣 刊 殊 に 我 園 の 訴 況 於 て 寄生 起 硬 専門 

の 林 誌 の 融 行 は 難 中 の 難 で , 誰 れ も が 其 の 必要 を 感じ て お た に 相違 な い が 今 日 まで 之 が 宮 現 を 

見 な か つた 所 以 も 主として 去 に ある 。 
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寄生 如 享 雑誌 の 角 刊 を 覗 し て 3 


研究 業績 が 出来 れ ば 出來 る 程 之 が 算 表 機 開 を 芯 む の は 営 然 の 事 で , 前 に 逃 べ た 様 K 我 が 國 の 
寄生 引 研 究 は 大 正 略 和 に 奄 り 弥 か し い 紙 展 を 來 し 寺 多 の 世界 的 業績 が 和希 表 され た の で , 病 る 際 
に は 只 に 自 國 内 に 之 を 公表 する 丈 で な く 座 く 之 を 世界 に 代 へ た いと 球 ふ の は 誰 し も ゃ も 考 へ る 農 で , 
私 共 も 其 の 一 人 で あつ た 。 営 時 邦文 紙 表 は 動物 硝 雑 基 と か 開 係 の 引 陸 誌 で . それ 程 痛 塗 を 感じ 
な か つた に し て も , 外 國 へ の 公表 に は 少な か ら 才 茸 心 し た 。 私 個人 と し て は 飯島 先生 の 御 好意 
で ョ ロン ドン の Parastt. や り リヴ ア プー ル の Ann. "Prop. Med. Parasit. や 米 の J. Parasit. 投 
稿 する 便 が あつ た が , 殊 I 後 者 は 何 う 云 ふ 斉 が 知ら ぬ ね が 海外 敬 助 員 と し て 推 昌 さ れ て の た ( 後 
に な つて 飯島 先生 が 主宰 者 の Ward 推薦 され た 事 が 分 か つた ) の で 特に 便宜 を 奥 へ て 思 れ 
た 。 そ れ に し て も 和 表 が 司 れ た の 思ふ 様 に 出版 され な か つた ら の し て 不便 が 少く な い に つ れ , 日 
本 に 此 の 種 の 雑誌 を 湯 紀 し た の は 交 し 私 二 で は な か つた と 思ふ 。 

紫 ん な 下心 が あつ た の で , 外遊 中 外 國 に 於 ける 寄生 台 學 雑誌 出版 者 と は 特に 懇談 し て 茜 誌 角 
刊 に 開 す る 的 況 を 調べ た 事 も あつ た 。 怒 ち ナ . Parasit. は 私 が 最も 長く 滞在 し 世話 (CC な つた イ 
リサ ノイ 大 也 の Ward が 主宰 し て お る の で , その 方 は 一 番 詳し く 聞く 事 が 出來 た 。 其 外 米 園 で 
ば 局 大 胸 の Van Oleavye が 開 係 し て ゐ た "rans. Am. Micro. Ass. の 事 , 英 園 ケ ンプ リッチ で 
は Parasit. 主宰 Nuttall に た , リグ アプ ー ル で は Ann. 'Trop. Med. Parasit. の Stephens に , 


シド ン の . "Prop. Dis. Bull. の Bagshaw に , パリ の 時 大 の Brumpt に , ハン プル グ の Areh. 


Seh. Trop. Hyg. に 開 係 深い Fulleborn 等 に つき 色 ぇ 雑誌 経 辻 上 注意 すべ き 事 を 多く 開か さ 
れ た 。 就 中 Ward と Nuttall は 殆 ん と 力 経 落 の 形 で 出版 し て お ある の で , 最も 参考 に な る 員 
言 が 多 か つ た 。 ズ ペリ の Brumpt は 前 任 者 RR. Blanehard が 主宰 し て ゐ た 茜 誌 (前 殴 ) が 廉 刊 
IC な つた の で , 自 か ら 新 し く 創刊 する 考 は あつ を たら し い が , 具 髄 的 に は 何 も 話 さなか つた が 私 
が 帥 國 後 間 も な い 1923 か ら 新 刊 雑 誌 を 主宰 し て ゐる 。 又 ロン ドン の Leiper は 殺 て か ら 研 究 
集 銚 を 年 開 回 か 出版 し て ろ る た が , や が て は 専門 雑誌 を 琶 行 する 下心 が あつ た ら し く , 之 も 1928 
年 か ら 新 茜 誌 を 主宰 し て ゐる 。 此 等 多く の 経験 者 の 結論 は 雑誌 の 策 行 は 決 し て 容易 で な い , 殊 
に 財 的 に も 事務 的 IC も 多大 の 考慮 が 失 は れい と 施行 が 困難 で ある と 到 ふ 事 に 師 一 し て ゐ た 様 に 
思ふ 。 

1921 年 包 園 後 , 前 に も 述べ た 様 に 米 , 英 , 狼 等 に て 散 種 の 新刊 雑誌 が 策 行 せら れ , 我 國 の 寄 


′ 生 幼 了 も 答 々 盛 に 研究 せら れ 策 表 機 開 の 必要 に 所 ら れ 來 た 。 之 れ と 一 方 に は 外遊 中 g ン ドン 


の "rop. Dis. Bull. の Bagshow か ら 日 本 に 於 ける 寄生 継 研究 の 抄 銚 を 寄贈 し て 異 れ と 頼ま 
れ ( 之 は 他 の 人 に も 依頼 し て あつ た ) 双 同 所 の Royal Socrety of Trop. Med. Hyg. か ら も 日 
林 に 於 ける 地方 幹事 を 委嘱 され , バリ 博物 館 の Dollfus か ら 日 本 の 寄生 如 研 究 の 文献 調査 を 束 
まれ た り し た の を 半 分 な り と も 賢 行 せれ ね ば な ら ぬ ( 寅 際 は アマ リ 寅 行 出来 な か つた ) と と な ど 
が 量 集 し て 来る に つけ , 一 訂 本 邦 に 於 ける 寄生 玩 専門 鞭 Z 誌 の 艇 刊 熱 が 琶 が 上 に 兄 つて 來 た 。 
それ で 大 骸 案 と 迄 は 行か が 馬 想 案 ち し いも の を 考 へ る と と に な つた 。 此 の 際 に 先 づ 思ひ 出す 
の は 骨 て 外 園 で 各 経 験 者 か ら 聞い た 難 問 中 の 難問 た る 財 的 及 事務 的 の 二 方 面 の 事 で あつ た 。 
Ward や Nattall は 財 的 の 問題 を 重 本 し 之 に 開 連 し て 最も 開 係 の 深い の は 径 行 部 散 の 如何 で あ 
つた 。 岩 が 私 の 営 時 と し て は 若 し 此 の 雑誌 が 非常 に 必要 で 面 も な く て な ら め ぬ 程 の 重要 性 が あり 
と すれ ば , 私 の 包め に 投資 し て 呉れ る 竹馬 の 友 で 有力 な 支持 者 を 得る 事 は 必ず し も ゃ 困難 で は な 
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も あつ た 。 然し 逐 も 前 投資 者 と 同じ く 「 赴 非 必要 だ 」「 金 輪 際 の 援助 を .| と 去 あふ の で な いと 出來 


不可 能 と は 思 は れ な か つた 。 爽 に 事務 的 方 面 は 誠に 難色 が 濃厚 で あつ た 。 営 時 私 の 革 室 に は 研 
究 生 も アマ リ 多 く な く , 特に か ヽ る 事務 に 馴れ た 人 は 勿論 あな か つた 。 加 ふる に 私 自身 が 大 了 
の 外 矢 科 に 開 係 し アマ ツ サ っ 欠 科 の 主事 も 氏ね た 時 代 も 到 浴 し た の で , 相 営 日 常 の 事 に 追 は 
れ 有 隊 ちの 身分 で あつ た 。 然し 此 の 二 つ は 難 闘 は 難 開 で あつ て も 他 の 要件 が 十分 に C 充 され 押し 通 
せ ば 有 出來 ぬ 事 も な い 程 度 の も る の で あつ た 。 
庶 が 爺 々 琶 刊 す る と 購 謀 者 散 包 ち 彼 行 部 敷 の 幅 を 考 慮 せ で ね ば な ら ぬ 。 営 時 日 本 の 寄生 強 陸 研 
究 者 が 杜 人 ある か 精 し い 統計 は 勿論 出来 ね が 多 く て .260~3800 人 と 見 で も , 此 等 の 人 * が 全部 
購 証 者 と な る と は 限ら ぬ 。 此 等 の 内 に は 所 属し て ゐる 如 校 や 研究 所 に 備付 け て ある も の を 利用 
し , 自己 の 所 有 を 必要 と せめ ぬ 方 々 も 相 営 ある と 見 ね ば な ら ぬ (最悪 の 場合 を 考慮 し て )。 研究 し 
て ゐる 人 で 購 主 せ ぬ 人 が ある 代り に それ 以外 の 人 や 所 か ら 購 主 す る も の が ある と 見 て 大 ザ ツ バ 
に 200 乃至 800 部 と する 。 外 國 から は 先 づ 注文 は な いと 見 ね ば な ら め ぬ 。 然し 交換 や 賠 呈 で 閥 
分 外 國 宛 の も る の も 必要 で あり の , 之 等 を 合せ 多く 見 積 り 400<500 部 も 出版 すれ ば 上 ょ で ある 。 
悪く する と 200 に も 充 た ぬか も 知れ ぬ 。 此 庶 に 大 き な 悩 み 想 愛 , 懸念 が 生れ て 來 る 。 此 の 玩 行 
部 散 の 問題 は 難問 題 た 云 ふ 性 質 の も る の で は な どい 。 財 的 に 豊 で あれ ぜ 優 令 100 部 で も 200 部 で 
も 利益 を 主眼 と せ ぬ り 出来 な い 問題 で は な い が 部 敷 の アマ リ に 少 い 事 は 記事 の 優劣 至 大 の 
開 係 を 挫 す と と は 申す 迄 も な い の で , 此 の 箕 は 雑 誌 多 行 上 最も 重要 な 事 で も ある 。 それで 有 之 は 
出版 計 天 に 殖 す る 一 つの 悩み で あつ た 。 自分 に 可 財 と 出版 力 を 持つ て ゐ れ ば 如何 に 病 行 部 敷 が 
4 少く て も 警 利 的 で な い 限 9 決行 は 出来 る が , 前 に も 遊べ た 様 IC 私 に 同 博 し 援助 し て 固 れ 可 な 長 
産 家 と 出版 業者 は , 僅か 100 や 200 部 し か 需 用 の な いり 事業 に 多く の 犠牲 を 挽 ふ 事 は 出来 ぬ と 
云 ふ か も 知れ め 。 否 私 と し て も それ 位 の 需 用 に 有 笛 し 頭 を 下 み て 一 生 の 願 を する 事 も 出来 ね の で , 
が 悩 で あつ た 。 

之 を 要する k 専 貝 誌 の 散 刊 に 際 す る 要件 は 財 的 , 事務 的 , 及び 残 行 部 散 の 三 つ が 大 き な も 
の で , 此 の 三 拍子 が 揃 へ ば 左 程 の 困難 は な いと 云 つ て よろ し か ら ょ 。 此 度 企画 せら れ た 我 が 寄 
生 衣 看 雑 誌 の 柄 刊 に つき て ば 此 の 三 拍子 が 完全 に 揃 つ て ゐる と 確認 する の で 誠に 原 記 の 玉 の で 
ある 。 先 づ 事 務 的 に は 営 事 者 が 何れ も 其 の 方 面 に 多大 の 経験 あり 天 駄 の 手腕 ある 方 を で あの, 加 
ふる に 出版 業者 と は 特種 の 知己 開 係 も ある 様 払 開 し て ゐる 。 又 財 的 に は 詳細 な 事 は 知る 由 も る 
な い が 経 駿 豊 富 な 多 士 済 え 必ず や 妙 案 を 失 出 され , 後 顧 の 愛 な き C 備 へ られ る 事 と 確信 する 。 
面 し て か ヽ る 樺 威 者 の 主宰 すら る ぃ 機 開 誌 で ある 以上 購 証 者 も 競う て 峡 の 十 き に つく が 如く , 
湯 者 の 水 を 求む る か 如く に し て 多年 待 堂 の 機 開 誌 は 相互 状 助 の 許 に 回 浦 な 友 填 を 冶 け , 成果 を 
緒 ぶ 事 は 紀 ひ な いと 確信 する 。 私 個人 と し て も 計 神 の 素 志 を 敢行 し 得 な か つた 径 き 過 去 を 追 懐 
し 強く 賢 き 聖 者 に 救 は れ た 思 が し て 誠に 鐵 し さ に 蝶 へ ね 。 敢 へ て 先 筆 を 茜 と て 及 意 を 表す ぁ 。 

昭 和 322 年 7 月 28 日 。  ( 実 言 多 罪 ) 


デ 





か つた 。 又 出 版 費 等 に つい て は 其 営 時 私 の 矢 め に 相 営 の 出版 愛 を 負 描 し て も い ょ と 蓋 ふ 用 版 者 . 


な い 湊 態 で あつ た 。 夫 れ で 何 う し て も 出版 し な けれ ば な ら ぬ と 球 う 簡 目 な れ ば 財 的 に は 決し て 
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- て 下さ れ ば , 大 航 粉 末 汰 コロ イド の 概 金 を 得 ら れる と 思ふ 。 こ れ を 水溶 解す る と , 極め て 容 




















最近 に 於 ける 吾 等 の 寄生 如 病 の 
化 學 療法 研究 の 梗概 
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生物 理化 了 研 究 所 長 
! 親 言 
l 粉末 状 金 司 コ ロイ ド の 性 術 の 一 般 

明 粉末 状 ア ンチ モン シュロ イド の 臨 閑 上 の 應 用 


1 緒 言 


私 は 最近 敷 ケ 年間, . 諸 種 の 物質 に 種々 の 方 法 を 加 へ て , コロ イド 炊 敏 粒 子 に な る と と を 守屋 
義 暦 氏 と 共に 研究 し て 居る 。 そ し て その ュ コロ イド 粒子 を 世 席 稿 の 結 品 面 に 分 散 し て , 粉末 衝 な 
し め る と と が 出来 た 。 そ の 目的 は , 何 に で ある か に つい て は , と ぃ で は 申し 凌 べ な いと と ゝ す 
る が , 今日 迄 , 殆 ん し ど あ ら め る 物質 を 我 等 の 所 調 粉 末 汰 コロ イド 化す る と と が 出來 , そ 札 を 
用 ひ て , 種々 の 生物 殿 的 研究 を な し て 居る 。 と れ は 全く 従来 行 は れ て 居 ら な か つた 研究 の 一 方 
向 で は な いか と 考 を る 。 と ゝ で は , 主 と し て , 金属 の 粉末 紀 コ ロイ ド F が , 寄生 引 , 原 起 に 封 し 
て , 如何 に 殺 効 果 を 底 押 する か に つい て 送 べ て みた いと 思ふ 。 と の 方 面 の 研究 は , まだ 全く 
序の口 で あつ て , 今後 , 盆 々 歩 を 進め な く て は な ら な いと と は 申す 迄 も な い が , と ヽ に 本 誌 の 
創刊 に 営 て , 現在 迄 に 得 た 所 見 の 極め て 概括 的 報告 を な し て , 千 か 脱 意 を 表 し た いと 思ふ の で 
ある 。 


旨 粉末 湊 金 属 コ ロイ ド の 性 汰 の 一 般 


と れ を 作る に は , 相 営 高度 の 眞 浅 に 於 て , 金属 を 蒸 外 し . と に 生じ た 後 粒子 を , 粉末 次 の 
御座 呑 の 結 唱 粒子 面 上 に 受け て , も つて , 粉末 然 に な し た も の で ある 。 個々 の 粒子 は 、 大 骨 ュ 
= イド 粒子 の 大 さ の それ に 一 致す る 。 即ち 0.2。 前 後 の も る の で ある 。 時 に は と れ よ り の 策 々 大 き 
いも の も あり の, また それ 以下 の も の も ある が , 大 骸 超 題 後 鏡 的 の 大 さ で コ ョ イド 粒子 の それ K 
一 致 し て 居る か ら ,。 その 性 状 か ら , と れ を 粉末 航 コ ロイ ド と 呼ん で 居る の で ある 。 讃 者 の 多く 
は , と の 種 の も の を 御覧 に な つた と と が な か ら う か と 租 像 す よる し , た め に , 寅 物 を 手 I(C せ られ 
る 迄 は , ビン ト 來 な いで あら うと 思ふ 。 手 と り 早 く 了 解 を 得る に は ほ 純 和 世 座 本 の 結晶 粒子 帥 ち 粉 
末 iC 1 こ 20 高 の 割合 に 諸 種 の 金属 の 後 粉 が 附 着 し , た め に , 夫 + の 色 を 呈し て 居る 粉末 と 思 つ 











と デー や ニー テー ーー 
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易 に コロ イド 溶液 が 出来 る 。 中 性 で ある , 無菌 的 操作 を すれ ば , 直ちに 治療 上 静 注 に 供する と 
と が 出來 る 。 

使用 量 は 各種 の 金属 に よ つ て 相違 が ある こと と は 申す 迄 も な い , 例 へ ば , アン チ モ ン コロ イド 
の 1 の も の は , 入 柄 に は , 粉末 全 骸 と し て 1, 2, 3, 器 位 を 10<20 ce. の 水落 解 し て 使 
用 し て 居る 。 普通 何等 の 副作用 を 認め な い , 何等 副作用 の な い 場 合 は , 病状 の 如何 を 考慮 し て , 
4 と 5 瓦 位 迄 用 いた と と も $ 珍 らし くだ な い 。 使用 間隔 は , 通常 隔 日 が よい , これ も 化 學 療法 の 常 則 
と し て , 欠 め に 小 量 を 欠 の に 永い 間隔 で 用 ふる の は 効果 的 で な いと と は 申す 迄 も な い 。 中 堪 現 
象 を 起 さ な い 範 園 に 於 て , .- つ と め て 大 基 を 短 か い 間隔 で 用 ふる と と が 理想 で ある と と を 申し 添 
へ た い 。 さ て アン チェ モン 金 局 の 量 と し て は , 一 回 量 が 0.01 こ 0.02-0.03 互 と な の り , 時 は, 
0.04-0.05 瓦 使用 可能 で あめ, 場合 に よ つ て は と これ 以上 を 用 いて も 何等 の 危険 は な いと 遇 は 
る る こと が 往々 に ある と いふ の で ある 。 静 注 する 場合 に 別に 特種 の 注意 事項 は な い が , た だ 極 
め て 徐々 に 薬液 を 汰 入 す る と と が よい と と は 他 の 化 雄 草 を 静 注 する 場合 と 同様 で ある 。 
銀 , 克 素 , 蒼 鉛 等 の 粉末 汰 コロ イド も 夫々 の 適 應 症 と 使用 し , "注目 すべ き 効 果 を 奉 人 サ て 居る 。 


か も 極め て 卓越 せる 所 見 を 呈 し て 居る が , ぞ の 何れ も が まだ 一 般 的 の 使用 に 提 伊 : し 得る 迄 ic 製 
造 等 が 到達 し て 居 ら な いと と を 遺 堪 と する 。 然し と の 要求 を 浦 た す の も 鱗 め 遅い と と で は ある 
まい と 上 命 に 努力 し て 居る 。 マ ウス に 再 す る 最大 耐 過量 を 記 し て みる と 髄 宣 笛 キ pSb コロ イ 
FO0.015, Ag 0.050, As 0.07(?), 8: 0.1 万 CY) 位 で ある 。 と れ に よ つ て みる も 如何 に 各種 
の 金属 に よ つ て その 量 に 相違 の ある か が 伺 は れ や う 。 私 等 は 上 記 の 量 を 標準 と し て , 新 製品 は , 
毎日 精確 に 検 開 し て 居る の で ある 。 治療 力 を 概 する に は , トリ パフ ノ ソ オマ , エバ ビン シイ , が 
ン ビ エン ス , スピ ロ ヘ ー タ , ダ ツ トニ ニー を 用 いて , 夫々 の 該 営 量 を , 病 毒 感染 直後 より , 連 貫 
8 日 間 注 入 し て , 区 病 阻止 力 あ りや 否や を みた り の , 双紙 病 し た マツ ス ほ K 該 営 量 を 注入 し て , 滅 
芽 現 象 が 現 は れる や 否や に ょ つて 決定 し て 居る 。 例 へ ば , アン チ モ ン コロ イド は トリ バフ ツー 
マ を 用 い 低 病 阻止 は アロ キ p 0.0015-0.002 瓦 の 聞 に ある , 減 芽 力 は , F ド < が ン ビ エンス を マ て 
ウゥ ス に か け 一 回 注射 で 骨 重 持 キ ョ 0.008 瓦 」, = ベン シイ ・ エ ライ ベル ズム で は , 0.0093 瓦 を 
要する 。 犬 に 就 て , フィ イラ リア, 日 本 住 血 吸 引 並 KC( カラ , アザ ー ル 等 の 治療 基 は , アン チ モ ン 
ュ ロ イド と し て , 個 重 プロ キ p 0.001<0.006 互 の 聞 に ある 。 と の 量 に 依 つ て , 息 駿 的 並 自 
然 的 感染 の も の に 於 て , 何れ も 完全 に 治 療 し た 。 和牛 , 馬 等 に 欠け る 朋 麻痺, その 他 の 治療 等 は , 
大 二 髄 量 プ ロキ 0.002 互 位 だ と いふ と と で ある ( 馬 腰 許 痺 0.0006 て 0.008 瓦 , トリ ペ ノ フッ ソ オ 
マ 0.016 瓦 , 牛 住 血 吸 起 0.0088 こ 0.0053 瓦 )。 

薬剤 に 封 する 最大 耐 量 は , 動物 の 種類 (に ょ つて 相 邊 する が , 治療 基 は 病 雪 (C ょ つて 大 崩 に 於 
て 一 致し て 居る 様 ic 思 ふ 。 


尋 粉末 汰 アン チ セ モン コロ イド の 臨 灯 上 の 應 用 


私 は 都合 に よ つ て て ゝ で は , 薬 旨 と し て は , 猫 め 粉末 其 ア ンチ モン シュロ イド, 所 謝 AMO を 
寄生 引 、" 原 問 上 界 に 使用 し て 得 て 居 る 所 見 の 結論 的 記載 を な す に 止め た 。 そ し て 李 の 金属 の 粉末 
秩 コ ロイ ド の 臨床 上 の 應 用 所 見 に つい て は , 欧 の 機 剣 I に 報告 す る と と ょ し た の は , 欠く 報 文 が 
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例 へ ば , 銀 コ ロイ ド は , リ ケ チ ア 病 , 太 素 , 蒼 鉛 等 は , スピ ロ ヘ ー タ 病 等 に 効果 的 で あめ, 然 
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長き に 失 す る と と を 度 れ た か ら で あ る 。 AMO に つい て の 研 宛 は 先 き に は 倍 研 に 於 て , 現在 で 
は 生研 に 於 て , 敦 室 員 諸 若 が, 人 湊 に つい て 精細 C 途 行 し て 下さ つた の で あつ て , 然 か も 今日 
に 於 て は , 市 販 容 と も な つて 居 の , 人 防 虹 よ のり は, 宇 ろ 鷲 除 上 界 に 於 て , 必要 鈴 く べから ざる 殺 
痢 列 で ある と い は れる 到 つ て 居る と と は , 私 等 の 季 か 光 染 と 思 つ て 居る 区 第 で ある 。 人 防具 に 
於 て も , ある 種 の 疾患 に は 従来 むり アンチモン 化合 物 に 相 休 し て , 少く と も 劣る も の で な いと の 
折紙 を つけ られ る に 相 な いと 確信 し て 居る 。 そ れ は 私 等 の 許 に 於 ける 所 見 は , 殆 ん ど 常 に 化 

合 物 以上 の 効果 を 認め て 居る か ら で あ る 。 

AMO が 洒 中 作 用 を 牧 控 し 得る 疾病 の 種類 に は 下 の 如 きも の が ある 。 原 趣 上 に 於 て は トリ バ 
ノ ヅ オォ オマ の 各種 で あつ て , た だ クル ジイ 種 に は 無効 で も つた 。 例 へ ば 睡眠 病 の 「 ト 」 で ある が 
ン ビ エン ス , ズル ラ の エバ ベン シイ , 嫌 疫 の じ ェ クイ ベル ヴ ヅ ム 等 々 に 装 し て は 極め て 硬 起 せる 殺 畜 
作用 を 現 は す と と は , マウ ス の 得 駿 に 於 て 清水 が 精細 に 輝 及 し . サル ダヴ アル サン を 造 か に 凌 紋 
し て 居る 。 一 定量 を 使用 する と 10 時 間 前 後に し て , 流血 内 の ト は , 完全 IC 減 芽 し 終る も の で 
あり , か る 現象 は , 今日 手 に し 得る アン チ モ ン 化合 物 に よ つ て は みる と と が HB 出来 な い 事 連 で 
ある 。 金属 の 単 骸 が, コロ イィ イド 炊 IC 化 する と と に よ つ て 苦心 し て 作り 得 た 合成 化 肝 施 に 廷 か に 
優 つ て 居る 偉 力 を 現 は すこ と は , コロ イド 粒子 化す る と と に よ つ て , 或 種 の 生物 駿 的 力 が 金馬 
に 奥 え られ た 結果 で ある と と は 申す 迄 も な い 。 私 は , 化 陸 療 小 上 に 於 て は , と の 種 の も の は 全 
く 一 つの 反 導 見 で ある と いふ て も よい の で は な いか と さえ 考え させ られ て 居る 。 と の 理 越 せる 
殺 加 力 を 自然 感染 の 病 馬 に 應 用 し て , 邦 製 品 ゲ が ル マ = ェ ン に 劣ら ぬ 効 果 が ある と 折紙 を 隅 し て 王 
さ つ た の は , 次 時 軍 典 器 台 校 の 諸 公 で あり , か な り 9 南方 地域 に 於 て 病 馬 に 應 用 ぜ ら れ た と いふ 
と と で ある 。 

カラ , アザ ー ル の ライシュ マニ アプ 小船 に 至 す る 効果 は , 清水 の 栗 叉 、 犬 等 に 於 ける 連 爵 に よ 
つて これ を 決定 し , 中 南 支 の 各地 MC 於 て 病 者 に 鷹 用 すら れ て , ネス ポ サ ン 等 に 劣ら ぬ 効 果 を 認 
め ら れ て 居る 。 第 四 性 病 の 宮川 小 毅 に 向 つ て の 殺 滅 作用 に つい て は , 俺 研 殴 院 I に 於 て , 確 賞 に 
つき と め る と と が 出來 た 。 

殴 疹 オチ フ ス , 径 疹 熱 , 送 晶 病 等 等 の リ ケ チ ア K 至 する 研究 は , 後藤 , 富 極 , 宮川 ( 更 ), 川上 , 
小林 その 他 の 諸君 が 人 獣 に つい て, 精細 に 追及 し て , た し か KC 殺 減 作 用 を 認め て 居る が , リ ケ 
チア に 封 し て は , 銀 コ ロイ ド の 方 が 種々 の 踏 於 て 後 越 し て 居る と いふ 様 な 所 見 を 得 て 居 る 。 
と れ 等 に C つ いて は 本 に 各 研 究 者 か ら 敷 炊 に 旨 つ て 報告 も し て 居る が , 他 日 又 本 誌上 に も その 記 
載 を する と と を 許さ れ た いと 思ふ 。 

寄生 軌 に 至 し て は , 特 腸 管 寄 生 性 の も の に 肌 し て , 薦 く べき 計り の 殺 吉 作 用 を 認め て 居る 。 
以下 と これ に つい て 要 動 を 逃 べ て か や う 。 日 本 住 血 吸 皿 C つ いて は , 後藤 , 清水 が 費 験 的 臨 諾 的 
に 應 用 し , スチ ブナ ー ル に 優 つ て 居る と と を 認め た し と , 安田 氏 は 病 中 の 多数 に 應 用 し て 卓 効 あ 
る と いふ て 居 ら れる 。 近 時 と の 方 面 か ら の 要求 が 爽 第 C 高 つて 來 て 居る と と は 宣 ろ 営 然 の と と 
で あら うと 思ふ 。 肝 ヂ スト マ に つい て も 恋 , 佑 研 に 於 で 寅 験 的 に も 赤 了 臨 条 的 に も , 従来 の アン 
チェ ン 測 に 造 か に 優 つ て 居る 殺 強 作用 ある と と を 認め る と と が 出来 た 。 こ と れ ま た , 人 腎 界 に 於 
て , 地方 病 治 療 剤 と し て は 重要 の 事 綿 で は な いか と 思 つ て 居る 私 に , 肝 星 , 猫 骨 中 に 剰 す る 殺 
恋 作用 に つい て は , まだ 検察 し て みる 機 全 が な い が , 基 非 寅 験 を 行 ふ て みた いと 思 つ て 居る 。 











に 宮 用 と 夫 


クッ イラ リア を 替 し て も 卓 抜 な る 殺 作 用 が あり , 従 來 の 何 剤 より も 勝 れ て 居る と と を 確信 す 
る も の で ある 。 清水 , その 他 の 人 は , 犬 の イム ミイ チ ス に 著 な る 殺 器 作用 を 母 雪 , 幼 強 ( 設 
め る と と が 出来 た 。 こ と れ ま た 本 邦 の 吉 犬 囚 に は 重大 な る 寄 興 と 言 ム る て よ か ら う 。 人 の フィ ラリ 
ア に つい て は , 森下 等 が , 農大 の 北村 数 授 等 の 協力 を 得 て , 五島 列島 に 於 て , 優秀 な る 殺 幼 現 
象 を 認め , 私 は 侯 研 生研 に 於 て 敷 例 の 本 症 , 遥 魔 泉 症 に 確 効 を 納め ある と と が 出来 た 。 こ とれ が 廣 
く 應 用 せら る る と と な つた 上 暁 に は , 本 邦 の 南方 諸 地 域 に , か な ら 6 腐 く 淫 浸し て 居る 本 病 者 に 
至 し て , た し か に 大 な る 訪 理 た る に 相違 ある まい 。 最近 に も , 福 井 泡 の 住 恨 が 汽 魔 尿 症 て 悩ん 
で , 私 の 治療 を 求め C 來 京 し た の で , AMO 療法 を 施し , 約 一 ケ月 の 滞在 に よ つ て 多年 の 痴 疾 
が 拭 ふ が 如く に 消え 去 つ た の で , 非常 に 感謝 せら れ た と と な ど を 思い 出さ 才 に は 居 ら れ な い 。 
若 し 南方 熱 融 地 廣 く 應 用 せら る る と と と な つた な ら ば , 蓋 し , 東洋 癌 腫 に 下 す る サル アル 
サン の それ に 比 す べき 隔 界 の 寄 興 と な る の で は な いか と 夢想 する 区 策 で ある 。 フィラリア の 種 
類 は , 巡 類 に は 非常 に 澤 由 に あり , 夫々 : 詩 種 の 疾病 を 起 し て 居る 。 馬 の ぺ ビ ョ ロー ザ 症 の 如き 
も , 醍 に よ つ て , 極め て よい 効果 が 現 は れる と いふ と と で ある 。 と ょ で は 大 骸 と の 程度 止 
め 他 の 項 に 移ら う 。 
家畜 の 腰 麻 痺 に 圭 し て 本 剤 は , 鉄 く と と の 出來 な い 事 効 を 納め て 居る と と を , 本 邦 の 環 臣 界 
の 各 方 面 に 於 て 認め られ て 居る 。 本 病 が モタ リア に よ つ て 起 る と と は , 何人 も 異議 は ある ま 
い ぃ 。 と これが 殺 に は 種々 の も る の が 試み られ を た が, 終 に AMO の 右 に 出 づ る も の が な いと いふ と 
と ょ ゝ な り の , 私 が 獣 杭 薬 と し て 鉄 く と と が 出来 な いも の と な つた と いふ た の は , 全く その た めで 
ある 。 ヌー 面 腰 許 痺 の 被害 は 極め て 大 で ある が 今日 迄 起死回生 の 妙薬 が な か つた の で あつ た が , 
幸 に も 終 に 填 薬 を 外見 し 得 た と 讃 辞 を 奥 を えら れ て 居る の で ある 。 菊地 , 千葉 , 長畑 その 他 多 く 
の 口 虐 譜 氏 の 報告 は , 全く 一 致し た 所 見 で ある 。 近 時 , 盆 多 く の 要 求 と 新 所 見 が , 諸 方 か 
ら 報 告 し て 下さ つて 居る と と は , 吾 意 を 強 ふ する 区 第 で ある 。 モ タリ ア KC 至 する 殺 忠 力 と , フ 
ィ ラ リア の それ と を 思い 合せ る と , その 師 K 殺 衣 作 用 の 策 超 ある と と は 疑 を 容れ る 符 地 が な い 
位 に さえ 思 は れ て な ら な い 。 AMO は , 谷 家 畜 の 諸 種 の 寄生 北 性 疾患 効果 的 だ と いふ と と で 
あら る 。 特 IC ある 種 の 皮膚 病 の 如き に は 効果 的 だ と た いふ と と で ある が , 私 に は 全く 経験 が な い 。 
最後 に 一 言 し て 置き た い の は , 賃 日 引 に 至 す る 殺 作 用 で ある 。 私 は , 備 か 一 例 の 経験 だ 
か ら , 大 それ を た と と は い は れ な い が , 本 旋 よ つ て た し か K 殺 此 治 癒 せ し め 得 た と 信ずる 所 見 
を 得 た 。 何れ の 例 に 於 て も そう で ある や 否や を 知り た いと 念 願 し て 居る 。 近 時 本 症 が , 雷魚 の 
繁殖 と 共に , 本 邦 の 各地 猛然と し て 現 は れん と し て 居る 。 肥 に 長崎 落 , 選 岡 上 の ある 地方 で 
は それ が 起 つ た と いふ と と で ある 。 願 く は AMO が 果 し て 殺 皿 力 を 現 は す や 否 や は 同好 者 i よ 
つて 極め て 頂き た い 。 本 薬 は 東京 , 日 本 橋 , 本 町 , 塚本 ビル , 東芝 こ ョ イド 部 で 販 実 し て 居る 
と と を つい で 申し 添 へ て 置く と と ゝ し た 。 6 
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本 邦 に 芝 見 され た 万 7o2720600 
7oye7 の (RENTZ) に 就 て 
Notes on 万 の 7o72060 み 2 の 7Oe747 ( 双 NTZ) 


diseovered in Japan. 


伊藤 猛 夫 TAKEo.ITO 
東北 大 陣 理 避 部 生物 恨 数 室 
緒 ・ 計 

東北 及び 北海 道 地 方 の 散 ヶ 所 よ 9 探 集 し た 敷 太 の 淡水 ボリ プ を 飼育 中 , 1948 年 よ ょ 0 1945 年 
IC 至 る 間 , 毎年 寄生 性 アメ ー ズ の 出現 (C ょ つて 宿主 ボリ プ が 甚だ し い 被 害 を 蒙 つ た 。 と れ 等 の 
アメ ー ベ を 観察 の 結果 , 本 邦 に は 未 記 昧 の 万 yyoxoeog で ある と と が 制 明 し た 。 

万 9 azoe0g は 肖 水 ボ リプ の 机 表 及び 腔 腸 内 に て 寄生 生活 を 府 み ボリ プ の 骨 ー 細 胞 を 食害 する 
ょ いふ 特異 な 性 質 を も つ ア メー バ ベ で ある が , 従 泰 少 散 の 例 が 知ら れ て わる の み で , アジ ア 地 方 
IC 於 て は 未だ 破 見 され た 記 銚 が な い 。 1 

肖 水 が リプ に つく アメ ー ベ は EnNrz (1913) に より 初め て 報告 され た 。 彼 は 1910 年 秋 プ タ 
ベス ト 附 近 の 池 ょ よめ 探 集 し た 淡水 ボリ プ ( ア g7xooAydyo o72goes) を 飼育 中 , ボリ プ の 骨 表 
及び 陵 腸 内 に 生活 する アメ ー バ を 生 見 し , と れ を 42xoe0g gyozexc と 命名 記載 し た 。 そ の 後 
暫 ら く と の アメ ー バ に 開 す る 報告 は 見 られ な か つた が , 1925 年 に 到 り WgRwsr は 4./gdyroe- 
ee に 就 て 詳細 な 細胞 硝 的 研究 を 紙 表 し た 。 妃 9gyozxoe6g に 就 て の 了 緊 洲 より の 記 銚 は 以上 の 
2 報 に 止ま る 。 

その 後 , 北米 に 於 て Rgyxorps 及び Loopss (1928) は バー ジェ ア 大 玩 際 近 の 池 よ り 探 集 と 
飼育 中 の 万. ofzgcefzs 寄生 し た 同種 の アメ ー バ を 艇 見 し た 。 と れ 等 の アメ ー バ は 淡水 ボリ プ 
に 至 す る 感染 宴 験 に 於 て 歌 洲 族 ア メー バ と 異な り ポ リプ に 甚だしい 病 害 を 奥 へ る と と が 認め らち 
れ た 。 そ と で RgynNorps 等 は 4wgyozezc に 再 し 新た (C 万 gdrozxoepgc な る 司 名 を 冠 し , 自由 生 
活 種 及 び 他 の 寄生 的 局 と 居 別 し た 。 又 Rmymorps 及び Tmmgrkgrp (1929) は さ の アメ ー バ の 
楼 分 像 に 就 て 研究 し , 形態 的 特徴 に 開 し て 北米 産 ア メー バ は 戚 洲 産 アメ ー バ 多く の 一 致 を 示 
し て の る て と ょ と を 報じ た 。 更 (C PHHRELksrp 及び RgyYNorLps (1929) 種々 の 水素 イィ オン 濃 度 区 は 
於 て 淡水 ボサ リプ に 再 す る アメ ー バ の 病原 性 を 容 し た 。 そ し て , 非 病原 的 な 原 洲 産 ア メー ズ K 











































10. 伊 藤 猛 夫 -: 





射 し 北米 族 ア メー バ が 良 る 病原 的 で ある 理由 は 雨 者 の 飼育 水 の 水 素 イ オン 濃度 の 差 に ある と 考 
察し た 。 「 


欧洲 及び 北米 の 雨 地 方 に 産 す る 万 ydyoxoepc が 諸 著 な 生理 的 相違 を 示 し て ゐる 劉 で あら う 。 
と の 相 邊 が 果 し て 遺 偉 的 な る の で ある か , 或 は 晶 に 外 的 環境 要因 に よる も の で ある か と いふ 問 
題 に 就 て は 未だ 明確 な 解答 が 興 へ られ た と は い へ な い 。 了 敬 米 雨 地方 よ 9 遠隔 し た 本 邦 に 於 て 病 
見 され を た アメーバ の 示す 種々 の 性 質 は 上 記 の 開 係 (C 就 て 多少 の 示唆 を 興 へ る か と 考 へ られ る 。 
と ょ に 本 邦 産 万 yyyoepg に 就 て の 知見 の 概略 を 報 す る 次 第 で ある 。 

本 文 に 入る に 先立ち へ ず 懇 篤 な 御 指導 を 賜 つ た 恩師 朴 澤 三 二 博士 に 謗 ん で 感謝 の 意 を 表す 
る 。 又 原 稿 の 御 校 開 を 賜 つ た 加藤 陸奥 雄 博士 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


。 観察 材料 及び 方 法 


1943 年 より 1945 年 至る 3 年 間 に , 北海 道 大 沼 ・ 津 軽 十 二 湖 ・ 北 上 川下 流 の 締切 沼 ・ 仙 
喜 附 近 及び 相馬 中 村 附 近 の 池沼 等 よ 9 探 集 し 畿 績 的 に 飼育 宮 駿 中 の 淡水 ボリ プ CZe/zo7oAygdyo 
yo6csfo 及び 万 yrc poyoo 外 3 種 ) C 寄 生 し た アメ ー バ の 生 骨 及び 固定 標 品 に 就 て 観察 し た 。 
ポリ プ は 蓄電 池 用 程度 の 角 型 及び 直径 ・ 深 さ 各 17 cm の 丸 型 硝子 水槽 に て 飼育 し , 飼育 水 は 
特定 の 目的 以外 に は すべ て 池 水 を 使用 し た 。 固定 に は プア ン 氏 液 を 用 ひ , 楽 色 に は 主として ハ へ 
イィ デン ハ イン 氏 鐵 ヘマ トキ シリ ン を 使用 し , 5・7* 10 の 切 玉 と 上 し た を 。 ア メー バ の 固定 , 楽 色 
及び 切片 作製 の 操作 は すべ て ボリ プ 骸 に 寄生 し た ま ヽ の 燃 態 で 行 つ た 。 


観 察 

T) アメ ー バ の 一 明 形 態 

骨 形 : 運動 状態 で は 通常 pyofews 型 で , 虚 足 は 葉状 又は 指 伏 を 呈す る (第 ! 彫 , A)。 活 渡 
移動 する 際 に は 骸 は か な りら 長く 伸長 し 前 進 方 向 に 大 き な 主 虚 足 を 出 し 他 の 虚 足 は 小形 且つ 少 
艇 の と と が 多い 。 . と の 場合 ボリ プ の 骸 璧 上 で 一 種 の 歩行 運動 を 行 ふ の が 観察 きれ る (第 ま 圏 
B)。 又 7%zxgz 型 を 呈す る と と も あの , これ 等 は ボリ プ 髄 か ら 脱落 し た 個 骨 に 多く 認め られ る 
(第 1 彫 , 〇 )。 

静止 秋 態 で は ヵ yofes 型 よ ト り むしろ weyydeosg 型 を 呈す る も の が 多く , ボリ プ 杉 へ の 接着 面 
以外 に 多 敷 の 状 虐 足 を 生じ , と れ 等 は 通常 4oepc oeyyueosg より 6 の 凌 著 で ある (第 1 彫 , 
D)。 又 時 に 殆 ん ど 球 形 を 呈し , 少 敷 の 極め て 不明 瞭 な 虚 足 を 出す に 過ぎ な いも の も ある 。 

ボ ポリ プ 超 の 具 腸 内 で は 普通 yoets 型 或 は veyyccoso 型 の 個 骸 が 多く 認め あら れる 。 


4.pyofevs に 比 し て 叫 る 小形 で ある 。 出現 の 季 衝 等 に よる 航 長 の 音 著 な 毅 異 は 認め られ な いや 
う で ある 。 り 
原形 質 : 骨 は 外皮 に よ つ て 包ま れ , 原形 質 は 生 骸 で は 明らか に 外 質 と 内 質 K 識別 出来 る 。 


万 . Avdrozezc に 開 す る 研究 史 は 概略 以上 (C 圭 き る が , これ 等 の 研究 に 於 て 興味 を そ 、 る の は - 


骨 長 : 骨 形 に よ つ て 相 営 巡 化 を 示す が , 長 さ 25 一 210 ム , 通常 30 一 -604 メ の も の が 多く , 
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本 邦 に 和紙 見 され た 成 xrqmoec Adrozena (Nrz) に 就 て 


切 秘 で は この 工 別 は 刊 然し な い 。 外 質 は 厚く 遂 明 で 粘 馬 性 が 強く , 虚 足 の 端 部 で は 腐 い 孝 分 を 





第 1 剛 本 邦 産 の 万 yrqxoea grdzeyaa 
A, ofeus 型 。 B, 活 洪 な 移動 中 形 。 O, 2472az 型 。( 以 上 生 超 に よる ) D, oeyrwcose 
型 。 EE, 胞 杖 淡水 ※ リプ の 内 皮 細 肥 を 擬 随 する アメ ー ズ .( 核 は 正中 切片 ) 。x1200 


占め て ゐる 。 内 質 は 多く の 吾 粒 を 含み , 7yofews 型 の 個 髄 で は 流動 性 に と が , veyyeose 型 の 
も の は それ 程 流動 性 を 示さ な い 。 内 質 中 に は 結 品 骸 , 小 球 問 , 要 , 避 縮 胞 , 食 胞 及び ボリ プ 山 
に 由来 する 細胞 片 , 概 , 刺 胞 , 共 棲 終 藻 等 が 認め られ る 。 

結晶 骸 : 多 数 認め られ , 長 さ 1 一 一 2 z で , 衝 方 品 系 に 属す る も の やう で ある 。 と れ 等 は 
切片 で は 観察 きれ な い 。 

小 球 能 : 内 質 の 外 導 部 附近 多く , 直径 2 5 一 5 ん で , 屈 光 性 が 編 い 。 と こと れ 等 は 切片 で は 小 
変 胞 と し て 観察 され る (第 1 彫 A 及 び )。 

要 : 球形 或 は 村 財 形 を 呈し 概ね 骸 の 中 央 IC 位 置 し て ゐる 。 直 衝 10 一 一 16 で , 10 一 一 8 ん 
程度 の も の が 多い 。 要 の 敷 は 3 一 一 3 個 で , 多く は 旦 柱 で あの 3 個 の も の は 稀 で ある 。 生 骨 で 
は 屈 光 牧 の 強 い 環 を めぐ らし た 球 髄 と し て 認め られ る (第 ! 彫 , Aーー の )。 園 楼 倒 胞 を へ 7 大 陸 
て ょ 原形 質 に 接し か な り の 明瞭 な 楼 有 で 園 ま れ , 中 央 に 大 な る カリ オ ゾ ー ム を 有する 胞 要 で ある 。 
楼 膜 の 内 側 に は 連絡 し た 医 汰 の 委 色 質 が 幅 汰 の 9 ェ ン (Cc よ つて 懸垂 し て ある 。 と の 菜 色 質 は 要 
の 正中 切片 で は 厚 さ 2 一 8 の 人 節 の ある 環形 を 呈し 極め て 明瞭 lc 認め られ る (第 1 彫 , 『)。 
欄 の 中 央 に は 上 記 の 染色 質 よ . り リ ェ ン に ょ つて 此 垂 し た 内 骨 が あり , その 直径 は ま 一 5z で . 
略 な 球形 を 呈す る 。 内 骸 は 多く の 楽 色 質 普及 び プ ラス ティ ン で 出来 て お り , 又 と それ 等 の 楽 色 質 
粒 申 に 1 個 の 積 々 大 形 を 星 す る 眞 正仁 が 認め られ る 。 

政 縮 胞 : 移動 汰 態 で は 一 般 に 進行 方 向 に 反 准 の 位置 に あり , その 散 は 通常 1 個 , 時 に 多少 
小形 の 2 一 一 $ 個 を 有する も の も ある 。 振 張 し た 場合 は 楼 に 生々 優る 程度 の 大 き さ K 和 達する 。 
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伊 次 猛 夫 


信也: 内 質 中 散在 或 は 充 浦 する 食物 片 は 食 胞 に 圏 ま れ て ゐる も の も , の な いも の も ある 。 
まり プア の 大 型 簡 肛 を 色 む や うな も の は 眼 る 大 形 で ある 。 

胞 論 : 普通 球形 で , 直 衝 25 一 40 み , 30z 以下 の も の が 多い 。 被 要 初 期 に は 工 膜 C 包ま 
れ , 後 次 第 に 届 光 性 の 強い 厚 膜 を 被る に 至る 。 胞 要 形 成 は 通常 宿主 ボリ プ の 死滅 に 際 し て 観察 
され る 。 胞 奏 形成 C あ た り 角 内 に 包 蔵 され た 多く の 食物 片 は すべ て 排出 され る が , 刺 胞 の み は 
その ま ゝ 般 内 に 残存 する も の が か な ら の 9 認め られ , 又 或 も の は 大 き な 変 胞 を 有する 。 要 は 通常 1 
個 で ある が , 時 に 4 個 を 有する も の も 認め られ る , 一 般 に 楽 養 期 に 比 し て 幾 分 小形 で は ある 
が 構造 に は 著 し い 帝 化 は 見 られ な い 。 3 

-T) 淡水 ボリ プ に 肝 す る アメ ー ズ の 病原 性 ・ 貢 . 他 

寄 生 初 期 り の ボリ プ で は アテ アメーバ は 主 と し て 角 手 上 特に その 項 端 部 に 附 着 し て お の, その 他 
の 帆 表 に は 少 し か 認め られ な い 。 と の 時 期 の ボリ プ の 含 手 は 既 iC 正 常 な 伸長 を 示さ 中 等 度 
の 短縮 し た 状態 に ある も の が 多い (第 2 彫 , 4)。 そ の 後 寄生 アメ ー バ の 敷 が 次 第 IC 増加 する 
I に つれ て 箇 手 は 著しく 短縮 する に 至り ,. その 表面 IC は 多 敷 の アメ ー バ の 附 着 が 認め られ る (第 
2 園 , お )。 同 時 に 欠 手 以外 の 骨 表 に も か な り 多 く の 寄 生 を 認め る や うに な りら , 叉 区 片 に 於 て は 
腔 腸 内 部 lc 寄生 する も の も 准 察 さ れる 。 含 手 が 短く な る と 共に ボリ プ は 手 次 運動 が 緩慢 と な る 

が , 刺 間 に 百 す る 反 鷹 は 未だ 著 し ぐ は 減退 し な い 。 し か し ボリ プ は と の 頃 か ら 和 匂 激 に 奏 朋 の 度 
を 増 し depression 現象 を 呈す る (に 至る 。 と の 時 期 に は の gps 等 の 食 餅 が 鯛 手 に 接近 し て 
も 既に 殆 ん ど 捕 獲 播 取 す る と と が 出来 な い 。 ボ リプ が 二 く depression に 至る の は 直接 的 に は 
その 骸 細 胞 を アメ ー バ に よ つ て 食害 され る の 起因 する の で あら う が , 又 他 方 間接 的 に は 著 し 
い 解 手 の 短小 化 及 びそ れ に 加 へ て 多 敷 の アメ ー ズ の 附 着 に よる 刺 胞 の 機能 減退 の た め ボ リプ は 
食 餅 擁 取 が 殆 ん ど 不 可能 と な りら 結 局 衰 絞 に 拍 事 を か ける と と に よる も の と 考 へ られ れる 。 ア メー 
バ が ボリ プ の 骨 細 胞 を 食害 する 事 綿 は アメ ー バ の 内 質 包 蔵 物 に より, 又 骨 細胞 導 取 中 の アメ ー 
バ の 功 片 観察 (第 1 園 , F) に ょ つて 確認 され る 。 ボ リプ の 刺 胞 は 射 出 され に デア メー ズバ の 突 
内 K 携 取 せ られ , アメ ー バ は と れ に よ つ て 少く と も 外観 上 は 全く 被害 を 蒙 ら な い 。 携 取 さ れ た 
刺 胞 は 不 消化 の ま ヽ 原形 質 外 に 放出 され る や う で ある 。 ア メー バ は 一 度 ポ リプ K 附 着 す る と 容 
曖 K 脱 落 せ すず 答 々 その 敷 を 増加 する , . 他 方 depression 大 態 に ある ボリ プ は 爽 第 に 小形 と な め り 
鯛 手 は 更に 短小 と な る 。 遂に 租 手 は 完全 に 消失 し 短大 な 骸 主 部 の み K 毅 ず る (第 2 園 , 〇 。 
と の や うな 状態 に ある ボリ プ 骸 の 切片 で は 腔 腸 内 部 に も 多く の アメ ー バ が 認め られ る 。 茨 い で 
ボ ポリ プ 骨 は 准 形 を 止め あな いや うな 小村 彫 形 或 は 球形 に 大 し アメ ー ベ は その 盤 表 全面 と 附 着 する 
(第 2 園 , D)。 こ と の 時 期 に は 最早 刺 埋 に 至 す る 反 應 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 や が て ボリ プ は 死 
減 , 消失 する KC 至 る 。 

以上 の や うな , アメ ー バ の 寄生 に 始ま り 死 滅 に 至る まで の ボリ プ の 病 的 経過 は 水温 約 25"0 
の 飼育 水槽 で は 概ね 1 週間 で 終結 し , 同一 水槽 中 の 一 群 の ボリ プ が 殆 ん ど 同 経過 と を た ど つ て 
depression より の 消失 に 至る と と が 多い 。 と の や うに 多 敷 の ボリ プ が 同時 IC 病 的 被害 を 蒙 る の 
は アメ ー バ の 増殖 力 が 時 盛 で 人 箇 括 の 速 か な と と KC 趣 因 し て ゐる と 考 へ られ る , 即ち 飼育 水 醒 中 
Mer0ProeP 欄 nt ot 
に アメ ー ズ バ の 寄生 を 確認 し た や うな 一 - 例 も ある 。 
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本 邦 に 彼 見 され た ガ %dzeoe0g Adyozed (FNrz) に 就 て 13 . 


叉 アメーバ は 5 種 の 淡水 ボリ プ K 例 外 な く 寄 生 し , その 病原 性 は ボリ プ の 種 に よる 差異 を 殆 
ん ど 示 さ な い や うら で ある が , た 左 大 型 種 の Zzzg7oAydyro 
yo6tsfo 或 は 内 皮 細 胞 に 終 藻 を 共 棲 する 秋 色 ヒド ラテ は 小型 
の 互 ygro poyoc 等 に 比 し て depression に 至る 経過 が 生 
ォ 遅 の が 観察 され た 。 又 産 地 を 異 に ずる 同種 の ボリ り プ の 
聞 に も と の 差異 は 殖 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

玉 に アメ ー バ 出現 の 時 期 を 季 衝 的 に 見 る と , 初夏 に 最も 
多く 出現 し 又 ボ リプ K 至 し て も と の 季 竹 に 最も 大 き な 接 害 
を 奥 へ た 。 し か も その 他 の 季節 で も 乱 冬 を 除い て は 殆 ん ぎ 
年 中 用 現 し て お ある 。 と の アメ ー バ の 出現 と 増殖 は 水温 水 
質 及 び 宿 主 ボ リプ の 個 骸 敷 等 の 諸 條 特に 影響 され る と ころ 
が 大 で あら う が , 基 中 アメ ー ズ の 大 量 出 現 の た め に は 多数 
の 宿主 の 存在 が 必要 と 考 へ られ る 。 従 つ て アメ ー バ の 出現 
の 時 期 芝 は ボリ プ の 繁殖 の 消長 に 密接 な 開 内 を も つも の 
& や う で ある 。 3 

谷 淡 水玉 が リプ の 骸 表 で 生活 する Zoodz/g pedzov7tes 及 
び yo の ed2e4749 が アメ ー バ の 寄生 し た ボリ プ に 多数 
着 生 し て 認め られ た 。 と れ 等 の 繊毛 鼻 と アメ ー バ と の 間 K 
特 C 親 密 な 生活 闘 係 の 存在 も 認め られ な か つた 故 , と れ は 
悪 らく アメ ー バ の 寄生 に ょ つて 閥 介 論 層 し を ボリ プ へ の 着 
生 が 織 毛 に と つて 容易 な た めで は な いか と 考 へ られ る 
が , 未だ 確か な こと は わか つて ゐ な い 。 











第 2 賠 AーーD, テア メー ズ 
寄生 ょ り depression 
に 圭 る 淡水 9 プ の 


り 経過 ( 生 中 に よる )。 
考 察 122。 


戸 ygyooe の cg に 就 て は 現在 迄 に ハン が リサ リー, ョ シア 及び 北米 の 3 地方 か ら の 報告 さんしん てゐ ちる に 
過ぎ ず ず , 又 淡 水 ボ す 9 プ に 開 す る 報 文 が 従来 特に 多 表 み ら れ る ドイ ツ で も 未だ 殴 見 され た 記 勿 を 
認め な い 。 従 つ て 互 9dyoxoepc に 開 す る 研究 は 緒言 で 記 し た や うに 目下 の 所 比較 的 少 数 で あ 
の , 未だ 除 味 され ね ば な ら な い 人 魚 地 が 相 営 残さ れ て ゐる 。 以下 に と れ 等 の 既報 の アメ ー バ ょ 本 
邦 産 ア メー バ の 一 般 的 特徴 を 紅 南 考 察 し て みる 。 人 鈴 北 米 産 ア メー ベ は 骸 形 , 原形 質 及び 根 以 外 
の 内 質 包 蔵 物 に 開 し て 記載 が 省略 され て ゐる た め , こと れ 等 は 克 洲 産 ア メー バ kc 就 て の RGNwz 
(1912) の 記載 と 比較 し た 。 

日 本 産 ア メー ズバ は 坦 形 , 原形 質 及 び 楼 の 構造 に 就 て は 了 区 洲 産 アメ ー ベ に 殆 ん ど 一 致 を 示し て 
ゐる 。 胞 論 に 開 し て は 後者 は 記載 を 鉄 く の で 比較 出来 な い 。 日 本 産 と 欧洲 産 と の 聞 の 主 な 形態 
的 相 達 は 航 長 , 根 の 大 き さ と 敷 及 び 1・2 の 内 質 色 蔵 物 に 就 て で ある 。 抑 ち 貴 洲 産 は 100 
380 4 概ね 100, 北米 産 は 0 一 380 み , 通常 125- 一 一 150 ヵ の 角 長 を も つの kc 玲 し , 本 邦 
産 は 25 一 一 210 ん , 通常 30 一 -60 み で 前 2 者 に 比 し 大 骸 2 分 の 1 以下 の 小形 で ある 。 概 
の 直径 は 克 洲 産 は 14 一 一 380 で 最も 大 きく , 北米 産 (10 一 18 ) と 本 邦 産 (10 一 一 16 /) は 
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概ね 一 致 を 示 し て の る 。 概数 で は 欧洲 産 は ! 一 5 個 , 通常 2 要 で ある の KC 替 し 本 邦 産 は 殆 
ん ど 量 桜 時 に 2 要 で と の 鷺 も 北米 産 じ 貼 ぇ 同様 で ある 。 又 本 邦 産 の アメ ー バ に 認め られ る 結 
嶋 晶 及び 強 屈 光 性 の 小 球 醒 は , 区 洲 産 の それ 等 に 比 し て 何れ も 3 分 の 1 程度 の 小形 の も の で 
ある 。 9 
次 に 生理 的 特徴 に 就 て は 緒言 で 鍛 れ た や うに 欧洲 産 と 北米 産 と は 大 き な 差 異 を 示 し て ゐる 。 
師 ち 前 者 は Nrz に より 「 寄 生 呈 で は な くむ し ろ Raubtier で ある 」 と 結論 され ,「 ボ リプ 角 
細胞 以外 に 7g: な .2eg の や うな 繊毛 怠 を も 食す る 」 と 記載 され ん た 。 と れ に 反 し 後者 は ボリ 
プ K 符 し 烈 し v 病原 性 を 有 し 宿主 の depression の 1 原因 と な の, 又 食 物 は ボリ プ の 帆 細 胞 
依存 する 特徴 を 示 し て ゐる 。 本 邦 産 アメ ォ ー バ は と の 病原 性 な ら び に ボリ プ kK 寄 生 し て dep- 
ression に 玉 ら し め る 経過 に 就 て は 後者 IK 殆 ん ど 一 致し て ゐる 。 

以上 , 欧洲 ・ 北 米 及 び 本 邦 産 アメ ー バ の 特徴 を 筒 押 に 比較 し た が , 本 邦 産 は 形態 及び 生理 的 
特徴 に 於 て 北米 産 に 私 し 多く の 類似 幅 が 認め られ る , ヌー 方 刺 者 は 欧洲 産 C 封 し て は か な の の 
相 半 中 を も つて ゐる 。 前 2 者 は その 類似 性 よ の し て 概ね 同一 種 と 見 父 し て 差 支 へ て ない やう で あ 
る が , 癌 題し なる の は 結局 それ 等 と 後者 と の 異同 で ある 。 と ところで, アメ ー ベ の 形態 に 就 て は , 
RgynNorLps (1929) は ENrz と プレ バラ ー ト を 交 換 し Nrz は 「 戸 9gyo7xoe の og ん dyozene と 命 
名 する の は 正 し ひい 。 克 洲 産 ア メー バ は 北米 産 ア メー バ と 同一 種 で ある と 思ふ 」 と Hgymorps に 
下 輝 つて わる 。 とれ に 依 れ ば , 雨 考 は 形態 的 に は 大 差 な いと 考 へ られ , 従 つて 本 邦 産 と 区 洲 産 
と の 形態 的 相 導 も 別種 と する 程 の も ゃ の で は な か ら う と 推 断 され る 。 次 に 生理 的 特徴 に 就 て は , 
歌 洲 産 と 北米 産 が 著しく 相知 を 示 . す 理由 と し て TmRgrLksrp 及び HREyNorps (1929) は 水素 
ィ オ ン 濃 度 の 差異 を あけ て の る. 多 ち p 是 5・2ーー6s6 及び pH 8・6 一 9・6 の 如 質 で は 
アテ アメーバ の 者 生 的 活動 が 妨 け られ る と いあ 考察 に よ ょ つて , Nrz 及び Wgeargu が アメ ー バ を 
非 病原 的 で ある と 結論 し た の は gyNorps 及び Loopss の 感染 寅 陣 が 大 中 性 の 媒質 で 行 は 
れ た の K 調 し 彼 等 の 用 ひ た 媒 質 が ずつ と 酸性 か 或 は アル カ す 性 か ( 例 へ ば pH 6<0 附近 或 は 
p 是 8<8 程度 ) に 保 を れ た 故 で あら うと 推定 し た 。 し か し と の 理由 に よる 推定 は 適切 と は い へ な 
いや うら で ある 。 即ち 本 邦 産 アメ ー バ を Timmgrksrp 等 の 示 し た p 耳 の 尋 質 で 飼育 し た 場合 アメ 
ー バ の 病原 性 に 必ず しゃ 著 殺 は 認め あら ちら れ な か つた (但し , と の 場合 は P. sosusrA を 使用 した)。 
タ ENrz の ボリ プ 飼 育 ヒ 開 す る 記載 を 参照 し て も その 飼育 水 が 極め て 酸性 或 は アル カリ 性 に 








か を よ つ て の た や うに は 考 へ られ な い , 又 Wgmwsr の 場合 に 就 て も 同様 の と と が 究 せ られ る 。 ・ 


一 般 に アメ ー バ の 分 類 了 的 研究 は 毅 異 に と む 形 態 及び 生理 的 特徴 に よ ょ つて 従来 か な り 況 負 の 漁 
琵 に ある 。 形態 的 に は 全く 一 致す る が , 生理 的 特徴 で は 著 し ぃ 差 を 示す た め に 別種 と し て 取扱 
は れる 例 も 又 少く な い 。 所 調 生 理 種 或 は 生態 種 と い は れる 例 で ある が , と の ゆき 方 か ら す れ ば 
欧洲 産 ア メー バ と 本 邦 及 び 北 米 産 ア メー バ と は 前 記 の や う K 形 態 的 (C は 大 骸 同 種 と 見 條 し て ょ 
いと し て も , ' 雨 者 の 病原 性 及び 食性 に 就 て の 証 著 な 差異 は 雨 者 を 別 竹 と 考 へ ね ば な ら ぬ か な り の 
有力 な 理由 と も 見 條 すこ と と が 出来 る 。 駐 これ 等 の アメ ー バ は 形態 的 に は 47oe2o を yyioo7g の や 
うな 自由 生活 種 に 一 致す る 馬 が 多い が , 一 方 その 生活 方 法 は 自由 生活 種 と は か な も 相 尋 し て ゐ 


る 。 そ し て 前 記 の や うな 生理 的 特徴 か ら み れ ば 歌 洲 産 アメ ー ベ は 北米 及び 本 邦 産 アメ ー ベ に K 比 』 


し て 寄生 性 が ょ の 消 弱 で ある や うに 思 は れる 。 従 つて と ゝ に 自由 生活 種 例 へ ば 4. 7eryzcoz の 
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や うな も の か ら 欧 洲 型 . 万 yygzoe2g を 経て 北米 及び 本 邦 型 万 y yzzxoe6c に 向 ふ 一 連 の 系 統 づ 
け の 如き も の が 推論 され る や うに 思 は れる 。 ととろ で , ENrz が アメ ー ズ ベ の 生活 秩 態 に 就 て な 
し た 記載 及び 寄生 性 で な いと 結論 し た 理由 等 を 仔細 吟 味 す る と , 必ず し ゃ も 非 寄生 性 で ある と 
断言 で き な い ふし ふし が 認め られ る 。 例 へ ば , 生 骸 の 観察 及び 角 手 が 消失 し 巡 ( に depression 
災 態 に ある と 見 徴 さ れる 挿 園 ( ず . 20, Fig. 1) 等 は 寄生 性 の 本 邦 産 アメ ー ベ の それ と 殆 ん ど 
差 が 認め られ な い 。 又 世 Nrz は 「 ア メー バ ベ は 寄生 加 で は な く rsuberische Lebensweise を 殴 
むものである 」 と 結論 する の に 炊 の や うな 理由 を あけ て 考察 し て ゐる (TP. 39) : 

1. Zn alHlererst jasst sich konstatieren。dass an den jn Depression befindlichen Hydren nieht immer 
auch Amoben anzutreffen sind。 Ich sah Hydren wiederholt in Depression zugrunde gehen, ohne Amoben 
anZutreffen. 

2. Da die Depression nicht durch Amoben verursacht zu eein scheint。 kann sie auf phyeiologjsche 
Grinde oder auf die 下 度 keit von Bakterien zuruckgefuhrt werden. 

3. Pine engere Beziehung zwiechen der Biologie der jn Depression befindlichen 耳 ydren und den 

Amoben konnte nicht festgestelit werden, da Amoben nicht nur die in Depreesion befjndlichen ydren。 
sondern auch solche befallen。 welche ihre Lebensfunktion dem Anscheine nach trotz den Amoben ganz 
normgl auesuben. 
と れ 等 の 非 寄 生 性 し され る 理由 を 検討 する と 納得 の ゆめ かめ ぬ 中 が 少く な い 。 例 へ ば (1 ) に 就 て 
みれ ば ば, 一 般 動物 の 病因 が 常に 一 定 と は 限ら な いや うに ボリ プ の depression に も 水質 , 水 意 , 
光 , 食物 及び ベク テリ ヤ そ の 他 の 生物 等 に よる 種々 の 原因 が 存する 。 それ で ボ リプ が deprssion 
乃至 死滅 に 至る 場合 に C, ボリ プ 骨 に アメ ー バ を 認め な いと と も あ 6《 得 る し 及 ア メー バ の 寄生 と 
他 の 原因 の 複合 に よる と と も あら う 。 従 つ て 「depression の 炊 態 に ある ヒド ラ KC 常 に アメーバ 
が 認め られ る わけ で は な い 」 (1!) と いつ て , 「depression が アデ メー バ に よ つ て 惹 超 さ れる も 
の で は な い 」 (2 ) と 論 断 で き な い 。 (3 ) も 駐 同 様 で あの , 感染 買 陣 に 就 て も 寅 験 の 詳細 に 開 
し て 制 然し な いと と ろ が ある 。 ENrz の 原 記載 が と の や うな 性 質 ひ りゃ の で ある た め 欧洲 産 アメ 
ー ズ バ を 果 し て その 結論 の やう に 非 寄 生 性 と 認め て よい か , 又 延 いて は その 非 寄 生 性 と いふ 特徴 
は 本 邦 及 び 北 米 産 ア メー バ の 寄生 性 と いふ の と 圭 比 考察 し それ に ょ つて 種 の 異同 を 決定 すべ き 
程 の 信 埋 性 の ある も の か どう か は 括 は し い 。 し か し と の 符 問 は 今後 欧洲 で 該 ア メー ベ が 再 凌 見 
され 新 し 報告 が も た ら さ れ た な ら ば 自然 に 解 滑 する と と で あら う 。 

要する に C, 本 邦 産 yyozxoepg の 同定 に あ た つ て 以上 記 し た や うな 観 馬 よ の し て , 本 邦 産 
と 歌 洲 産 と を 簡 涯 に 同一 種 の アメ ー バ の 断 じ 難 い 勲 が な いで も な い が , 双 ー 方 雨 者 を 別種 と 見 
人 居 す に は 谷根 操 少 静 と 考 へ られ る 呈 も 多い や う で ある 。 し か し 要する K 肖 水 が ボサ プ と いあ ふぁ 特 定 
の 宿主 に 於 て 生活 する 雨 者 の 一 般 的 特徴 は 極め て 審 接 な 類 終 開 係 を ボ し て お の, 又 と の 開 係 は 
盤 來 の 研究 に よ つ て 今 少し 明確 に 把握 され る 至る と と が 了 想 され る 。 従 つて 本 報 に 於 て は 本 
邦 産 アメ ー バ を 万 yzzxoe5o Aydyoze:g (Nrz) と 同定 し , 弄 へ て 別種 と し て 新種 を 創設 する 
と と を 避け た 。 「 

要 約 


本 邦 産 万 yroxoepo は 1943 年 11 月 に 最初 I 観察 され , その 後 1945 年 夏 に 至る 間 K 散 
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回 出現 し た 。 と れ 等 は 東北 及び 北海 道 の 表 ヶ所 より 探 集 し 飼育 中 の 5 種 の 淡水 ボリ プ K 符 生 し 。 
た め I に ポリ プ は 常に 基 大 な 被害 を 蒙 つ た 。 本 アテ メー バ は 形態 及び 生理 的 特徴 に 於 て BNyz の 記 
載 し た 歌 洲 産 ア メー ベ に 多少 の 相違 を 示す が , 本 報 に 於 て は 万 yyz7xoe の oc Adyozeg ( 民 Nwg ) も 
と 同定 し た 。 そ の 主 な る 特徴 は 下記 の 如く で ある 。 

骸 形 : pyoez4s 型 或 は 7272z 型 (運動 汰 態 ), weyyucosc 型 (静止 状態 )。 骸 長 : 25 一 210 
通常 0 一 60 z。 原形 質 : 外 質 は か な のり 厚く 潜 明 , 内 質 は 題 粒 性 。 

結 品 醒 : 多 敷 衝 方 品 系 に 局 し , 長 さ 1- 一 2 小 球 本 : 張 屈 光 性 , 直 衝 2.5 一 -5。 

楼 : 球形 又は 稀 賠 形 , 1 一 3 個 通 常 溝 要 , 直径 10 一 16 ん , 底 胞 に 圏 まれ , 明瞭 な 根 貼 
井 著 な 楽 色 質 ・ 多 く の 楽 色 質 粒 ほ を プラス ティ ン よ の な る 内 骨 を 有する 胞 要 。 暫 縮 胞 : 1 一 一 3, 
通常 1 個 , 要 に 策 々 優る 大 形 。 胞 : 球形 , 直径 25 一 40 ム . 妊 常 皇 桜 , 強 選 光 性 の 厚 膜 c 
包ま る 。 淡水 ボリ プ の 究 表 及 び 睦 腸 内 I に 寄生 その 骨 細 胞 を 食す , 宿主 の depression の 1 
原因 と な りら, 通常 寄生 後 約 1 週間 で 死に 至ら し む 。 
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本 麟 は 従来 的 確 な 治療 麟 の な か つた フィ ラ 生音 
リア 症 に 極め て 効果 的 で 、 そ の 病原 糸 箕 虫 
W.bancrofti、 W.malayi の いづ れ に も る 
殺 フ ィ ラリ ア 性 に 作用 し て 血 中 の Micro- 
filaria、 乳 膝 硝 及び フィ ラリ ァ 人 性 浮腫 を 消 
和 失せ し め る 。 
双 日 本 住 血 骸 虫 症 に 対し て る 有効 で も る こ 
と が 報告 され て ゐる 。 

( 号 呆 と 刀 究 . 第 28 人 滅 第 7 号 ) 
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譜 水域 産 甲 殻 類 を 中 間 宿 主 と す る 2, 3 吸 類 の 
育 史 並 に 分 類 克 上 の 位置 に つい て “ 


Studies of Lthe jfe 日 jstories of Certain Trematodes the 
Intermediate 時 osts of whick are Blackish water 
Crustaceasg。with the Discussions on the 
Systematic Position of the Specieg 


尾 形 藤 治 TO OGATA 
東京 理 科大 學 動物 了 教 室 


緒 言 


年 誌 水域 産 吸 皿 類 は 人 境 並 に 有用 動物 の 病原 台 的 軍 要 性 に 於 て , 淡水 産 の それ と 撰 ぶ と と 

ろ な く , と の 舌 , 純然 た る 海産 の 種類 が 病原 台 的 殆ど 意義 を 有 し な い の と 肌 藤 的 で ある 。 氏 

E る 本邦 に 於 ける 人 此 の 方 面 の 研究 は 誠に 乃 々 た る も の で , 従来 の 業績 の 見 る べき も の は 僅か に 

五 指 を 届 す る 程度 を 出 な い 。 依 つて 筆者 は 今 交 大 戦前 より 此 の 方 面 の 研究 IC 従 事 し , 今日 まで 

IC 17 種 の を ルカ リア と , 14 種 の メタ セル カリ ア を 検索 し 得 , 其 の 形態 普 に 季節 的 消長 を 明か 

に する と 共に , 般 育 寅 験 に より 6 種 の 吸 門 の 成 骨 を 得る と と が 出來 た 。 以上 の 中 , 今回 は 甲殻 

月 類 を 中 間 宿 主 と す る 3 種 の 吸 皿 の 策 育 史 並 に その 策 育 各 期 の 形態 生態 を 送 べ , 之 等 吸 員 の 分 類 
硝 上 の 位置 に つい て 論 逃 し よう と 思う 。 


1 
7o,2 が が ex ( 72 が ee ) geyoees が 8 の eo OGATA, 19207 の 絹 更 


1 中 間 宿 詩 


Z7ofezes 氏 ROyER で ある 。 該 甲 殻 類 は 各地 の 海岸 洒 線 附近 に 鱗 産 し , 浦安 附近 の 海岸 に も 競 
し く 産 する が , 本 種 の 被 王 幼 の 自然 感染 の 見 られ る の は , ほん め 1 小尾 域 IC 陣 られ て ゐる 。 





1 本 研究 は 風土 病 研究 特別 委員 會 の 授 助 に ょ る 研究 の 一 部 で , 部 分 的 に 之 を 日 本 動物 學會 例 剣 及 び 日 
本 寄生 虫 陣 會 弧 會 に 於 て 径 表し , ター 部 は 生物 線 覧 誌上 に 掲載 し た 。 
2) 生物 線 奄 1!①, 1922。 








本 種 の 被 要 幼 剖 を 贅 見 し た 中 間 宿 主 は 千葉 落 浦 安 海 涯 産 の と メ ヘ マト ビュ ムン Oreesag | 


帥 ち 浦 町 を 貫流 する 浦安 川 が 東京 濁 に 注ぐ 所 , 即ち 川口 の すぐ 左側 の 次 埋立 地 の 堤 防 の 決 潰 
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尾 形 藤 治 


CC よ つて 内 部 に 生じ た 水域 に C の ぞ む 地 著 で , と の 僅か の 地域 以外 に は 全然 見 出さ れ な い 。 耐 し 
て 叱 の 地 著 に 於 ける ハマ トビ ュ ムシ の 窒 生 府 の 季節 的 滑 長 に は 極め て 詩 著 な 特色 が 見 られ る 。 印 
も 5.6, 7 月 (は 寄生 は 著しく 少く , 8 月 ' に 入 つ て 策 多 く , 9~10 月 に 於 て 最高 に 達し , 11 月 
ょ りら 滞 克 減少 し , 12~1 月 に は 寄生 率 は 著しく 減じ , 2, 3, 4 月 に は 全然 寄生 を 見 な い 。 

今 , 7-8 月 (に 及 け る 寄生 府 を 見 る に 20~28 で , 1 宿主 に 於 ける 被 姜 敷 は 通常 1 個 で あ 





つて , 2<3 個 の も の は 
比較 的 少く , 1 宿主 か ら 
6 個 の 被 栓 を 得 た の を 
特例 と する 程度 で ある 。 
之 に 奉 し て 10 月 に 於 け 
る 1 例 を 示せ ば , 同時 に 
採集 し た 269 頭 の 宿主 
中 の 136 頭 に 寄生 を 見 , 
被 窒 絶 散 1.015 個 を 得 
マズ 。 即ち 寄生 座 は 50 欠 
で 1 狂 主 年 均 7.5 個 を 
宿 し て 居 た 。 


次 に 同じく 10 月 に 於 ける 他 の 1 例 に つき 宿主 の 大 さと 寄生 府 と の 開 係 を 見 る に 欧 表 の 如く 
で ある 。 即ち 検索 費 散 120 頭 中 の 56 頭 に 寄生 を 見 , 寄生 率 は 46.672 で , 得 た る 第 本 絶 敷 
は 312 個 , 1 宿主 年 均 5.57 個 と な る 。 


第 1 表 宿主 の 大 き と 寄 生 率 











| 窒 主 本 長 | 検 三條 者 | 理 分 紅 | 半 本 数 | = 諾 
2 一 3 mm 6 0 | 0 0 0 
84 19 6 31.6 16 2.7 
ま ー ら 30 17 56.7 91 5.4 
5-6 30 17 56.7 119 7.0 
6 一 7 .。 24 8 99.9 48 6.0 
7--8 10 7 70.0 24 8.4 
8 一 9 1 1 100 14 14.0 
合計 120 56 46.7 312 5.6 
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宿主 の 大 さ は 角 長 2- こ 9mm で , 3>7mm の も の が 大 部 分 を 占め , 寄生 頻度 は 4>6mm の 
宿主 に 最も 高く , 寄生 強度 は 4~>7 mm の 宿主 に 於 て 高く , 5 てこ 6mm の 宿主 に 於 て 最高 を 示し 
て いる 。 更に 各 宿 主 に 於 ける 寄生 部 位 を 見 る に 次 表 の 如く で ある 。 

即ち 検索 綿 敷 120 頭 中 の 56 頭 に 寄生 を 見 , 寄生 率 は 46.7 で , 1 宿主 在 均 被 論 敷 は 5.6 
個 と な る 。 宿主 の 大 さ は 突 長 2 こ 9mm で , 3<7mm の も の が 大 部 分 を 占 め , 寄生 頻度 は 4 て 
5mm の 宿主 に 最も 高く , 寄生 強度 は 4~<7mm の 宿主 に 於 て 比較 的 高く , 就 中 5<6mm の 
宿主 に 於 て 最高 を 示 し て の る 。 

更に 各 宿 主 に 於 ける 寄生 部 位 ( 骸 節 ) と 各 節 に 於 ける 寄生 府 を 見 る に , 区 表 の 如く で ある 。 


第 2 表 宿主 の 大 さと 寄生 部 位 並 に 寄生 系 






























































骨 節 . 各 超 節 に 於 ける 投 基 数 
mwlrlslmlmls に 導 交 
油 才 5 | 六 | lx lxrlxn 人 
IL3E3 に 
3--4 mm 2 2 5| 5| 2 16 
4ー5 2| 7|1lslgzll9| 9| sl s 2 91 
5-6 引 lrz|2slszlsoli2| 4 1 119 
67 1| 7|Iillisl sl sl 1| ュ 1| | 48 
8 人 4 | を 上 1| 1 24 
89 4| 6 | 1| 14 
各 吉 節 組 記 NN 
等 6|ale4lsgl59||1| 6 4| 2 312 
各 骨 節 旋 “ 
人 | 1.0| 6.9h0.7h4. 引 9.2| 5 條 1 り 10| |0.2|0.8 82 
































即ち 被 本 の 大 部 分 は 第 TL エー 第 VI 骨 箇 に 寄生 し, 第 Y 内 節 ic 於 て 最も 多く , 第 TV 表 爺 
c 欧 ぎ , 以下 VI, TI, YT の 順序 で ある 。 第 エ 髄 節 及 び 第 X 吉 飾 に 全 色 寄 生 を 見 な い の は , 
前 者 に あつ て は 該 豚 委 が 比較 的 小さ ぃ 上 に , 複雑 な 附属 肢 (に 妨 け られ て 寄生 し に くい た めで , 駐 
後者 に あつ て は 此 の 部 は 丁度 屈曲 部 (に 営 る た めこ と れ 赤 寄生 し 難い も の と 思 は れる 。 


2. 彼 春 幼 導 


彼 奏 幼 紀 は 宿主 の 殻 皮下 筋肉 組織 内 に ゆる く 結 着 し て ゐる の で , 宿主 昆 鳳 を 2 枚 の スラ イド 
に 挟み , 軽く 歴 潰 すれ ば 被 論 は 容易 に 離 朋 す る 。 

被 栓 は 乳白 色 條 透明 で , 外形 短 析 周 形 を 呈し , 短 径 0.28~ こ 0.34mm, 長径 0.37 こ 0.42mm 
を 測定 する 。 即ち , 短 径 笛 長 径 の 比 は 1:1.2 で ある が 甘 和 子 の 下 で 後 礎 を 加 ふる と き は , 短 
軸 の 方 向 に 策 々 増大 する も, 長 軸 の 方 向 へ は 之 と 比例 せ ぬ た め , 可 な り 丸 味 を 著 び た 椿 周 形 と ' 
な る 。 

叱 購 は その 髄 軸 を 概ね 短 軸 の 方 向 (に 一 致す せしめ て 論 内 に 充 浦 し , 活 渡 I に 運動 し , 或 は 背 側 に 
翔 曲 し , 或 は 骨 を 此 の 方 向 に 緊縮 し て ゐる 。 
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栓 歴 は 明 有 瞭 に 2 居 よ のり 成 9, 外 居 は 比較 的 厚く 0.018mm を 算 し , 放射 汰 に 排列 する 織 維 汐 
構造 を な す 。 内 居 は 外 居 に 比 し 著しく 薄く , 0.007 mm あら, 輪状 の 繊維 状 構 造 を 上 内 へ て ゐる 。 
内 外 雨 居 の 厚 さ の 比 は 1:2.6 で ある 。 義 壁 は 肥厚 せる に 拘ら 才 極 め て 崩壊 し 易く , 被 本 は これ 
を 生理 的 食 久 水中 に 取り 出し , 40?C の 映 卵 器 内 に 保つ とき は , 早けれ ば 敷 分 で 肌 杜 する 。 寅 
駿 の 結果 , 15 分 以内 (に 7 を , 25 分 以内 に 10 , 40 分 以内 に 17 , 1 時 間 以 内 に 252 が 
脱 栓 し , か く て 2 時 間 後 に は 29 妊 , 3 時 間 後 に は 多 , 5 時 間 後 に は 46 が 受 開 し た 。 

本 は 常に 短 軸 の 方 向 より 行 

詞 れ る 。 先 づ 此 の 方 向 に 外 居 が 
外 方 に 膨 出 し , と と K 小 孔 を 生 
ずる 。 越 は と と よめ 6 容易 に 前 般 
部 を 突出 する が 後 骸 部 は 本 内 に 
残り , 台 級 を 星 す る に 至る 。 此 
の 大 態 で し ば らく は けし くも が 
き 績 け , や が て 肌 王 を 完了 す 
る 。 





3. 脱 相 幼 器 


朋 杖 幼 紀 は 極め て 局 下 天 汰 で 僅か に 肉 紅 色 を 甘 び , 著しく 透明 で ある 。 生理 的 食 塵 水中 に 保 
つと き は , 剖 は 腹 吸 毅 を 以 て 器 底 に 固着 し , 骨 の 用 菊 を 持ち 上 て 中 凹 と と , 周 間 部 を 波 汰 
運動 せ し め る 。 特に 前 表 部 は 之 を 盛ん に 動か し , 前 上 方 に 伸 し 更に 之 を 背後 方 C 欠 曲 し , 何 物 
か を 探し 求め る や うな 動作 を する が , 他 の 吸引 に 見 る や うに 口上 腹 雨 吸 胡 を 併用 し て 骸 を 移動 さ 
せる や うな こと は 殆ど な い 。 載 物 硝子 上 に 取 の , 次 稼 子 を 以 て 僅か に 歴 力 を 加 ふ る と き は 々 
倒 卵 形 を 呈し , 髄 長 0.65mm, 最 廣 幅 員 0.47mm を 測る 。 

ロ 吸 胡 は 骸 の 前 端 下面 に あつ て 略 々 球形 を 呈し , 径 0.07 mm あり の , 前 咽頭 は 短く 0.02mm 
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で ある 。 咽頭 は 球形 で 比較 的 大 きく , 径 0.07 mm, に 及び , 品 吸 右 と 略 同 大 で ある 。 食道 は 策 
ぇ 長く , 0.06mm を 算 す る 。 腸管 は 著しく 細長 く , 長 さ 0.24mm, 太 さ 0.01mm あの, 左 
右 雨 肢 は 互 IC 外 後方 玲 曲 し , 員 々 一 つの 孤 形 を 描い て ゐる 。 腹 吸盤 は 骨 の 中 央 策 ォ 前 方 位 
し , 周 形 で 径 0.07mm を 算 す る 。 

曇 丸 は 後 髄 部 の 左右 雨 側 に あつ て 略 そ 径 移 的 位置 を 占め , 共に 椿 周 形 で 略 + 等 大 , 右 時 丸 
0.15x0.11 mm, 左 塁 丸 0.15x0.10 mm を 測定 する 。 陰 語 王 は 短い 根 棒 稚 で , 長 さ 0.14 mm 
幅 , 基部 に 於 て 0.04mm あり の, 基部 は 腹 吸 胡 の 前 方 腸 分 岐 由 の 直後 に 横 た は りら , 先方 は 左 後 
方 に 向 つ て 組曲 し , 腹 吸 毅 の た 側 に 近く 開口 する 。 

卵巣 は 横 に 伸び た 椿 園 形 で , 

表 長 の 件 に 於 て 正中 線 の 右側 に 
偏在 する 。 卵 没 は 相 営 に よく 移 
達し 0.11x0.07 mm に 及 ん で 
の る 。 子宮 は 未だ 繊細 な 管 で 雨 
塁 丸 の 間 を ゆる や か KK 辻 曲 し た 
後 , 上 昇 し 雄性 生殖 口 に 隣 つ て 
開口 する 。 卵 腺 は 小 胞 相 集 つ 
て 経 其 を な し, 左右 相 連 接し て 
後 骨 部 の 周 衝 を 環状 に 取 疹 き , 
前 方 腹 吸 融 の 直後 に 於 て 備 か に 
途切れ て 相 離 れ て ゐる 。 と の 遊 
離 端 は 夫々 少し く 内 後方 に 向 
ひ , 略 々 蜂 丸 の 前 終 と 同 高 に 終 
つて の か る 。 
排 浴 論 は V 字形 で 上 率 る 大 きく 
殆ど 髄 の 後 征 f 部 を 占 搬 し て ゐ の 
る 。 即ち , 雨 肢 各々 0.86x 
0.18 mm の 大 さ を 有 する 。 排 
潤 管 系 は 2[(2 十 2) 士 (2 十 2)] で 
ある 。 
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4 動物 試 務 


と の 被 栓 幼 過 を ラ ツ テ , マウ ス , 家 鳴 , 小 猫 及び 上 岩 中 に 試験 する に , 前 三 者 に 於 て は 陰性 に 
終 つ を が , 小 猫 . び 上 上 : に 於 て 陽性 の 結果 を 得 た 。 即ち 1944 年 6 月 18 日 に , 生後 約 2 ヶ月 
の 小 猫 1 頭 に 被 栓 約 30 個 を 給 奥 し , 6 月 16 日 即ち 4 日 目 に 之 を 着 栓 する に 小腸 始 部 よ 9 充分 算 
育成 難 し た 幼 骨 1 叙 を 得 た 。 次 いで 6 月 19 日 に , 同 齢 の 小 猫 1 頭 に 被 栓 約 50 個 を 興 へ , 同月 24 








こい oo 








22 尾 形 藤 治 


日 割 検 し , 小腸 の 前 1/3 部 より 成 難 虫 1 隻 を 得 た 。 越え て 10 月 11 日 小 疾 2 頭 に 夫 ぇ 被 本 
498 個 及び 378 個 を 播 取 せ し め , 10 月 19 日 邑 ち 9 日 目 に 着 概 する に 何れ も 陰性 で あつ た 。 

即ち 小 猫 は 本 來 の 絶 宿主 で は な く , 本 剖 は 極め て 速 か に 排 有 され る と と が 知ら れる 。 

次 に 同年 10 月 18 日 , 5 頭 の - ビ ナガ カウ モリ 260 の cs syee の eys2 7 の 76@ TOMAS 
の 各 ぇ K 被 本 60 個 宛 を 経口 的 に 胃 中 に 挿入 し た 。 内 1 頭 (T) は 毅 作 後 間もなく 死亡 し た 。 1 
時 間 後 に 割 栓 する に 被 究 21 個 及 び 脱 要 後 死亡 し た も の 1 隻 を 認め た 。 第 は 約 6 時 間 後 に 
剤 検 し, 脱 本 幼 田 9 隻 を 得 た 。 第 IT の 宿主 は 18 時 間 後 に 死亡 し て ゐる の を 犬 見 , 割 検 の 結 
果 幼 吸 起 5 代 を 得 た 。 第 TV は 22 時 間 後 検 し て 11 島 を 得 , 第 V は 40 時 間 後 宿主 死亡 , 


検査 の 結果 幼 吸 忠 1 代 を 見 出 し た 。 


5. 成 1 
成 熱 叶 は その 髄 制 に 於 て 朋 三 幼 と 呂 々 相 等 し く , た だ 生殖 器官 の 王 育 程度 に 於 て 著しく 
異な る 。 主要 部 を 昌 ぐ れ ば 炊 の 如く で ある 。 骨 は 倒 卵 形 で 前 端 僅か に 和 鍛 つ て ゐる 。 歴 片 標本 に 
於 て 骸 長 0.91mm, 表 幅 0.49mm あり の 。 ロ 吸 机 0.07x0.08mm, 前 咽頭 0.08 mm, 咽頭 
0.07x0.08 mm, 食道 0.07mm, 腸管 0.29x0.02mm, 腹 明 0.08x0.08mm, 右 暴 丸 0.16 





x0.14mm, 左 軸 丸 0.15x0.11mm を 測る 。 較 精 小 管 は 雨 塁 丸の内 前 方 より 衣 し , 殆ど 直線 
的 に 内 前 方 に 進み , 卵巣 の 腹 側 に 於 て 相 會 し て 較 精 管 と な る 。 較 精 管 は 比較 的 竹 く , 陰 論 の 
基部 , 後 端 を 去る 少 許 の 味 に 於 て 貯 精 栓 に 開 注 する 。. 陰 王 論 は 基部 膨大 で 陽 分 岐路 の 直後 に 水 
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年 点 水 域 産 甲殻 類 を 中 則 宿 主 と する 二 三 骸 加 類 の 更 育 喝 


在 に 横 は のり , 長 さ 0.15mm 幅 0.06mm あり の , 搬 護 腺 部 は 之 と 殆ど 直角 に 後方 に 曲り , 0.12mm 
の 長 さ を 算 す る 。 

卵巣 は 不 規則 な 椿 周 骨 で , 大 さ 0.17x0.08mm を 測る 。 較 卵 管 は 卵巣 の 後 終 よ のり 和 紙 し て 後 
方 に 向 ひ , 受精 本 を 受け , ラウ レル 氏 管 を 浜 生 し た 後 , 左 後方 に 向 ひ , 卵 形成 腔 と な のり , 欧 い 
で 子宮 に 連 る 。 受精 論 は 椿 同形 で 0.02x0.01mm あの , ラウ レル 氏 管 は 比較 的 太く, 長 さ 
0.10 mm に 及ぶ 。 子宮 自 曲 の 大 部 分 は 骸 の 後方 1/3 を 占め , 卵 は 僅か に 黄 褐 色 を び 0.018 
<^0.022x0.011 こ 0.012 mm を 算 す る 。 卵黄 腺 の 構造 配置 は 共に 幼 若 忠 と 同様 で , 卵黄 較 管 は 
卵 葵 腺 の 遊離 端 を 去る 僅か 前 方 に 績 し , 内 方 に 向 ひ , 腹 吸 胡 の 背後 方 に 誰 て 左右 相 合 し , 共通 
の 較 管 と な の , 子宮 の 始 部 , 卵 形成 腔 の 直前 に 開く 。 

排 港 本 は 幼 基 器 の 場合 より も 著しく 緊縮 し て 居る が , 人 順 る 大 きく 膨大 な 毅 で ある 。 排 浴 
系 は 被 王 幼 問 時 代 と 同じ く 2[(2 十 2) 十 (2 士 2)] で ある 。 


6. 考 婁 

本 種 は 内 部 諸 器 官 の 構造 , 大 さ , 配置 等 より し て が:yiyec 局 に 入る べき と と は 極め て 明 
瞭 で ある 。 面 し て 雨 吸 盤 の 比 府 , 消化 管 の 長 さ , 卵巣 の 構造, 卵 の 大 さ 等 の 諸 四 に 於 て 皮 知 14 
種 中 , 他 の 何れ より も yyeyc gyexc7o HaAprLgy and OAsrrg, 1940 に 酷似 する と と 後 章 
第 4 5 表 に 示し た 通り で ある 。 該 種 と の 主要 な 相知 貴 は , 彼 に あつ て は 僅か に 留 の 長 醒 彫 な 
る と と , 及び 咽頭 の 小さ いこ と で 之 等 の 踊 は 種 の 相知 と 見 人 す に 足ら な いと と 勿論 で ある 。 然 
る に 今 雨 者 の 幾 育 史 を 比較 検討 する に 77. ( ず 622 ダ の 22 の 中 間 宿 主 は フジ ツボ の 1 種 万 77Z708 
27oxozdes で あめ, その 被 要 幼 は 球形 で その 三 長 は 無 構造 , 且 , 1 居 で あら る 。 即ち 本 種 と の 
屋 別 は 極め て 明瞭 で あの, 従 つて 本 種 は 1 新種 と 見 仙 さ る べき も の で ある 。 筆者 は 之 に 既 し さ 
き (C yyex2 0ey 0657 の 4 な る 種 名 を 附 奥 し て 軒 い た 。 

本 群 吸 強 の モル カリ ア は Ubiquita type に 属す る Xiphidiocercaria で ある と 信 ぜ られ る 。 
筆者 は 浦安 海岸 産 の 乱 具 類 ヘ ナタ リ 2Zyapoooees deyoper7 (KrENgm), 及び カ ハ ザ ン シ ョ 
ウ が ヒ 4ssz7x6xeg 7 の 97669 (VON Masr.) より の 敷 種 の Ubiquitous cercaria を 得 て ゐ る 。 有 之 
等 を モメ ハマ トビ ュ シ KC 試験 し た が , 未だ その 生 育 を 訟 明 す る IC 至 ら 才 , 休 追 試 中 で ある 。 他 
方 同 地産 諸 種 甲殻 天 を 廣 く 検索 し た が , 前 記 宿 主 以外 に は 本 種 被 姜 幼 器 を 見 出 し て わな い 。 

本 種 の 終結 宿主 は 恐らく 磯 鳥類 で あら うと 思 は れる 。 浦安 海岸 に は 春秋 の 雨季 (に 多 散 の 候 島 
拓 が 訪れ 他 の 季節 も 和光 諾 信 頒 の 知 馬 する の を 見 か ける が , 未だ それ 等 を 検索 する の 


機 盆 に 恵 まれ て の ゐ な い 。 


0 
77oy2 か eg (74772 が eg) @o7ge YAMAGUTI。1939 の 衣 育 更 


1. 中 間 宿 王 及 寄生 率 
本 種 の 中 間 宿 主 は 同じ く 浦安 産 の ュ メ ツキ が = Aceopz7zey の 7959sg DE HAAN 及び メガ ネ が 


















= Seopoyey pes277g pg HAAN の 2 種 で その 卵巣 及び 肝臓 に 被 栓 幼 紀 を 認め た 。 コ メ ツ キ が 
= に つい て 調査 の 結果 は 検索 練 散 582 頭 の 中 , 109 頭 に 陽性 で あつ て , 寄生 放 は 20.6 多 K 該 
営 す る 。 1 宿主 に 寄生 する 被 要 敷 OS 

は 割合 に 少く , 1 こ 5 個 で , 中 1 個 DSE 

を 宿す る の が 69 頭 で 最も 多く , 
全 陽 性 者 の 55 を 占め , 2 個 寄 
生 の も の が 30 頭 で 27.5%2 K 営 
の, 3 個 寄 生 の も の 9 頭 で 8.3, 
4 個 寄 生 の も の 6 頭 で 5.52% で あ 
つた が , 更に 5 個 を 宿す も の は 僅 
か に 4 頭 で , 3.7 用 で あつ た 。 即 
ち 得 た る 被 要 幼 過 は 綿 敷 191 個 
で , 1 宿主 下 均 1.74 個 を 宿す に 
過ぎ な い 。 

次 に 宿主 の 大 さと 寄生 牽 と の 開 
係 を 見 る し 検索 せる コメ ツキ が = 第 5 岡 
は , 甲 帝 長 3 ご 14mm の も の で あつ て , うち 5 っ 12mm の も の が 大 部 分 で あつ た 。 即ち 検索 
線 敷 528 頭 中 511 頭 は 此 の 範 園 の も ゃ の で , 全 検 索 敷 の 98.522 を 占め て ゐ た 。 面 し て 寄生 府 
は 中 等 大 の も の K 高 く , 此 の 中 心 を 離れ る に 従 つ て 瀬 次 減少 する 。 即ち 骸 長 9<11 mm の 答 主 
IC 於 ける 寄生 府 は 呂 々 88 で 最も 多く , 爽 C 髄 長 7-ー8mm, 及び 12<18 mm の 宿主 に 於 け 
る 15% 内 外 で ある 。 更に 此 の 前 後に 於 て 寄生 謗 は 洛 減 する 。 

次 < 季 節 的 消長 に つい て は 目下 精査 中 で ある が , 大 骨 の 傾向 と し て 2 て 3 月 中 に 於 ける 1 例 
を 見 る と 検索 弧 敷 198 頭 中 49 頭 に 寄生 を 見 , 寄生 座 は 25.42% で あつ た 。 之 K 圭 し 5 月 末 の 
成績 で は , 検索 敷 385 頭 中 60 頭 が 陽性 で , 寄生 座 は 17.9%2 と な り の, 前 者 に 比 し 明か に 減少 
を 示 し て ゐる 。 

メガ ネガ が = に つい て は 今日 まで 確 損 に 検索 し た 110 頭 中 , 21 頭 に 之 を 見 , 19.1% の 寄生 替 
を 示 し て ゐ た 。 1 宿主 に 見 られ る 被 栓 敷 は 1<2 個 で , 3 個 , 4 個 及 び 7 個 を 宿す も の 各々 1 
_ 例 を 見 た に 過ぎ な い 。 即ち , 1 宿主 1 個 を 宿 す も の 13 頭 で 61.9, 2 個 寄 生 の も の 5 頭 で 
23.8 め , 3 個 , 4 個 , 及び 7 個 を 宿す も の 各 1 頭 で 夫 * 生 822 に 営 る 。 か く て 得 た る 被 要 幼 
部 は 線 数 37 個 , 1 宿主 相 均 1.76 個 で コメ ツキ が = の 場合 と 大 骨 同 様 で ある 。 と れ を 季節 的 
に 見 る に 未だ 調査 不 十分 で ある が , 前 年 11 月 に 於 ける 1 例 で は 検査 弧 敷 人 利 頭 中 の 11 頭 陽 
性 で , 寄生 座 は 26.8 ダ で あつ た が , 3 月 の 調査 結果 は 69 頭 中 陽性 者 9, 即ち 18% の 寄生 奉 
で , と れ ま た 著 し ぃ 減少 を 示 し て 居る 。 


0O1mm 


2. 脱 要 幼 
被 要 幼 紀 は 長 周 形 で 北 分 優 紀 を 呈 し , 長径 0.831~0.36 mm 短 径 0.21 こ 0.24mm を 測る 。 




















年 旧 水 域 産 甲 殻 類 を 中 間 宿 主 と す る 二 三 販 如 類 の 雄 育 史 


即ち 短 径 肌 長 筆 の 比 は 131.5 で ある 。 召 
は 比較 的 厚く 0.010<0.011 mm を 測る も , 
1 層 で 無 構造 且 著 し く 透 明 で ある 。 被 論 は 僅 
か に 有 鍋 白 色 を 医 び て ゐる が , 上 る 透明 で 内 部 
構造 を 明 瞭 に 認め る と と が 出来 る 。 被 奏 幼 叱 . 
は これ を 0.6%% の 食 塵 水中 に 浸し , 407C の 
山 卵 器 中 に 入れ て 置く と , 早い も の で は 30 
分 以内 に 脱 論 し , 大 部 分 が 1 時 間 前 後 で 被 論 
を 腔 出す る 。 し か し 中 に は 30 時 間 以 上 観察 
し 績 ける も 肌 要 する と と な く , し か も 立派 に 
生存 し 紙 育 を 績 ける も の も ある 。 

脱 栓 は 通常 短 軸 の 方 向 に 行 は れる 。 普通 , 
中 央 部 側面 に 小 孔 を 生じ しそ と か ら 肌 出す る の 
で ある が , 骸 の 前 年 は 容易 突出 する も , 後 
年 は 之 に 件 は ず , 吾 形 と な つて は けし くも が 
いて の ゐる の を 暫 そ 目撃 する が , また 此 の 汰 態 
で 死亡 し て ゐる と と も 稀 で は な い 。 し か し , 
宿主 骸 内 で は 朋 語 は 案外 容易 に 行 は し る も の 
と 思 は れる 。 





3. 破 柚 幼 部 


豚 論 幼 刀 は 背 腹 に 極め て 局 在 な 舌 和 次 で , 先端 は 鈍く 失 9, 後 端 は 切断 和 伏 又は 僅か に 丸 味 を 薄 

び て の ゐる に 過ぎ な い 。 と れ を 生理 的 食 孔 水中 に 保つ と き は , 腹 吸盤 を 以 て 器 底 に 吸着 し , 骨 の 
周 放 都 を 持ち 上 て 全 骨 園 形 を 呈し , 絶え 才 動 挿し て 停止 する 所 を 知ら な い 。 前 骸 部 は 之 を 伸 
張 し , 日 吸 胡 を 以 て 何 物 か を 探し 求む る 如く , 前 上 考 よ り 斬 < 背後 方 に 疹 曲 す る 。 後 帆 部 は 之 
と 反 圭 の 運動 を な し , 互 に 相 接 する 度 に 品 吸 胡 を 以 て 骨 の 後 端 に 吸着 する 。 し か し 雨 吸 毅 を 用 
ひ て 尺 取 引 和 汰 に 移動 する や うな と と は 見 られ な い 。 
脱 論 幼 各 は これ を 載 物 硝子 上 Ic 探 の , 鞭 寅 子 を 以 て 区 ふと き は , 鞭 連 子 の 吸着 カカ に よ つ て 極め 
て 薄く 歴 片 さ し, 倒 卵 形 又は 長 棒 園 形 を 呈し , 表 長 0.84mm, 穏 幅 0.40mm を 測る 。 口 吸 
殴 は の 前 端 下 面 に あつ て 球形 若しくは 僅か に 横 に 仲 び た 椿 周 形 を 呈し , 0.07x0.08mm を 
測定 する 。 前 咽頭 は 著しく 長く , 0.10mm を 測る 。 咽頭 は 少 さ く , 球形 若しくは 僅か に 縦 に 伸 
び た 椿 園 嶋 で , 0.04x0.04 を 算 す る 。 食道 は 細長 く , 0.11 mm あり の, 略 々 前 咽頭 と 等 長 で あ 
る 。 腸管 は 細長 く , 0.25<0.s)mm を 測る 。 腹 吸 表 は 髄 の 中 央 よら も 生々 後方 に 位 し , 球形 
若しくは 橋 彫 形 で 0.08x0.06mm を 測定 する 。 

雨 軸 丸 は 著しく 骨 の 後方 に あつ て , 杉 側 近く 再 移 的 に 位置 し , 球形 又は 椿 園 形 を 呈す る 。 そ 
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ンー の 測 値 , 右 軸 丸 は 0.12x0.11 mm 左 
0S- (⑯⑩ IN 時 丸 は 0.11x0.10 mm 程 で ある 。 
SD 陰 惑 三 は 著 大 で , 申 々 宣 の 中 央 横 玖 


| RES し 基部 は 飼 の 右 馬 に 在 つて 後方 に 委 
PH eee か ke 
IA0。 放 失 間近 く 開 ロナ 
PF すっ や で 卵 箕 は 腹 吸 毅 の 後方 , 略 々 正中 線上 


ーーーー マ ーーーーー< 生 OE 在 の , 不 等 な 3 部 莉 分 され る も , 礎 
oe  。 片 標本 で は 卵 集 は 横 径 略 々 0.08mm, 

人 織 衝 0.05 こ 0.04mm の 不 規則 な 析 周 
髄 に 廊 さ れ て ゐる 。 子宮 は 未だ 策 育 低 
度 で , 後 骸 部 を ゆる く 潤 曲 す る 細管 
過ぎ な い が , 肛 は 極め て 膨大 で 腹 吸 幽 
の 左側 位 (C 在 の 6, 長 さ 0.10mm, 幅 
0.05mm を 測る 。 卵黄 腺 は 小 胞 相 連 
つて 経 和 伏 を な し, 乾 側 に 洛 ふ て 後 骸 部 
を 年 彫 状 に 圏 続 し , 骨 長 の 第 3 及び 第 
4 分 属 の 境界 附近 より の 内 方 に 韓 じ , 遊 
離 端 に 終 つ て ゐる 。 

排 港 酔 は V 字形 で , 肢 部 の 長 さ 略 を 
0.41 mm で ある が , 不 肌 部 の 長 さ は 時 
に 肢 部 の 年 に 半 し , Y 字形 へ の 移行 を 
示 し て ゐる 。 排 江 管 系 は 2[(2 十 2) 十 
(2 士 2)] 式 で ある 。 

以上 の 職制 及び 測 値 よ り 見 て , 本 種 
が 表題 の 種 な と と は 略 々 確 買 で ある 。 

















4. 融 育 宮 務 


本 被 論 幼 忠 の 化 育 を 追求 すべ く , マウ ス に 試験 する 一 方 , 被 栓 を 別に 生理 的 食 塵 水 に 保ち , 
40?C の 遇 卵 器 中 に 飼育 し た が , その 到 方 よめ 性 的 成 熱 明 を 得る と と が 出来 た 。 即ち 2 頭 の マ 
ゥ ス K 被 栓 それ ぞ れ 8 個 宛 を 奥 へ , 12 時 間 後 割 概 す る に 1 は 陰性 に 終 つ を が , 他 の 1 頭 より 
は 卵子 14 個 を 有する 本 骨 を 得 た 。 更に 追試 すべ く 企 略 し た が , 材料 及び 試験 動物 と も に 不足 
の の た め 容 不能 に 終 つ た を 。 し か し 鐘 卵 器 中 の も の は 40 時 間 以 上 生存 し , 充分 な 性 的 成 熱 幼 
達する と と を 確 め 得 た 。 即 ち 幣 卵 器 中 の 幼 唆 は 7 へ 8 時 間 後 に は 早く も 卵子 の 形成 を 初め , 
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10 時 間 後 に は 子宮 内 に 罰 子 5~@ 
個 を 認め , 11 時 間 後に は 卵子 7 
て 12 個 を 敷 へ ,14 時 間 後 に は 20 
て 22 個 に 達し た 。 か く て 30 時 間 
後に は 40-50 個 ,40 時 間 後 に は 60 
個 以 上 の 卵 を 保有 する に 至 つ た 。 
即ち 般 卵 器 内 の 績 育 も , 試験 動物 
骨 内 に 於 ける と 略 々 同様 で ある 。 
か く 寄 生 軌 を 宿主 髄 外 に 於 て 飼 
育生 長 せ し め 得 た と と は , 極め て 
稀 な 例 で ある が , 更に 被 栓 幼 の 
或 も の は 山 卵 器 内 に 於 て も 長 時 間 
脱 論 する と と な く 生 存する が , 之 
等 の 幼 吸 還 も 赤 , 員 々 同時 間 内 に 
同様 卵子 を 形成 する と と を 知 つ 
た 。 即ち 或 1 例 で は , 11 時 間 後 に 
7 個 の 卵 を 持つ て ゐ た 。 又 24 時 
間 後 死亡 し た 1 個 前 が , 14 個 の 卵 
を 保持 し て ゐ ね を た と と を 確 め た 。 更 
に 30 時 間 後生 存 中 の 1 被 栓 を 検 
し て 吉 卵 41 個 を 包 蔵 し て ゐる と 。 
と を 確認 し た 。 こ と これ 等 の 事 四 は 被 
本 幼 過 が 既に 受精 本 内 に 精子 を 充 
清 し て ゐる 事 責 と 共に , と の 種 の 
吸引 類 が 自家 交接 を 行 あ も の で あ 
と と を 座 明 する も の で 注目 に 値 す 
る 。 


5. 成 器 


第 9 周 成 茸 紀 が 受 王 幼 紀 と 著しく 異な 
る と と ころ は , 雌性 生殖 器 の 般 育 , 特に 卵子 の 形成 に ある 。 卵子 は 初生 卵 で は 一 般 に 小さ く , 1 
5~15.7 /x8.4~ こ 9.7z で ある が , 充分 成熟 する と き は 16.9~21.7 zx9.7 て 12.1z と な 6 の 山 
口 博士 の 原 記載 と 一 致し , 本 起 が 好 . cro/zce YAwrAacuwr,。 1989 で ある と と は 明か で ある 。 
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1. 中 間 宿 王 


中 間 宿 主 は オ サ が = 
oeyo の 7 25 27 た 
os DE AAN で あ 
つて 寄生 奉 は 比較 的 高 
く , 1946 年 5 月 の 調 
査 に よれ ば 検索 絢 敷 
100 吾 中 62 頭 , 即ち 
622 に 寄生 を 見 た 。 1 
宿主 に 宿る 被 論 敷 は 最 





で で あつ た が , 概して 
少 敷 を 宿す も の が 多 
第 "10 岡 く , 1 個 寄生 の も の 21 
頭 で 全 陽性 者 の 38.9 多 を 占め , 2 個 寄生 の も の 8 頭 で 12.9 刀 に 営 り , 3 個 を 宿す も の 5 頭 
で 8.2 用 , 4 個 寄 生 の も の 4 頭 で 6.5 欠 , 6 個 和 寄生 の も の 上 只 1 頭 で 1.6 ダ と 瀬 江 し て お ゐる が , 
併 し 7 個 を 宿す も の 3 頭 , 8 個 寄 生 の も の 4 頭 と 再び 上 昇 の 傾向 を 示す も , 9 個 を 宿す も の 
は 2 個 と 減じ , 以下 18 個 を 宿す 2 例 の 他 10, 12, 15, 16, 19, 21, 39 個 を 宿す も の 何れ も 
1 例 づ つ で あら , 1 宿主 年 均 5.8 個 を 宿す と と に な る 。 宿主 の 大 さと 寄生 府 と の 間 に は 詩 著 な 
相 闘 = 係 は 見 られ な いと と 第 3 表 の 示す 通り で ある 。 
寄生 率 の 季節 的 消長 に つい て は 充分 な る 調査 の 機 便 を 得 て の な い が , 時 季 に より の 著 し き 相 人 
が ある よう で , 例 へ ば 1946 年 11 月 5 日 に 探 集 の オ サ が = 10 散 個 毅 を 検索 の 結果 は 全部 陽 
性 容 生 強 度 も 著しく 高く , 1 宿主 より 111 個 の 被 栓 を 得 た 例 さ へ あつ た 。 同 地産 モル カリ ア 
の 季節 的 消長 の 一 般 的 傾向 より 見 て , 恐らく 本 被 論 幼 強 の 寄生 座 は 10, 11 月 頃 最高 に 達する 
も の と 思 は れる 。 


M A 9 0.1 mm 


2. 彼 要 幼 


被 論 幼 過 は 宿主 の 肝臓 内 に 肝 小 功 に ゆる く 結 着 し て ゐる の で , 肝臓 を 取り 出し て スラ イド グ 
ラス の 上 に 載せ , 蓋 硝子 を 置い て 之 後 礎 を 加 ふ る と き は 容易 に 離 朋 する 。 

被 論 は 乳白 色 人 年 透明 で 長 椿 周 形 を 呈し , 蓋 硝子 の 吸着 カ で 僅か K 歴 片 さ れ た 訴 態 に 於 て 長径 
0.54~0.69 mm. 短 径 0.36 こ 0.39mm を 測る 。 即 ち 短 径 圭 長 衝 の 比 は 1:1.6 で ある 。 

畜 表 は 短 軸 の 方 向 に 位置 し , 骨 を 緊縮 し , 又は 背 腹 の 方 向 C 泡 曲 し て 本 内 に 充 浦 す る 。 

栓 長 は 薄く 各部 の 厚 さ 略 ぇ 均等 で 0.035~0.030 mm, 在 均 0.087 mm を 算 す る 。 肌 論 幼 交 
は その まま で は 卵黄 腺 , 排 浴 要 以 外 は 比較 的 不明 瞭 で ある が . 之 に 生 骨 染 色 を 施 し 且 僅 か に 歴 
片 す る と き は 内 部 諸 器 官 の 構造 を 明瞭 に うか が うと と が 出来 る 。 主要 部 の 測定 を 示せ ば 区 の 通 


少 1 個 か ら 最 多 39 ま . 
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第 83 表 オ サ ガ = に 於 ける 宿主 の 大 さと 等 生 率 





























甲殻 長 数 | 作者 | 栓 出 被 秦 雪 在 均 | 寄生 率 
35ー36 3 1 | ッ | ュ 385,38 ダ 
84ー35 10 4 39。 21。15,。 4 19.7 40,00 
88 一 84 14 上 7 57,14 
32 一 33 16 12 | 7。 7。 3 2. 2 2. 1 1 1 1。1。 1| 242| 7500 
31 一 32 20 ) 4.27| 55.00 
30 一 31 9 7 | 才 0 6 2 2311 4.86| 78.78 
29 一 30 5 の 5&.4 | 100,00 
28ー29 3 2 拓 1 | 38888 
27 一 28 4 人 る 3.7 | 7?&00 
26e27 | 4 3 名 3.8 | 75.00 
2526 3 2 |18. 8 13 | 66,67 
2425 2 2 を 甘 5. | 100,00 
2824 0 0 | 
2223 8 生ま 人 名 2 | 66,67 
21 一 22 1 生計 科 100, 00 
20 一 21 1 0 | 
1920 2 0 | 

計 | 100 | 62 391 | 5&8 62,00 











の で ある 。 〈 量 位 mm) 

本 長 1.24, 杉 幅 0.79, 口 吸 胡 0.07x0.08, 腹 吸 毅 0.08x0.08, 前 咽頭 0.04, 咽頭 0.05x 
0.04, 食道 0.19, 腸管 0.42, 左 塁 丸 0.17x0.14, 右 塁 丸 0.14x0.12, 陰 式 栓 0.68x0.13, 
膝 0.19x0.06, 卵 昌 第 + 葉 0.07x0.05, 第 芋 葉 0.08x0.06, 第 TI 葉 0.08x0.11, 第 TV 
葉 0.07x0.11。 


融 育 寅 験 


本 忠 の 策 育 を 追求 すべ く , マウ ス 1 頭 (C 101 個 の 本 被 宴 幼 強 を 投 奥 し , 40 時 間 後 割 要する に 
成 熱 卵 多 散 を 包 蔵 せる 母 女 1 隻 を 得 た 。 

何 被 論 を 恒温 水槽 内 に 保つ て その 策 育 を 見 る C 大 部 分 豚 語 し , 且つ 14 時 間 後 に その 子宮 内 
に 巡 に 卵子 多 敷 を 含む 個 骨 を 得 て の る が , 中 に は 肌 王 する こと な く , し か も 略 々 同時 間 内 に 子 

















に 卵子 を 形成 する を 認め た 
が 更に 室温 に 於 て も 同様 卵 
子 を 形成 する を 確認 し た の 
は 注目 に 値する 新 事 買 と 三 
は ね ば な ら な い 。 


4 成 吸 


成 難 如 ば 幼 吸 直 に 比 し 著 
し く 中 性 生殖 器 の 紙 達 せる 
鷺 に 於 て 異 る 。 子宮 包 蔵 卵 
は 0 017-0.018x0.010 て 
0.012 mm を 測定 する 。 

分 類 上 の 位置 に つい て は 
後 章 に 於 て 論 逃 する 。 





TV 


考察 並 に 論議 


1.) 吸虫 類 の 系 統 分 類 の 確 
立 を 期す る 上 に , その 療育 
史 の 決定 が 重要 な 意義 を 有 
する こと と は 改め て 整調 する 
迄 も な い が , 筆者 は 本 報 文 
- K 於 て も 之 を 衰 書き すべ き 
好 個 の 1 例 を 見 出す と と が 出来 た 。 即 ち 7777eyx-gedeyooes の 67 の 研究 に 於 て 着 し その 
人 敬 育 史 を 度 外 覗 し , 晶 に 成 加 の 形態 測定 の み に つ いて 比較 槍 討 する な れ ば げ , 該 種 は 既知 種 中 , 
他 の 何れ より も 7 が ea cyec727 耳 ADLgy and CAsrrg, 1940 に 酷似 する と と を 知る 。 
即ち 先 づ その 形態 に 於 て 雨 者 共 卵 巣 は 昌一 全 終 な 椿 周 骨 で あら, 麻 部 は 昌 純 な 細管 に 過ぎ な い 。 
又 そ の 測定 を 見 る に 菊 表 の 如く 咽頭 以外 他 の 主要 部 特に 卵 の 測 値 に 於 て 相 一 致し , 雨 者 の 尾 別 
は 困難 で ある 。 

然るに 一 度 び その 外 育 史 に 着目 し , 多 育 各 期 の 形態 生態 を 考慮 に 入る る な れ ば 雨 者 の 大 別 は 
極め て 明瞭 で ある 。 

若 し 第 一 中 間 宿 主 を 究明 する と と が 出来 れ ば , 雨 者 の 履 別 は 更に 刊 然 た る る の が ある と 思 は 
れる 。 
2.) 本 研究 に 於 て , 既 逃 の 如く 幼 吸 器 を 宿主 骸 外 に 於 て 或 程 度 ま で 飼育 区 育 せしめ る と と が 出 
來 た 。 寄生 刀 の 塔 杖 が 全く 不可 能 で ある 今日 , 之 等 蜂 所 を 宿主 骸 外 に 於 て 少し で も 長く 生存 
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せしめ , その 聞 の 衣 育 を 追 
求 す る と と は 興味 深い 問題 
で ある が , 今回 の 研究 に 於 
て 爽 の 事 買 を 立 主 す る と と 
が 出来 た 。 即 ち 吸 問 類 が 自 
家 交 接 を な す や 相 互 交 接 を 
行 ふ や に つい て は 従来 種々 
論議 の 的 で あつ た 。 即ち 雌 
雄 同 骸 な 3 之 等 の 叱 は 営 然 


自家 交接 を な し 得 べ き $ 従 


來 一 般 に は 相互 交接 を な す 
も の と 信 ぜ られ て の ゐ た 。 例 
へ ば 吉田 貞雄 博士 も , 氏 の 
27zcyop ん 77ogdes 7 の Ox960/8 
の 研究 に 於 て 炊 の 如く 逃 べ 
て 居 ら れる 。 即ち 

「 本 の 受精 が 相互 交接 
に よる か 自家 交接 に よる か 
は 未だ 人 工 溶液 中 飼育 の 個 
表 に 就 て は 寅 見 せ ず ず , 今後 
の 研究 に 待つ べし と す 。 W 
し 試験 動物 骨 に て 本 母 幼 が 
暫 * 交 接し ( 雨 の 腹面 を 
合せ ) つつ ある も の を 得る 
鷺 よ り 5 想像 する に , 恐らく 
本 加 は 相互 交接 を 行 ふ も の 
な る べし 。 之 は 母 女 の 生殖 
品 部 に 特に 筋肉 の 績 達する 
部 分 あり , Ward は 之 を 交 
接 器 と さ へ 唱 へ し と と を 思 
ひ 合 する と き は 本 穫 の 受精 
は 相互 交接 (に よる も の の 如 
し 。 然し 谷 自 家 交接 も 行 は 
れ 得 る や も 計り 難し , 之 が 
決定 に は 本 田 の 人 工 飼育 ic 
よる を 最も 便利 な り と す 」 
と o 
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然 る < 筆 者 の 今回 の 研究 に よら の , 少く も 本 群 吸 四 に あつ て は 昌 狼 に 置い た 個 骨 に 誰 て も 又 被 


装 内 に 於 て も , 短 時 間 内 に 立派 (に 成 熱 卵 を 生 志 る の みな ら 才 , その 受 三 精 内 に 精子 を 充 漬 する 
の 事 賀 は , 之 等 吸 息 が 自家 交接 を 党 む と と を 訟 明 す る も の で あつ て , 注目 愉 値する と 思ふ 。 





第 和 表 導 .wrexazeg と .7. yoercoes7% の we の 測 値 比較 ( 記 位 mm) 
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邊 。 長 | 鈴 幅 | ロ 下 毅 | 用 玖 毅 | 前 吸 頭 | 咽頭 | 食道 
0.858 0.880 | o.o55 0.055 0.034 0.034 0.153 
0.91 0.49 0.068x0.081 | 0.081x0.081 | 0.084 | 0.974x0.081| 0.068 
腸 和 芝 左 . 岩 丸 右 鬼丸 卵 菓 卵 測 定 者 
0.239 。 | 0.O87x0.112 | 0.087x0.112 | 0.068x0.148 | 0.010x0.020 | Hadley snd Castle 
0.29x0.017 | 0.15x0.11 | 0.16x0.14 | 0.17x0.08 CO onn-0olg| 尾 形 











此 の 場合 の 飼育 用 人 工 溶 流 は 何より も 生理 的 食 墜 水 が 最 も 良く , し か も その 食 孔 水 は Ca を 
多く する 程 起 の 生存 力 を 培 し , Ca を 通常 の 約 倍 量 用 ふる と き K に 最も 活 渡 に, 長 時 間 生 存 せ し 
め る と と が 出来 る と と を 附 言 し て 置く 。 


第 5 表 czexozio と 7. eraoes2 が 70 と の 区 育 上 の 相知 




















種 名 中 間 宿主 算 装 幼 昌 甘 長 
M. arenaria 間 脚 目 球 形 晶 居 無 村 造 
WM. macrayestibulum 端 脚 目 本 園 形 分 四 人 い 術 入 











9.) 


ge 属 吸 直 の 主要 な る 標 竹 は , 左右 の 卵黄 腺 が 骸 の 後方 に 於 て 相 接 鯛 し , 互 に 連 貫 


する 一 本 の 紐 雇 を な し て 後 骨 部 を 園 織 する 四 に ある 。 面 し て 本 文 記載 の 第 IT 種 に 在 つ の て は 左 
右 卵 黄 腺 は 後方 相 連 績 せ ず , 明か に 左右 分 離し て ゐる 。 人 乱 つ て 此 の 範 噂 に は 入ら な いも の で ある 
が , 1989 年 J.S. RANkrN は 本 群 既知 種 中 より か か る 特徴 ある 種 を 撰 び 出 し , 之 等 を M727 か eyxo 
司 よ り 9 攻 別して 之 MC yye7x6:0676s な る 名 舟 を 奥 へ て 以 て 1 新 属 を 創 
故に RANkrN の 分 類 に 従 ふ なれ ば 筆 者 の 第 TIT 種 は 正しく 彼 の 227Z7yezx272067es に 入る べき 
も の で ある 。 然 れ ど も 筆者 は 以下 列 塁 する 如き 理由 に より 此 の 7Zcryeyxdzo2es な る 新 属 の 創 
設 に 疑 議 を 抱く も の で ある 。 即ち 今 本 文 記 載 の 3 種 相 . ceycoes26e7%x ( エ )。 相 . cyo/2oe ( 芽 )。 
47. wycose7s68 (TILT) を 比較 する に 本 和 群 吸 編 を 代表 する これ 等 3 種 相 五 開 の 開 係 は 


①) 
右 途切れ て ゐる 。 
(1) 


卵巣 の 形 , 


設 す べき を 提唱 し た 。 


卵黄 腺 は 1, TL に 在 つて は 後 骨 部 を 環状 に 取 傘 く に 封 し , HITF で は 杉 の 後 端 部 に 於 て た 


T に あつ て は 涼 一 全 で ある が , 芽 , TIT で は 明か (に 分 葉 和 を な す 。 S 
(Gi) 膝 部 (Metraterm) は T で は 昌 な る 細管 商 な る も , 芽 , TIT で は 著しく 膨大 し て 本 汰 を 














年 央 水域 産 中 殻 類 を 中 間 宿 主 と す る 二 三 時 盟 類 の 生育 史 


旦 し て ゐる 。 

Giy) 中 間 宿 主 は T で は ヒメ ハマ トビ ュ スシ (〈 端 脚 目 ) で ある KC 至 し T, TI で は 共 (c 蟹 類 ( 十 脚 目 ) 
で ある 。 

Cy) 被 論 壁 の 構造 は 2 大 より な る 特殊 の 三 壁 を 有する も , 廿 , THTF で は 共に 年 透明 無 構造 の 
昌 居 より の 成る 。 

(Yi) 何 生 態 的 に 見 て , + の 被 王 幼 紀 は 宿主 盤 外 に 於 て 融 育 成長 せ し むる こと は 困難 で ある が , 
昔 , TII,。 で は 極め て 容易 に 琴 育 し 成 難 強 に 達する 。 


第 6 表 本 女 記載 き 種 の 主要 看 別 路 












































| 兎 腺 | 某 | 座 部 | 中 間 宿 主 
NM. macravewtibulun | 左 有 半 績 する | 単 一 , 全 閑 | 滑 管 駄 | 甲 名 類 中 用 
WM. eroliae | 同 - ま | 伴 駿 | 膨 大 : 甘 駄 | 同士 脚 目 
M. urayasenai | 友 才 分 本 す | 同 | 同 ト | 同 上 
梓 姜 避 | 宿 詩 販 外 生育 | 張 和 人 
GR HI 20 WS 表す 
1 。 大 | 李 め て 容易 | 不明 な る る 稔 ら く 陸 島 と 思 は れる | 同 。 上 | 
二 間 に 二 P 絆 の ロト Sb 








以上 の 開 係 を 表示 すれ ば 前 表 の 通り で , 即ち 前 2 者 と 第 HIT の 種 と は 卵黄 腺 の 形態 に 於 て は 
明か に 相 邊 する も, その 他 の 諸 踊 に 於 て は , , THT の 雨 者 に 於 て む し ろ 多 く の 共 通 筐 を 見 , 『 
と は 色 つ て 相違 する と と が 分 る 。 即ち 第 TUI を 以 て 第 第 と 必 分 すべ き 論 折 は 極め て 薄 
弱 で あつ て , 換言 すれ ば RAxkrs の 同 4 ziyzweyoedes の 猫 立 性 は 基 だ 括 問 で ある 。 即ち 筆 
者 は 雨 者 を 司 分 せ ず 之 を 腐 義 の 7 7 が ez2 属 に 違 め る の が 節 賞 で ある と 考 へ る 。 

然し 一 方 刀 調 用 7ezz.ozdes の 皮 知 種 中 に は 魚類 を 縦 宿主 と する も の が ある が , 之 等 は 系 
徹 上 yoe な も る の で ある 。 他方 狭義 の :yZreysc 属 中 に は 淡水 産 甲 吉 類 を 中 間 宿 圭 と す 
る も の が 知ら れ て ゐる ( 覆 . を osey dz2 AsApA, 1939)。 之 は 明か に 系 統 の 進ん だ も の と 考 へ ら 
れる 。 之 等 の 見 地 よ の すれ ( 席 矢 張 9 前 記 雨 群 の 間 に は 或 程度 系 統 的 相違 が 考 へ られ る 。 然し 此 
の 屋 別 は 決 し て 局 を 分 つ 程 の も ゃ の で は な い 。 即ち 筆者 は た 右 卵 次 腺 が 相 連 続 す る も の も ゃ , 分 離 
する も の も 共 K を 廣 義 の 777 ヶ ye7zZ 司 に 必 め , 之 を 2 亜 局 に 分 ち Ramkrs の 所 調 別 馬 
47 7 か ex2/06des を 腐 義 の 覆 gy2ye7xg 属 の 1 亜 属 と し 他 を 別 亜 司 oyex2 と し て 笛 立 せ 
て むべ き で ある と 考 へ て ゐる 。 


挿 賠 朗 明 
第 1 彫 ZZ が ex (227 か ea) 70oey zoe872 の 74 OeArA, 1946 の 被 幼 各 
第 2 彫 同上 朋 奏 幼 忠 





同上 成 怠 
同上 生殖 器官 主要 部 
cyiyesc (27oywfyeyxo) ero7%qe YAwAcOrr, 1939 の 被 語 幼 如 
同上 朋 本 幼 門 
同上 成熟 問 2 
同上 生殖 器官 主要 都 , 
ey7 ヶ ey (oy277" の 2740628) wc864368 n. SD. の 被 栓 幼 遇 
同 上 
同上 成 封 如 
同上 生殖 器官 主要 部 
同上 排 浴 管 系 
A 腹 吸 , OP 陰 惑 奏 , EXO 排 決 示 , EXP 排 注 ロ , ENV 排 決 論 , 『C 畑 細胞 , GA 生 
殖 穴 , T 腸管 , TW 被 論 内 壁 , h ラウ レル 氏 管 , MI 腔 . MG 卵 奈 腺 , OD 較 卵 管 , OR 食 
道 , O 卵 形成 腔 , OS ロ 吸 毅 , OV 卵 集 、OW 接 外 区 , PH 咽頭 、PPH 前 咽頭 , RS 受精 
義 , T 回 丸 , U 子宮 , V 卵黄 腺 , VD 較 精 管 , VS 貯 精 王 , W 被 語 壁 。 


准 痢 疾 泊 問 習 
訪 題 謀 融 廊 廊 陸 
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DDT の 下 幼 畜 及 に 在 す る 作用 に 就 て " 
Action of DDT on Mosquito Larvae and Pupae 


石井 信太 郎 NOBDTARO 1SHTI 
三 苫 靖 子 YASUKO MTITOMA 


ーー 


表 防 衛生 研究 所 寄生 剖 部 


DDT が 優秀 な 和朗 誤 紀 で ある と と は 一 般 に 認め られ て ゐる と と ろ で ある が 表 族 佐 下 す る 其 殺 
減 作用 人 至 し て は 詳細 が 知ら れ て の ない , 唯 少 散 の 報告 が ある に 止ま つて いる の で 吾 々 は 之 が 
二 訂 午 生 も も 測 拉 全 所 の 洒 す る も の で お る 友和 ト 3 
を 行 ひ 益 C 取 纏め て 報告 する 次 第 で ある 。 

抑 々 DDTF は 主 と し て 接 鯛 土 と し て 殺 減 作用 を 有する が , 又 喰 毒 と し て も 殺 減 作用 を 算 揮 す 
る も の で ある 。 之 は 宗 中 に 於 ける 殺 織 作用 で あつ て 水 に 不溶 な DDT が 水中 棲息 する 昆 畜 
類 に 笛 し て は 如何 様 に 作用 する も の で ある か を 検討 する と と が 吾 ょ の 研究 目標 の 一 で あつ た 。 
_ DDT が 室 奈 中 に 於 て 昆 是 の 骨 表 附 着 し て 後 , 其 角 皮 を 浸透 し て 衛 経 系 統 を 侵し , 昆 引 を 死 
に 至ら し め る も の で ある が DDT が 水中 に 浮遊 し て 居る 炊 態 で , 昆 の 骨 表 附 着 し , 其 角 友 
を 穫 し て 昆 吉 槍 内 c 漫 造 す る か 否や は 検討 を 要する 中でも ある 。 此 意 味 に 於 て 吾 さ は 表 族 幼 遇 , 
(ボー フラ ) 及 上 ( オ = ニ ボー フラ ) を 用 ひ て DDT の 殺 減 作用 を 概 討 し て みた の で ある 。 ヌ 此 
意味 か ら し て DDT は 純 DD 未 肥 滑石 末 C 5 て 10 を の 割合 に 混合 し た 粉末 を 用 ひ て 定 験 し 
DDFT 油 州 は 用 ひな か つた 。 之 は DDT の 他 に 油 が 不 程 度 の 殺 滅 作用 を 有 し て ゐる の で , 何れ 
. の 作用 に よる か を 明か に する と と が 不可 能 で ある た め 粉 末 殊 に 100% の DDTY 未 を 用 ひ た の 
が 眞 の DDT の 殺 減 作用 を 認め 得る も の と 考 へ られ の る で ある 。 


下 験 法 


石 丼 , 三 苦 (昭和 18 年 ) が 考案 し た 「 粗 族 幼 呆 滅 剤 検定 法 」 に ょ つて DDT の 帝 滅 外力 を 栓 し た 。 

郭 ち 大 略 天 の 條 件 に よ つ て 行 つ た 。 

1 楽 剤 量 : 100 立 の 水 に 至 し て 5 志 。 6 

2 供 試 数 幼 峡 : 幼 は 種類 に ょ つて 性質 を 薬 絢 に 至 す る 抵抗 力も 差異 が ある 。 夫 故 東郷 頃 , 一 筋 締 役 , 
赤 家 胃 及 支那 民 骨 を 用 ひ て 試験 する の が 最も 別 定 の 正確 き を 期す る と と が 則 楽 る 。 又 幼 押 数 は 1 回 5 
ー10 下 と し 。 之 を 三 賠 以上 繰返し て 成績 を 合 する の が ょ よい 。 

3 数 力 別 定時 間 : 人 工 的 に 表 幼 を 飼育 し で, 之 を 以 て 試験 する の で , 長 時 日 放置 襲 察 する と と は 自然 











1) 昭和 21 年 共 月 19 日 俺 研 集 談合 に て 生 表 。 





































右 電 信太 郎 ・ 三 苦 刺 子 97. 


死 の 花 れ が ある か ら 泉 放 の 数 力 別 定 に 訓 り 9 を 楽 す と と に な る 。 一 方 朱 旨 の 作用 する 時 間 が 長け れ ば 其 の 
間 に 幼 中 は 峠 と な り , 或 は 成 青 と な る こと が ある の で 息 際 上 有 雪 な も の と いう と と は 漬 挫 な い 。 それ 故 
48 時 間 後 まで に 死 小 す る の を 有 雪 と する 。 

4 試験 傘 器 : 幼 押 , 由 の 和 旧 を 填 窪 する に は 確 子 器 を 以 て する の が ょ よい 。 駐 水 は 井 戸 水 駐 は 雨水 を 用 
2 る 。 都市 の 水道 水 は 堅 素 を 含ん で ある の で 不可 で ある 。 寅 子 剛 寺 は 容れ る 幼 呈 の 殻 に よ つて 異 る と と 
に な る が , 水 の 高 き は 5 一 10cm と する 。 

DDT は 日 本 製 及 米 國 製 を 用 いた が 5 多 粉末 , 10 多 粉 末 , 及 100 多 粉末 を 用 ぃ た 。 又 落 列 量 は 純 DDF 

の 量 で 計量 し た 。 


王 験 成 緒 


Mg DDT が 水中 に 於 て 軸 幼 出 に 圭 し て 如何 様 に 作用 する か 即 ち 「 接 鯛 毒 」 で ある か 
「 喰 毒 」 で ある か を 知ら ん と し て 作用 の 大 況 を 詳細 に 観察 し た が 更 軸 の 疲 を 以 て も 試験 し た 。 
印 も 幼 只 は 水中 で 食物 を 括 取 する も の で ある が 川 は 食物 を 控 ら な いも の で ある 。 若 し ゃ 幼 引 
が 死 減 し 災 が 死 減 し な いな ら ば みみ は DDT を 携 食す る と と に よ つ て 殺 減 作用 を 績 揮 す る こと に 


1 4eges 7ogos 幼 加 
































下 | 
| No。 of | @ | 
か ds 1 2 3 4 6 [2 48 72 
| 「 『1 死 # 死 1 
6 】 0 +5 +5 +5 +5 死 5 
DD j | 
本 1 5 | る 十 5 +5 5 +5 死 5 
| 5 +5 +5 +5 +5 | 死 5 
| 10 死 3 死 8 死 2 
10 多 | 10 | 2 7 
DDT | | 時 ca 
生 、 本 し 本 まい 死 1 死 4 死 5 
5 | +5 せ 5 症 5 『5 症 5 症 5 死 4& 死 1 
半 | K で 1 
5 
0 | +5 +5 『5 完 4 
の < 5 | +5 土 5 せ 5 5 
DD7 | と に 上 
( 来 ) | 5 | + 和 4 。 #5 5 上 死人 3 . 玩 き 
| 5 | +5 填 5 『5 k 2 向 9 役人 2 ec 死 2 
だ 3 死 2 死 2 死 1 
100 5 +5 死 $ 死 1 
DDT 5 死 5 
(日 ) P 2 
5 3 死 1. 琵 2 
P 2 
5 +1 +2 0 























P- 区 ト ナリ タル モノ 。 








"する 作用 を 有する 。 
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な る と 考 へ られ る 。 爺 ち 喰 寺 と し て で あつ て 文 導 が 死滅 する 場合 は 接 角 奏 と し て 作用 する も の 


ょ 考 へ られ る 。 3 
A. 表 族 幼 に 殖 す る 寅 験 
(1) 東 狂 張 融 幼 呈 一 一 (第 1 表 参 照 ) 
5 DDT 末 (日 本 製 ) を 用 いた 寅 駿 は 略 24 時 後に 死 減 , 10 多 末 ( 米 國 製 ) を 用 いた 場合 に は 略 
485 一 72 時 間 後 に 死滅 する 。 
100 ダ ダ DDT 未 を 用 いた 場合 に は 員 38 時 間 後に 死滅 する 。 

上 の 満了 験 か ら 考 察する と 5 多 DDT 末 が 最も 有数 の 如く 認め られ る が 之 は 混ぜ られ て ゐる 消 石 末 の 影響 
が ある と 考 へ られ る 。 名 ち 清 石 末 は 水 の 表 画 に 浮遊 する 傾向 が あつ て 幼 盟 の 呼吸 を 障 げ る が 乱 に 哲 様 な 結果 
を 疾 し た も の と 考 へ られ る 。 夫 れ 故 DDT の 数 果 は 100 DDT 末 の 成績 に よる も の が 最も 正確 な も の 
ょ 考 へ られ る 。 又 DDT' は 本 麗 幼 委 を 完全 に 殺 滅 する る の で ある 。 

(2) 一 筋 綺 骸 幼 押 一 一 (第 2 表 参 照 ) 








TI. .4eges g72opscfcs 幼 

















還 
as 1 2 3 4 6 24 48 72 
5 +5 | 死 5 
5 多 5 十 5 サ 2 3 4 | 和 5 
DDT 
5 1 2 
(日 ) 5 4 
5 ーッ シ 5 十 5 死 5 
| Pl 
100 | +5 8 4、| 玩 
| 5 5 | 
| 5 十 十 十 5 - 半 4 和 4 
| 8 PF 1 E 1 
2 死 2 死 1 
100 5 +5 症 2 8 5 死 5 
DD〒 PE1 P 2 
(日 ) 十 1 人 る 
5 十 き 9 EE 死 4 











5 DDT 末 を 用 いた 場合 に は 略 2 時 間 後 に 死滅 する 。100 グ DDT 未 を 用 いた 場合 に も 央 24 時 
間 後 に 死滅 する 。 
夫 れ 故 此 の 場合 に は , 滑石 末 に ょ る 影響 は 大 し て 認め られ ん な か つた 。 久 DDT < は 本 敷 幼 冊 を 完全 に 殺 減 


(3) 売 家 肖 幼 畠 - 一 -( 第 3 表 参 照 ) 
5 多 DDT 末 を 用 いた 場合 に は 略 2 一 4 時 間 後 に 死 減 す る 。10 多 DDT 末 ( 米 ) を 用 いた 場合 に 
は 約 4 時 間 後 に 死 減 , 100 を DDT 末 を 用 いた 場合 に は , 米 國 抽 DDT で は 6 一 7 時 間 後 。 日 本 
製 DDT で は 3 時 間 後に 死滅 する 。 

本 骸 幼 押 に 既 し て も 完全 に 短 時 間 内 に 殺 滅 する 作用 を 有する 。 

(4$) 支那 務 度 軸 幼 号 一 一 (第 4 表 参 照 ) 

5 DDT 末 を 用 いた 場合 に は , 略 2 時 後に 死 浅 す る 。100 多 DDT 未 を 用 いた 場合 に は 米 國 製 DDF 





















































































右 井 信太 郎 ・ 三 苦 靖 子 
2 II1. Odez pipies pa72ewe 幼 最 
Fr 
| や 5 | 1 2 3 4 5 6 | 二 計 8 
' 5 死 5 | 
5 多 条 | 
DDT 5 + 6 死 5 | 
( 有 ) 5 +5 死人 4 ・ 死 1 | 
5 | 玩 # 死 1 
10 ダ 5 | 5 5 5 | 
』 ppr 8 先 9 
( 夫 ) 5 せ 5 廿 5 死 8 | 
100 を 5 キュ 1… 二 2 死 1 死 3 死 *1 | 
DDT 5 +1 十 2 本 5 死 3 半 2 死 2 
( 素 ) 5 + 5 半 4 半 5 せ 5 死 3 死 2 
5 死 3 死 
・ 100 多 F 1 
DDT 0 + 5 死 # 
(日 ) 5 死 2 死 2 死 1 \ 
5 十 ぁ 5 死 5 
TV. 4ope7es ん yyca7xeS St2669S 幼 遇 
No. of | p に 
Larvae | 1 ー 3 6 24 72 
5 5 | 死 3 死 2 
DDF 5 | + す 5 死 $4 死 1 
| oo | 義 2 3 二 8 死 4 | 死 1 
DD まう 竹 
() せ 1 二 2 革 8 死 3 
二 2 症 ま 死 23 玩 1 死 1 死 1 
100 を 5 死 3 死 2 
DDT 5 +5 死 3 死 2 
(日 ) 5 土 5 死 5 
末 で は 路 6 時 間 後 日 本 舞 DDT 末 で は 2 一 3 時 後に 死滅 する 。 夫 れ 導 DDT は 柄 幼 挟 を 完全 に 


短 時 間 内 に 殺 減 する 作用 を 有する 。 


以上 の 四 種 類 の 表 族 幼 骨 を 用 いて の 息 朋 に よる と 六 の 様 な 事柄 が 認め られ る 。 
(1) 東 獲 綾 及 一 筋 結 幼 筆 を 殺 減 する に は 赤 家 胃 及 到 那 物 青 胃 幼 委 を 殺 減 する よら 6 も 長 


時 間 を 要する 。 
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(2) 幼 紅 の 種類 に よ つ て , 器 底 で 食 する も の と 水 表 近 く で 食 する も の と の 差異 は 殆 ん 
ど 認 め ら れ な い 。 即ち DDT 末 が 一 部 浮遊 する も の と 一 部 洗 油 する も の と が ある か ら で あ る 。 

(⑬) 1002% DDT 末 で の 成績 に 於 て 赤 家 投 及 び 支 那 物 斑 骨 の 試験 で 差異 が ある が 之 が 原因 
は 不明 で ある 。 唯 工業 的 生産 品 と 研究 室 的 生産 品 と に 於 て , 融 踊 の 差異 が ある こと が 報 ぜ られ 
て ゐる 外 か ら 考 へ る と 或 は 若 様 な 事柄 が 原因 し て 米 國 製 と 日 本 製 と に 差異 が 生じ た と も 考 へ ら 
れる 。 


V、 4eges 7ogos 上 史 























| bh 6 | パ 
| To.of Wa ミ 隅 
| 1 2 3 4 6 s 48 72 
ド A+ 
玩 3 死 1 
5 るー 宮 
5 多 生ま の 
DDT 5 1 
(日 ) 5 生か 人 : 半 
死 1 
5 A 1 に 
5 A 5 
mg | ・ 2 
DDT 5 ーー 
(日) 5 ゲー A 1 
5 A5 











A- 成 般 ト ナリ タル モノ 

B. 下 族 踊 に 至 す る 宴 駿 
(1) 東 放 敷 貝 一 一 (第 5 表 参 照 ) 
5 DDT 末 を 用 いた 場合 に , 各社 腺 に 於 て 死滅 する も の を 認め た 。 和 之 は 前 輝 し た 如く 清 石 末 が 水 表 
に 浮遊 し て ゐ て 上 幅 の 呼吸 を 障 げ た と 考え られ る , 100 め DDT 来 で は 下 ん ど 死 滅する も の な く 〈 唯一 家 
族 に 於 て 72 時 間 後 に 2 正 が 死 減 し た に 過ぎ な い 。 
(2) 一 筋 綺 敷 凡 一 一 (第 6 表 参 照 ) 

VI. 44eges oq765opec7xcs 上 





| No.of | 1 
| Pupae | 1 2 1 3 6 24 48 72 
| 










































4 香 





石井 信太 郎 ・ 三苫 靖子 
5 ダ DDT 末 に 於 ける 場合 殖 ん ど 死 滅する こと な く , 成 敷 と な つた の で ある 。100 多 DDT 末 に 於 ける 
場合 に は , 全部 成 表 と な り 死 滅する と と は 全く 〈 な か つた 。 

(3) 赤 家 明 交 一 一 (第 7 表 参 照 ) 

5 DDT 末 を 用 いた 場合 に 死滅 する も の が あつ た が , 之 は 消 石 末 の 浮遊 に よる 呼 色 の 障害 と 認 

れ た 。 100 多 DDT 末 を 用 いた 場合 に は 殆 ん ど 死 滅する も の な く 〈 成 表 と な つた 。 


VII. の 2ez pews po2ews 上 











No. of h 。 Pa 
Pupae っ 2 3 4 6 24 48 ツウ 2 
A 1 A 3 
5 多 
DDT | 死 1 
(日 ) 5 | A 1 死 4 
| | A 4 
100 多 | 
DD 3 | 死 1 
(日 ) 5 に 

















以上 区 に 圭 す る DDT の 作用 は 殆 ん ど な い か , 或 は 極め て 後 懇 な も の と 考 へ られ る 。 即ち 
1002 DDT 末 を 用 ひ た 場 合 に は 殆 ん ど 死 減 す る も の が な いと 認め られ る か ら で あ る 。 

然 し 滑石 粉 を 泥 じ た DDT 末 は 多少 殺 滅 作用 が ある と 考 へ られ る が 軸 旗 幼 紀 に 至 す る 殺 減 作 
用 か ら 見 れ ば 極め て 後 朋 で ある 。 


以上 の 定 駿 成績 か ら 考 へ る と, DDT は 幼 器 に 至 し て は 殺 減 作用 が ある が 琴 華 に 圭 し て は 
特に 殺 減 作用 が ある と は 考 へ られ な い 。 

爺 ち 幼 叱 は 水中 で 食物 を 携 る が 獲 は 所 食 し な いも の で ある か ら DDT の , 水中 に に 棲む 則 幼 問 
に 至 す る 作用 は 「 喰 毒 ] と し て で あつ て DD の 特徴 で ある 「 接 人 鍋 款 | と し て の 作用 で は な い 
と 考 へ られ る 。 

本 研究 は 委 部 省 科 況 研究 政 に 負う と と ろ 大 で ある 。 装 に 深 席 の 意 を 表す る 。 


ダグ クジ ン 。 待 


2 
.3 ツ の 特長 


間 ああ た ため 昌 記 線 石 電 選 の 短 れ な て 内 計 乏 か 

⑳ グ ラム 除 腸 両性 商 に 有効 で 、 効 力 は ダイ アジ ン 系 サル 

の べく タタ て 剤 の 無効 な 変形 菌 、 大 等 
ペニシリン 。 サル ファ ア 剤 の 無効 な 、 大 騰 菌 等 に 
よる 原 路 感染 症 に 有効 

_ 100g 4800 四 、 20% 10cc 270 思 





間 便 す ルフ ア 
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アメ ー バ 症 の 治療 
Treatment of Amoebiasis 


木 村 志 郎 SHTRO KIMURA 


度 應 装 雪 大 隙 時 孝 寄 生 部 了 教 室 (主任 小泉 丹 雪 授 ) 
同 内 科 形 数 室 (主任 大 礎 憲 太 教 授 ) 
記 前 済 生 剣 病院 内 科 ( 主 任 高 徳 博士 


は 論 

アメ ー バ 症 と は 赤痢 アメ ー バ の 寄生 に よ つ て 惹起 され る 諸 え の 症 和 其 の 弧 乏 で あつ て , 極 く 軽 
後 な 障害 か ら 重 念 な アメ ー バ 赤痢 , 肝 肛 瘍 に る 多様 な 症状 を 抱 括 し て ゐる 。 面 し て アメ ー 赤 
痢 , 肝 膜 瘍 等 は 此 の 原 路 に 依 つ て 超 る 全く 笑 特 の 重 篤 な 病 綴 で あの . 此 の 症状 を 示す の は アメ 
ー バ 感染 者 の 一 少 部 分 に し か 過ぎ な い 。 

アメ ー バ 赤痢 の 贅 症 が 比較 的 熱 地 に 多く 見 られ る 事 及び 此 の 研究 が 主 と し て 熱 地 区 決 て 劉 さ 
れ た 事 が 此 の 原 号 を 我 え か ら 速 い ゃ の と 考 へ させ て し まつ た 。 加 ふ る に 其 の 病害 性 が 専ら 
痢 症状 に 注目 され て 軽微 で は ある が 人造 と 宜 加 者 の 多い 所 詩 ア メー バ 症 が 軽 覗 され て し まつ た 事 
は 遺 憶 な 事 で ある 。 

予 は 昭和 21 年 夏期 骨 腸 障害 を 訴 へ て 外来 を 訪れ た 者 に , 検便 に よ つ て 赤痢 アメ ー バ を 琶 見 
し , それ を 騒 除 する 事 に よ つ て 速 に 治 療 に 赴 い た 6 例 を 観察 し 得 た の で , 此 虎 に 報告 する 。 


症 例 


(第 1 例 ] 20 歳 殊 生 東京 都 在住 

主訴 は 下 病 。 

現 病歴 及び 現 症 。1 年 來 下痢 し 易く な つて ゐ た が , 約 1 ヶ月 前 か ら 毎日 4 乃 径 5 回 便通 が ある や うに な 
つた 。 羨 便 は 泥 航 で , 粘 地 を 混 じ な い 。 下痢 時 に は 腹 鳴 , 上 肥 部 彫 沙 感 が ある が . 腹痛 , 悪心 , 忠 吐 は なく . 
店 熱 , 裏 急 後 得 も 訴 へ な い 。 食 稔 は 良好 。 既往 歴 , 家族 歴 に は 特別 な 事 は な い 。 

初診 時 (6 月 28 日 ) に は 何等 他 朋 的 所 見 を 認め な か つた 。 そ と で スプ ラン チン ワイ ス 。 大 清 隊 基 飲 秋 の 
止 漁 列 を 10 日 間 連 用 させ た が 効果 な 〈, か へ つて 便通 日 に 7 一 8 行 を 算 す る や うに な つた 。7 月 8 日 と 
9 日 検便 を 行 つ て , 雨 日 共 赤 血球 を 蔵 し な ぃ 運動 活 波 な る 多数 の ア ォ メー ズバ を 雄 見 。 田 筐 一 千葉 域 地 に 培 差し 
スハ ヘイ デン ヘイ ン 氏 洋 へ マト - シ リン 傘 色 を 行 つて 赤痢 アメ ー ズ な る 事 を 確認 し た 。 奏 便 は 粘土 色 を 星 し て 
の た が 。 鋳 栓 に より 売 環 球 は 見 られ ん ず . ゲ ア ヤッ クチ ン キ に よる 潜血 反 鹿 も 陰性 を 示し た 。 Charcot-Leyden 
結晶 は 芝 見 きれ な か つた 。 ゅ 
治療 及び 其 後 の 経過 (別表 ! 参照 ) 7 月 10 日 より カル ベ ミ デ ヂ ン 1 日 量 0.75gm を 毎食 後 3 回分 服 , 10 
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日 間 庶 方 。 其 の 結果 便通 は 服用 第 3 日 目 よ り 1 回 に 減少 . 壮 便 性 駄 も 第 4 日 目 か ら 周 正常 に 上 攻 9, 其他 の 
自 胡 症 時 も 消失 し た 。 売 痢 アメ ー ズ の 検索 は 傘 抹 鏡 松 と 田 僅 一 千葉 培地 に ょ る 共 養 (2 時 間 後 と 氏 時 間 後 
の 2 回 検査 ) を 併用 し た が , 第 3 日 目 か ら 消 失 し , 治療 後 約 2 ヶ月 間 の 失 補 期間 中 も 衣 見 され な い 。 

(第 2 例 〕 5 歳 の 男 無職 東京 都 在住 

現 病歴 及び 現 症 。 本 年 6 月 22 日 雨 脚 の 浮腫 , 頭重 を 主訴 と し て 外 挫 を 訪れ た 某 差 失調 症 の 皿 者 で , 其 後 
約 1 ヶ月 間 必 要 な る 注意 を 奥 へ る と 共に 治療 を 且 つ て ね た が , 7 月 20 日 夕 既 よ り 何 等 誘因 な し に 喧 避 を 來 
し , 21 日 に は 上 腹部 痛 と 共に 水 様 便 が 頻 回 ある や うに な つた 。 邊 熱 , 悪心 , 忠 呈 , 裏 急 後 草 は な か つた が , 
他 戴 的 に 上 腹部 , 8 字 駄 部 に 歴 痛 あり , なほ 8S 字 然 部 に は グル を 錠 れ た 。 食 筐 , 路上 限 は 共に 障害 きれ た 。 
其他 症 汰 は 初診 時 と 大 差 な く , 季 養 不良 。 皮膚 著 白 , 乾燥 。 雨 脚 , 雨 足 背 に 中 等 度 の 浮腫 。 左 眼 に 老人 性 自 
内 間 と 角膜 午 、 呼 吸音 は 一 般 に 徴 秀 。 陣 礎 110 一 70 mm Hg。 尿 所 見 に 著 毅 な し 。 生 液 ソ 氏 反 應 陰性 。 売 族 
中 等 値 195 で あつ た 。 既往 歴 , 家族 歴 に は 特記 する 事 は な ぃ い 。22 日 検便 を 行 つ て 運動 活 洪 な る 赤 画 球 を 歳 
し な い ア デア メー ズバ を 疲 見 , 直 に 我々 の 裳 用 し て ゐる 塔 地 (固形 部 : 1 の 割合 に 塞 天 を 藻 解 し た リン ゲル 500ec 
に 鞭 卵 2 ケ 。 液 貴 部 : リン ゲル 500ecc に 難 卵 白 2 ケ 。 以 上 の 割合 で 無菌 的 に 謀 理 し た 物 。 液 器 部 に は 米 
粉 と 沈降 電 酸 石 友 等 量 混入 ) に 培 差 。 又 ハ ヘイ デン ハイ ン 氏 鐵 へ マト キシ リン 染色 を 行 つ て 赤 導 アメーバ な る 
事 を 確認 し た 。 鏡 検 す る も 赤血球 , Charcot-Leyden 結晶 は 策 見 きれ ず , グ ア ヤ ッ ツク チン キ に よる 潜血 反 應 も 
陰性 を 示し た 。 か 

治療 及び 其 後 の 経過 (別表 TI 参照 ) 7 月 2 日 取 吉 を え ず カル ベ ミ ヂ デン 1 日 量 0.75gm を 3 日 間 興 へ , 
天 で 27 日 同 量 を 7 日 間 庶 方 し た 。 便通 は 急激 に 減少 し , 27 日 に は 既に 正常 便 に 戻 つ て ゐ , 其他 の 胃腸 障害 
も 全て (消失 し て ゐ た 。 傘 抹 鏡 検 及び 上 記 の 培地 を 併用 し て 騙 除 効果 を 弟 宗 し た が 。 赤痢 ア メー ズ は 服用 第 6 
日 目 (7 月 27 日 ) に は 既に 検出 貞 來 な て な つて を り , 其 後 は 治療 後 49 日 の 親 察 期 間 を 通じ て 見 出さ れ な 
ぃ い o 筐 差 失調 症 に 就 て 附 言 すれ ば 騙 畠 後 も 其 の 症 稀 一 進一 肖 で ある 。 

[第 3 例 ] 20 歳 の 男 玩 生 東京 都 在 待 

主訴 は 下痢 

現 病歴 及び 現 症 約 40 日 前 か ら 大 低 朝 2 回 策 い て 下痢 が ある 。 其 後 は 多 て の 場合 誹 便 は 見 られ な い が 。 
稀 に 書 頃 1 回 ある 事 も ある 。 義 便 は 泥 然 で 時 に 親 液 を 排 田 する 。 血液 は 混 じ な い 。 食 鍼 は 良好 。 往 歴 , 家 
話 歴 に は 特記 する 事 は な い 。 

9 月 9 日 初診 時 は 皮膚 蒼白 で 遂 き 徹 つ た 感じ が ある の を 認め た の み で 他 に 所 見 は な い 。 壮 便 の 珍 抹 鐘 栓 
草 差 試験 (上 記 , 我々 の 常用 し て ゐる 培地 使用 )。 ハイ デン ハイ ン 氏 鐵 へ マト キシ リン 染色 に ょ つて 赤痢 アメ 
ー ズ を 確認 し た 。 赤痢 ア メー ズバ は 赤 血 来 を 所 つて 居 な か つた 。 凍 に は 粘 血 , Charcot-Teyden 結晶 を 認め ず , 
有 又 グ ア ヤ ッ クチ ン キ に よる 潜血 反 鷹 も 陰性 。 

治療 及び 其 後 の 経過 (別表 TI 参照 ) 9 月 10 日 より カ ヵ カル ベ ミ ヂ ン 1 日 量 0.75gm 毎 食後 8 末 10 日 間 
連用 。 便 の 困 粗 は 服用 中 殆 ん ど 比 化 は 認め らち られ な か つた が . 美 便 は 堅 き を 増し 駐 時 に 混 じ た 粘液 も 排 混 し な 
て な つて , 患者 は 爽快 を 告げ た 。 其 後 便通 も 服用 閑 了 と 共に 周 正 常に 戻 つ た 。 赤痢 アテ メー ズ は 服用 第 3 日 目 
の 装 便 か ら 消 失 し , 後 親 寂 期間 27 日 を 通じ て 再現 し な い 。 何 , 加 者 は 治療 後 1 ヶ月 に し て 名 重 6kg の 替 
加 を 告げ て ゐる 。 但 し , 皮膚 の 蒼白 感 は 去ら な い 。 っ 

[第 4 例 ] 24 歳 の 男 珍 生 . 東 京都 在住 

主訴 は 赤痢 アテ メー ズバ の 騙 除 。 

現 病歴 及び 現 症 約 人 4 ヶ年 前 か ら 軽 度 の 下痢 が 月 に 2 一 3 回 あり . 他 の 日 は 3 一 # 日 て 便 妥 に 翌 さ れ 
て ゐる 。 時 に 左下 腹部 に 人 印 い 痛み を 話 へ る 事 が あり , 其 の 時 は 自分 で も 該 部 に 硬 生 を 個 れ る 事 が ある 。 茶 
殴 に 赤痢 ティーズ の 寄生 を 指摘 きれ て , 其 の 治療 を 求め て 営 病 院 を 訪れ て 夫 た 。 既往 歴 に は 特記 する 事 な く 《, 
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軍 際 に は 約 2 ヶ年 勤め た が 外地 へ 渡 つ た 事 は な い 。 家族 歴 は 後記 第 5 例 の 患者 を 弟 に 持つ て ゐる が , 殆 ん ど 
同居 する 事 な 〈, 家族 感染 は 疑 は し い 。7 月 8 日 初診 時 に は S 字 鉄 結腸 と 思 は れる 素 秩 硬 杯 を 鯛 れ た そ み 
で . 其他 他 髪 的 所 見 は 認め 得 な か つた 。 和装 便 は 正常 便 で 徐 抹 鐘 検 及び 激 度 染色 標本 で 少 粗 の 赤痢 ア ォ メー ズバ 胞 
本 を 紙上 見 し た が , 田代 一 千葉 培地 に ょ る 培養 及び ハイ デン ハイ ン 氏 鐵 へ マト キシ リン 染色 は 不能 で あつ た 。 

治療 及び 其 後 の 経過 ( 列 表 TV 参照 ) 7 月 10 日 より ゎぁ ル ペ ミ ヂ ン 1 日 量 0.75gm を 毎食 後 8 回 10 日 
間 服 用 。 胞 姜 極 め て 少 雪 の 筐 , 服用 第 4 日 目 に 其 の 少 迷 を 疹 抹 鏡 槍 で 認め た の み で , 田代 一 千葉 培地 に ゃ 培 
開 不 能 。 治療 後 は 5 ヶ月 間 の 弟 察 期間 中 10 回 の 検査 に も 検出 出 拉 な い 。 症 喘 は 治療 を 始め 爺 か ら 便 字 。 下 
痢 は 解 滑 し た 。 然 し 左下 腹部 の 軽い 痛み や 硬 結 は な ほ 時 と し て 此 れ を 認め る と 云 ふ 。 

〔 第 5 例 〕 14 歳 の 男 玉 生 横須賀 市 在住 

主訴 は 1 日 1 回 程度 の 沈 各 便 。 

現 病 歴 及 び 現 症 約 2 週間 前 か ら 主訴 が ある 。 其他 自 夏 症 大 は な い 。 既往 歴 な し 。 家 族 歴 は 前 記 第 4 例 の 
弟 で ある 。 初診 は 8 月 1 日 で 特記 す 可 き 所 見 な し 。 装 便 は 泥 駄 で 消化 は 不良 。 粘 陣 を 認め ず , 港 碧 反 鷹 陰 
性 。 . 鏡 検 に ょ 赤血球 を 蔵 し な ぃ 運動 活 藻 な る アメ ュー ズバ を 和 贅 見 し , ヘイ デン ハイ ン 氏 鐵 へ マト キシ リ < 色 
及び 巡 述 の 我々 の 常用 し て ゐる 培地 に ょ る 培養 を 行 つ て 赤痢 アメ ー ズ な る 事 を 確認 し た 。 

治療 及び 其 後 の 経過 (別表 V 参照 ) 8 月 83 日 より カル ベ ミ ヂ ン 1 日 量 0.5gm を 毎食 後 3 回 5 日 所 服 
用 。 服用 第 4 日 目 か ら 売 痢 アメ ォ ー ズ は 溶 失 し , 装 便 性 然 も 其 頃 か ら 滴 天 正常 に 戻 つた 。 治療 後 遂 察 期間 は 4 
ケ 月 年 。 検 便 回 数 7 回 。 培 状 も る 併せ 行 つ た が 忠 は 検出 され な か つの た 。 

[第 6 例 ] 39 歳 の 男 料理 人 東京 都 在住 

主訴 は 赤痢 アメ ー ズ の 幅 除 。 * 

現 病歴 及び 現 症 進駐 軍 料 理 人 に 卒 募 し た 際 甘 胸 杖 者 と し て 指摘 され た 。 自 帳 症 駅 は 全く 無く 10 月 5 日 の 
初診 に 於 て も 所 見 を 認め 得 な か つた 。 検便 に ょ り 多 表 の 赤痢 アメ ー ズ 胞 大 を 肥 見 し た が , 其他 病 的 所 見 な し 。 
既往 歴 , 家族 歴 に 特別 な 事 な く , 外地 へ 渡 つ た 事 も な い 。 

治療 及び 其 後 の 経過 (別表 VI 参照 ) 10 月 6 日 より ヵ カル シバ ミ ヂ ン 1 日 量 0.75gm を 毎食 後 3 回 5 日 
癌 廃 方 。 治療 後 28 日 間 に 4 回 検便 し た が 常に 陰性 。 騙 除 後 も 自 , 他 左 的 に 胡 化 を 認め な か つた 。 


紀 括 


アメ ー バ 症 の 症 上 汰 は 便 芝 。 下痢 。 下痢 と 便 妥 の 交代 。 下腹 部 又は 右 腸 骨 者 の 導 痛 。 食欲 不振 。 
腹部 膨 浦 感 。 枯 酸 喧 中 。 食 前 食後 の 軽微 な 悪心 。 下 腹部 , 背部 , 脚 剖 に 於 ける 補 経 痛 。 腫 眠 障 
守 。 記憶 力 減退 。 * 頻 肛 。 骨 重 減少 。 皮膚 蒼白 。 軽度 の 貧血 。 肝臓 の 過敏 。 全 便 に は 赤血球 , 白 
血球 , マク ロフ アー ゲン , Charcot-TLeiden 結晶 , 粘液 の 出 湊 等 種々 記載 され て ゐる が , 此 る 
多 上 枝 証 つて を の , 一 と し て 特異 的 な 所 見 が な い の で 検便 を 行 つ て 赤 導 アメ ー バ を 策 見 し な け 
れ ば その 診断 は 下 せ な い 。 少く と も ゃ 下痢 を 訴 へ , 通常 の 虎 置 を ほど と し て も ゃ 治癒 に 赴 か な い 時 
は 一 鷹 精密 な 倫 便 検査 を し て 見 る 必要 が あら う 。 それは 戦前 内 地 に 於 て も 赤痢 アメ ー バ の 寄生 
喜 が 3 て 5 多 に 存 し た 事 は 角 に 衣 氏 の 調査 に よ つ て 明か に され た 事 綿 で ある し , 又 現 在 で は 
外地 か ら の 復 上 肌 者 , 引揚 者 が 多 艇 に の ぼ つ て ゐる 事 を 考 へ れ ば 必要 鈴 く べから ざる 虎 置 で ある 
と 思 は れる 。 し か も 加 け た 6 例 は すべ て 内 地 感 染 と 思 は れる も の で あつ て , 千 戒 を 要する 所 で 
ある 。 

一 般 温 需 に 於 ける アメ ー バ 赤痢 の 艇 症 は 夏 に 多い 様 で ある が , アメ ー バ 症 に 就 て も 同様 で 
ある - 胞 三 排 浴 者 の 績 症 の 原因 と し て は 高温 高温, 宿主 の 抵抗 の 減弱 , アメ ー バ の 性 質 の 女 化 。 
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共存 細菌 の 種類 等 が 載 サ けら れ て を ら , 又 桑原 , 千葉 茎 雨 氏 は ダイ ィ タ ミン A 及び D の 鉄 亡 を 加 
へ て ゐる 。 就 中 最も 重大 な る 要素 を な す と 思 は れる の は 高温 高洲 で あつ て , それ は 宿主 の 抵 拓 
の 減 嗣 を 誘致 し . ア メー バ 症 の 義 症 を 惹起 せ し め る も の ヽ ゝ 様 で ある 。 事 買 夏 期 に は 下痢 が 多く , 
し か も 屋 々 其 の 便 中 に は 赤 導 ア メー バ が 獲 見 され る 。 

治療 に 用 ひ た カ ルズ ベ ミ ジン (三共 ) ( 生 Oarbamino-phenylarsonic Acid) は 最初 Ehrieh が 
堅 微 と な す 目 的 で 創製 し た 28.852% の 硫 素 を 含む , 無味 無臭 の アル カリ り で 沙 け る 白色 結晶 
骨 で あつ て , 其 後 Anderson と Reed は アメ ー バ 症 の 特効薬 と し て Carbarsone の 名 で 紹介 
し た 。 我 國 で は Oarbarsone を 用 ひ た 報 告 少 く , 僅 に 奏 氏 の 論文 を 見 る の み で ある が , 未 國 で 
は 色 (C 廣 く ア メー バ 症 に 用 ひら れ て お ゐ て , 各 學 者 は いづ れ も 90 多 以上 の 根治 許 を 報告 し て 居 
り , 双 赤 閉 症 誠 を 起 し て ゐる 時 晶 狼 に 用 ひ て 治癒 せ し め た 例 る 報告 さ れ て ゐる 。 使用 法 に は そ 
の ま ゝ 眼 用 する 内 服 法 と 1 て 2 狐 、 の 重曹 水 に 1 の 割合 で 漆 か し て その 200ce を 注 腸 す る 
注 腸 法 が ある 。 米 國 で は 1 日 量 05gm 朝 タ 2 回 分 服 、10 日 間 連 用 を 普通 こし て ゐる が , 余 
は ま 例 に 成人 1 日 量 0.75gm 毎食 後 3 回 分 服 10 日 間 服 用 法 に 依り, 2 例 に は 5 日 間 虚 
方 に て 止め た 。 成人 1 日 量 0.75gm (pro jkilo 18mg) を 用 ひれ ば 軽 後 な 場合 に は 5 日 間 服 
用 に て も 足り る や う で ある 。 余 の 場合 部 果 は 症例 lc 於 て 示 し た 通り 速 で 赤痢 アメ ー バ は 概ね 
3 一 ま 日 で 消失 し , 何等 副作用 な く , 凍 性 状 も 原田 消失 と 員 同 時 に 正常 に 師 つ た 。 然し 若 し 
一 巡 で 騙 除 され な い 場 合 は 10 日 間 の 間隔 を 置け ば 何 回 で も 繰返し 得る 。 副 作用 は 一 般 IC 治 療 
用 ひる 量 で は 認め られ な い 。 但し 人 素 剤 で ある か ら 肝 , 腎 の 疾患 の ある 場合 に は 避け ね ば な ら 
ぬ 。 従 つて 肝 腰 瘍 の 時 も 禁忌 と され て ゐる 。 Craig は Carbarsone は 破 素 剤 中 で 最も 強力 且つ 
最も 副作用 少な る 敢 , 若 し 赤 疾 アメーバ の 感染 KK 破 素 剤 を た 用 ひる な ら ば 基 非 一 度 此 を 試 むべ き 
で ある と 推 疾 し て ゐる 。 薬理 作用 開 し て は な ほ 明 か で な い が , 経口 的 投 興 後 克 素 の 尿 中 排 浴 
量 が 7 ご 29 で ある と 報 ぜ られ て ゐる 貼 か ら 見 て , 勿論 骨 内 蓄 般 の 事 も 考慮 さん る の で ある 
が , 恐らく 大 部 分 は 腸 よ の 吸 さ れず , その ま ヽ の 形 で 原典 に 作用 する も の で ある と 思 は れる 。 
と の 観 融 か ち 見 れ ば ヵ カ ハ ベ ミチ ヂ ン の 赤痢 アメ ー バ に 至 する 効果 は アメ ー バ の 株 IC よ つて 異 る と 
と も ある と 考 へ られ る の で ある が , 其 の 腸管 内 に 寄生 し て ゐる 時 , 或 は 腸 組織 内 に 侵入 し て ゐ 
て も ゃ 其 の 侵入 程度 が 浅い 時 に 奏効 する る の と 租 像 され る 。 事 賀 予 は アメ ー バ 赤痢 の 患者 で 赤 列 
症 汰 を 星 し て ゐる 時 は 効果 な く : 一 鷺 酸 テ メ チ ン 使用 に よ つ て 赤痢 症 湊 を 止め た 後に 再び 此 を 用 
ひ て 完治 せ し め た 1 例 を 持つ て ゐる 。 

怒 逃 の 通り , 埋 前 胞 王 排 湯 者 が 83 て 5 多 K 存 し , 今 多 敷 の 海外 か ら 引揚 者 , 復員 者 を 迎 へ 
た 今日 , 少く も 下痢 を 訴 へ て 來 , 普通 の 虚 置 を ほど こし て も 治癒 し な い 時 は , 赤痢 アメ ー バ 寄 
生 を 疑 つ て 精 蜜 な 李 便 を な すべ き で あら う 。 そ うし と て 若 し 赤痢 アメ ー ベ 寄生 が 績 見 され た 場合 
裏 念 後 重 や 赤 列 症 汰 が 認め られ ず 又 肝 肛 瘍 等 組織 内 強度 侵入 の 娠 の な い 所 調 ア メー ズバ 症 の 時 に ・ 
は COarbarsone 療法 は 基 非 一 度 試 むべ き 良 法 で ある と 思ふ 。 
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稿 を 総 る に 臨み , 指導 , 校 関 を 賜 つ た 小泉 攻 授 . 松林 数 授 に 感謝 し , 御 鞭 挫 下 きつ た 大 森 攻 授 , 高雄 震 二 に 
深 席 する 。 


列 表 





便 1) 3 便 性 秩 | 原 商 誇 明 鉄 況 後 親 窒 期 間 


治療 | (検査 回 地 ) 
中 前 89 2 前 | 中 | 後 


1 |7ms| 7.n 水 杯 一 泥 台 水 誠 っ 正和 | 無 軟 一 正和 3 (ご ) | (一 ) | 63 dQO) 





























II 12 | 13 っ 1 水 様 水 本 正和 | 正常 (一 ) (-) | 49. (12) 





Tr lz-s| 3 っ 1 泥 駄 | 泥 駄 有 軟 | 有 軟 一 正常 | (一) | 27 (お 








IV 2-0| 1 泥 駄 っ > 正 党 正 党 し っ 堪 交 (一 ) | 158 (10) 


1| 








| 久 41 1 : 泥 狼 一 正 党 正常 | (一 ) | 138 (7) 











VI 1 1 1 正 営 E (一 ) 23 (3 る) 



































V……ー…… 和 赤痢 ア テューバ 茜 差 下 。 

ee 赤 閣 ア ーー バ 胞 本 。 

3 (一 )…… 服 薬 第 3 日 目 か ら 参 抹 , 培養 の いづ れ も が アメ ー ズ 陰性 と な つた こと を 示す 。 
63(10)…… 服 薬 欠 了 後 6S 日 間 弟 察 . 其 の 間 の 検便 回 迷 10 回 。 
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東京 都 檜原 村 に 於 ける 幕 便 概 査 成績 


Stool Examination of Inhabitants jm 
a Village near Tokyo 


中 川 達雄 ATSUO NAKAGAWWA 
長 田 信 -MAKoro OsADA 

石 野 鏡 三 KOZO RHINO 

笛 木 賢 司 KENSHI FUEK1 

肖 見 散 三 KEIZO ASAMI 

木 村 志 郎 SHIRO KIMURA 


慶應 義 鞭 大 好 路 郁 部 寄生 幼 旭 数 室 (主任 小泉 丸 数 授 ) 
府 應 義塾 大 學 腎 了 部 内 科學 教室 (主任 大 森 憲 太 教 授 ) 


戦争 末期 か ら 絶 戦後 に か け て , 我 囲 内 に 寄生 悪 感染 者 の 基 し く 増 加 し た と と は ひ の な い 事 
融 で あり, 我 = の 攻 室 に 於 て も , 或 る 一 園 骸 に 就 いて , それ を 敷 字 ( に よ つ て 示す と と が 出來 た 。 
この 増加 の 原因 が 如何 な る 申 に ある か ば, 重要 に し て 興味 ある 問題 で は ある が , 現在 に 於 て は , 
囲 民 一 般 の 生活 條 件 の 悪化 と 評 ふ 英 然 た る 言葉 以上 に 立 人 つて, 個々 の 具 骨 的 條 件 を 克 け 得る 
域 に 達し て ゐ な い 。 何れ に し て も , と の 異常 時 iC 於 ける 各種 寄生 の 侵 淫 濃度 を 出 来る だ け 正 
確 に 記 多 し て お くど と と は , 現在 直ちに 行 つ て お か ね ば な ら ぬ と と で あら の, 我々 は その 最初 の 調 
査 地 と し て , 東京 都 西多摩 郡 檜原 村 を 選ん だ 。 


檜原 村 は 都 の 西部 に 位 し , 都心 を 距 る と と 約 17 里 , 五日市 線 の 絶 時 五 日 市 よ め , 秋川 答 . 


を 湖 る ム と 約 2 里 の 地 鷺 に , と の 谷 に 営 つて 中 在 する 部 落 の 集合 で あぁ 。 土地 は 秋 用 iC 向 
つて 傾 衝 し て ゐ て , 水田 は 無い が , 旦 地 は 可 な の 見 られ る 。 人 口 6000, 敵 業 と 林業 と を 島 ね 
て ゐる も の が 大 部 分 で ある 。 肥料 は 推 肥 , 下 肥 を 人 年々 と し , 金 肥 は 殆 ん ど 施 さ 才 , 下 肥 は 貯 臓 
の 設備 を 有 し な い 。 飲料 水 は 澤 の 水 を 主 と ょ する 。 


材料 及び 方 法 


了 伯 め 氏名 , 年 齢 , 性 , 部 落 , 戦 業 別 及び 皮 往 症 , 現 症 , 騙 委 の 有無 等 の 記入 捕 を 印刷 し た 紙 
袋 を 配布 し . 適 営 の 容器 代 提 指 頭 大 の 凍 を 探 め 提出 せ し め た が , 多く は 上 貝 坊 , 化粧 品 容 問 等 
に 入れ て あつ た の で 検査 に は 便利 で あつ た が , 何 土 壌 に て 潜 染 し た も の , 陳 上 准 の も の , 極め て 
少量 の も の , 昌 C 紙 に 包ん だ も の も あつ た 。 

検査 は 唯一 回 で , 一 部 は 塗 抹 , 一 部 は 塗 抹 及 び 「 ア ンチ ホル ミン ジン. エー テル ] 落 解 遠心 沈 激 


法 を 併用 し た 。 
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原 起 検査 用 と し て 泊 度 泊 度 加里 流 及 び Schaudinn 氏 固 定 液 と 70 迄 の 酒精 と を 準備 携行 
し た 。 


成績 及び 考察 


綿 敷 1947 例 中 , 映 器 , 原田 共に 符 生 せ ざ る も の か 僅か (C 9 例 で , 1388- 例 (99.8) に 何 
れ か ゞ 寄生 し て いる 。 里 由 の み の 寄生 は 950 例 (70.5 巡 ), 原 委 の み は 11 例 8.2), 雨 者 
共に 寄生 する も の は 376 例 (27.92), 従 つ て 映 婁 の 寄生 は 1826 例 〈98.4%), 原 叱 の 寄生 す 
る も の は 887 例 (28.7 用 ) と な る 。 

映 妃 類 は 加 , 鞭 盟 , 釣 恩 , 東洋 毛 様 線 央 , 暁 の 五 種 , 原 超 類 は 赤痢 , 大 腸 , 泊 度 , 甘 小 
各 「 デ メー バ | 及び 鞭毛 細 類 の Co7xs7zz yes:472, 2od2o 7oy の 72o, 7 6 ん ox0743 ん の 72798。 
zzoxowos ん oeces の 四 種 が 見 られ た 。 

と れ を 年 齢 , 性 , 誠 種 類別 に 観る と 第 一 家 の 如 く , 軸 畜 が 性 別 を 問 は ず 各 年 齢 大 を 通じ て 極 
め て 多い と と が 目立つ (96.1)。 胃 加 は 883 例 (65.6 ダ ) 寄生 し , 釣 各 は 288 例 (21.4) 
に 見 られ 特に 多く は な い 。 東洋 毛 様 線 胃 は 少く , 虹 門 は その 性 質 上 僅か 0.3% Cc 幼 罪 を 認め 得 
た 過ぎ な か つた 。 吸 門 卵 を 補 出 し な か つた の は 意外 で あつ た が , 営 地 方 に 感染 源 の いな いこ 
と が 主因 で あり , 耐 も 住民 の 交流 の 殆 ぎ な いと と も る 一 因 で あら うと 租 像 され る 。 

赤痢 「 ア メー バ 」 は 74 例 (5.5%) で , 各 年 齢 居 に 見 られ , 高 年 者 に 策 多 か つた 。 大 腸 「 ア 
メー ババ.、(J7.42), 壮 小 「 ア メー バ 」 (7.9) も 略 え 普通 の 寄生 府 で あり , 各 年 齢 暦 を 通じ て 見 
られ る 。 毛 納 類 は 何れ も 低 府 で あつ た 。 

次 に 里 過 , 原 直 を 含め で , 量感 染 及 び 二 重 感染 以上 の も の を 観る と , 第 二 表 の 如く , 二 重 感 
染 例 が 企 艇 に 近く 三重 感染 し 軍 感染 例 は 略 々 等 し く て 之 に 区 ぎ , 四 重 , 五 重 感染 例 は 区 激 減 
少 し , 六 種 感染 が 一 例 あ つた を た 。 と れ は 31 歳 の 男 で , 赤痢, 大 腸 , 甘 小 各 「 ア メー ベ バ 」, 鯛 協 , 
由紀 , 釣 加 で あつ た 。 

遠心 光 集 罰 法 を 施行 し た 657 例 中 , 落 抹 , 集 卵 何れ で も 交 の 認め られ な か つた も の は 
7 例 , 氷 抹 と 集 卵 の 結果 が 一 致し た も の は 877 例 , 塗 抹 で は 認め られ 才 , 集 族 C 依 つ て の み 
栓 出さ れ た も の が 244 例 , 塗 折 で 認め 集 卵 で 検 有 出来 な た か つた も の が 29 例 あ つた 。 と れ を 各 
直 別 に 観る と 第 三 表 の 如く , 銅 は 茶 拓 で 98 を を 検出 し , 集 卵 で 初め て 認め た も の は 僅か 
1922 過ぎ な い 。 縮 誤 で は 83 を , 負 只 で は 4 人 7 多 と 員 々 年 敷 が 集 卵 法 に 依 め 検出 され た 。 
巻 の 如く 縮 幼 , 釣 超 等 排卵 散 の 少 い 種類 に あつ て は 集 卵 法 の 勝 れ る と と を 物語 る 。 何 少 で は 
ある が , 塗 抹 で 認め られ , 努力 し た に も 拘ら ず 集 卵 法 で 検出 出来 な か つた 例 が ある が , と れ は 
個 便 の 擦 取 個所 ( 終 豆 が 殆ど 不 消化 や ま ょ 排 注 さ れ た も の が 相 営 あ つた ) C 因 る と と も 多い と 
考 へ られ る 。 

当 抹 検査 に 於 て , 一 標本 に 弟 卵 三 個 以下 を 十 , 一 悦 野 三 個 以上 殆ど 各 箱 野 に 見 られ る も の 
を 笠 , その 間 を せ と し , 顕 強 卵 の み に つ き 記 載 不備 , 過 卵 陰性 の 例 を 除く 1278 例 を 分 類 す 
る と , 十 107 例 , せ 979 例 , H 192 例 で , サ が 大 多 敷 で あめ. 然 も その 大 部 分 は 机 近 
ぃ 。 塗 抹 は 少量 の 開 塊 を 一 滴 の 生理 的 食 塵 水 を 以 て 下 等 に 失 け . !8x24mm の 被 蓋 縮 子 を 載せ 
て 検 鏡 し . 出来 る だ け 一 定 に し た つも り で ある が , 各 人 の 個 群 も あり, 又 装 便 の 採取 個所 に 依 
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6 極め て 多 敷 存する 部 と 全く 存 し な い 吉 と が 同一 標本 に 於 て も 見 られ る な ど , 由 卵 数 の 多 宏 を 
と れ に 依り 知ら ん と する と と は 基 の 無理 と 思 は れる が , 吉 卵 敷 は 一 般 に 多い と 見 破 し て よい ょ 
考 へ られ る 。 

本 村 の 十 敬 部 落 を 小 政 校 の 所 在 に 依り , 北 , 中 , 南 IC 大 別 じ : 綿 数 1280 例 c 就 いて 回 種類 
別 C 観 る と , 第 四 表 の 如 の 映 急 は 三 下 共 大 差 は な い が , その 中 で 釣 は 南 司 に 策 少 か つた 。 原 
幼 は 中 臣 に 策 多 く 。 赤痢 「 ア メー ベ 」 も 赤 僅 か な が ら 中 覆 に 多 か つ た 。 と れ は 各部 落 毎 に 集計 
出来 れ ば 釣 序 , 赤痢 「 ア メー バ 」 感染 に 就き 詳細 な 成績 を 得る も の と 期待 し た が , 調査 「 カ ー 
F | から は 不可 能 で あつ た 。 

他 に 人 多 便 の 性 次 , 既往 症 , 現 症 , . 騙 の 有無 等 を も 調査 すん と し た が , 便 の 汚染 , 癌 燥 等 
及び 記載 不 十分 の 馬 が 多く み 赤 集計 し 得る iC 至ら ちな か つた 。 


千 語 


東 京都 西 多 麻 郡 檜原 村 に 於 ける 1947 名 の 准 便 寄生 門松 査 の 結果 は 区 の 如く で ある 。 

1) 遇 紛 , 原 細 何 れ も 寄生 し て いな いも の は 僅か 9 例 過 ぎ 才 , 99.8% に 何れ か ゞ 寄生 し 
て いる 。 

2) 寄生 昌 怠 と し て は 顕 , 自 距 多 織 , 東洋 毛 様 線 由 , 暁 忠 の 五 種 が 見 られ , 細 (96.12% ) 
の 多い の が 目立ち , 然 も 卵 敷 も か な り の 多い 。 

原 起 類 は 赤痢 , 大 腸 , 浜 度 , 鞭 小 各 「 ア メー バ ] て 鞭毛 起 類 の の /z7oyos72Z 7mesw277, 2oydfa 
7g772o, 27c4o7x0%os Ao7727268。 772cO7207603 ox2768 と で あり , 何れ も 特 C 多く は な か つた 。 

3) 寄生 率 は 性 別に は 差異 が 認め られ 才 , 年 齢 別に は 蝶 を 除く 他 の 紫 納 及 び 各 「 ア メー ズバ 」 
は 各 年 齢 古 を 通じ て 記 ら れ , 虐 部 , Giardia は 若年 期 に 見 られ た 。 

4) 二 重 感 上 染 者 が 最も 多く 略 々 條 散 に 十 し , 克 で 三重 , 単 感染 者 の 順 と な の, 四 重 , 五 重 感 
染 者 は 念 激 に 減 少し , 六 重 感染 者 が 唯 - - 例 あつ た 。 
5) 卓 純 塗 抹 法 と 「 ア ンチ ホル ミン , エー テル 」 溶解 遠心 沈 肖 集 卵 法 と 比較 する と , 融 表 卵 
は 殆ど 差 が な い が , 秩 忠 , 釣 門 等 排卵 青 の 少 い ゃ の で は 集 卵 法 に 依り 相 演 敷 の 紋 が 新た 検 
出し 得 ら れる 。 

6) 村 を 三 地 才 芝 大 別 し , 地層 別に 寄生 座 を 調査 し た が , 必 分 が 大 に 過ぎ 期待 し た 釣 紙 , 赤 
痢 「 ア メー バ 」 に 就 て は 特 條 意義 を 見 出す と と が 出来 な か つた 。 


舞 筆 に 営 9, 指導 校 闘 を 賜 つ た 小泉 数 授 , 放 疲 を 辱 う し た 松森 数 授 に 深 護 の 意 を 表し , 檜原 村々 長 清水 , 衝 
生 係 大 谷 十 氏 並 に 小 學 校 田中 数 頭 の 厚意 , 協力 を 謝 す 。 
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第 一 表 年 齢 別 , 性 別 , 寄 箇 種類 別表 
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二胡 多 感 来 別表 
険 性 | 一 種 | 二 種 | 三 種 | 四 種 | 到 種 | 大 往 | 厚 、 侍 
9 名 812 572 944 91 「 衝 計 組 。 1338 
0.7 を 23.2 42.5 25.5 6.8 1 01 99.8 
第 三 表 疹 抹 , 集 卵 成績 比較 表 
| 代数 | 細島 | 本 押 | 的 此 | 提 幸 株 移 昌 
0 さ 和 に “ 
和 人 お 和 98.0 を 640 476 mi FR 
] き 二 244 16 88.3 47.0 77.8 joo9 
た エ 29 05 27 | 59 1 2 
計 657 | 684 525 202 9 1 
3 第 画 表 部落 別 寄 生 挟 種 疾 列 表 
北 中 南 
2434 2111 2165 
862 487 431 
類 怠 守 生 99.2 グ 97.3 991 
昌 中 98.3 93.6 97.7 
二ノ 抽 66.6 647 67.3 
釣 最 71 261 102 
人 11 10 03 
3 9 04 03 
原口 寄 生 29.0 847 230 
互 ef し 2 2 
到 eo6% ja -。 吉 1 18.9 
7o み 6 17 21 05 
女 , dn が 間 し ー 
Woms. 7 9 03 07 
Gordo / 08 19 07 
Zricom。 ん 本 - 0 0 
妃 7erom。 ん. 際 - 0 




























































































トリ パ ノ ソ リー マ あ る い は スピ ロペ ヘー タ に 笛 す る 
化 學 療法 剤 > 作用 に つい て 


: IMechanisms of Drugs 'on 


Trypanosome and Spirochete. 
内 脚 光 増 MTTSUMASU ICHO 


京都 府立 中 科大 了 細 田内 科 数 室 


衝 は か つて 石井 信太 郎 博士 の 御 指導 の も と で スル ホン アミ ド 化 合 物 の 宴 駿 的 トリ バー ソー マ 
感 に 封 す る 作用 を し ちら べ た と と が ある 。 41 種類 の 化合 物 を 使 つ て みた が ひと つと し て 有数 
な も の は な か つた 。 外 國 の 文献 と を みて も スル ホン アミ ド 化 合 物 は トリ パフ ノー マ に は きか な いと 
いう 報告 が 多い 。 

と と ろ が , 再 包 熱 ス ビ ロ ヘ ー タ に 装 し て は サル フ ア ビ リ ヂ ン , サル フ ア チ アテ ゾール な ど が 有 
数 で ある こと と は , 石井 博士 の 柳 表 以来 一 般 に みとめ られ て いる 。 

トリ ペ ノ ソー マ と 再 解 熱 ス ピ ほ ヘー タ と は , 硫 素 や アン チ モ ン の 化合 物 (C 笛 し て は ある 程度 
よく 似 た 態度 を と と る の に か か わら ず , スル ホン アミ ド 化 合 物 に 土 し て は と の よう に ち が つ た 態 
度 を と ら と いう 事 質 は 興味 が ある 。 

その 所 以 と し て は ふぁ ふ を つの と と が か ん が を られ る 。 す な わ ち トリ ペ ノ フツ ソー マ と 再 包 熱 スピ 
ヘー タ と の 代謝 機 轄 の ちがい , それ か ら 硫 素 や アン チ モ ン の 化合 物 と スル ホン アミ ド 化 合 物 と 
の 作用 機 雪 の ちがい , と の ふた つ で ある 。 ' 

そ と で 前 者 に つい て 文献 を みて みる と , トリ ペ ノ ソー マ は 多く は 入 共 参 を = ネル ギー 源 と し 
て 好人 性 代謝 を いと な む も の と せ られ , と れ に 反 し て 再 上 師 熱 スピ ビ ロ ヘ ー タ は 分 子 湊 酸 素 を 消費 
せ ず , エネ ルギー 源 は 譜 酸 が ス の 般 生 を と も な う 繕 の 酸 桂 で ある と せら れ て いる 。 再 瞬 熱 スピ 
ロ ヘ ー タ が いと な むと の よう な 酸 酵 機車 に は , コ ュ デ ヒド ラー ゼ や コカ ル ボ キシ ラー ゼ が 必要 な 
物質 で あつ て , これ ら が 細菌 に お ける と お な じ よ うな いみ で , サル フ ア テア ビリ ヂ ン や サル フ ア チ 
アゾ ー ル に よ つ て さま た けら れる と か ん が る と こと が で きる と 思う 。 

すなわち スル ホン ア ミド の 作用 は , 再 解 熱 ス ビ ヘ ー タ の ば あい に あお いて も , 細菌 の ば あい 
と お な じ よ うに , 酵素 に た いす る 拓 抗 作用 と 解せ られ る の に 有 再 し て , 太 素 や アン チ モ ン の 化合 
物 の 原 吉 (に 圭 す る 作用 は Jancs6 の 研究 に も と まず いて つぎ の よう に 理解 で きる と 思う 。 Janecs6 
の 研究 の 要 申 は , p 革 70 に お ける 標準 酸化 還元 電位 が 一 0.06 、 ボ ルト より も た か 、 い 酸化 屋 元 
指示 薬 た と を ば メチ レン 青 や チオ ニン の ご と きも の が 太 素 や アン チ モ ン の 化合 物 の 化 取 療 法 作 
用 を さま た ける と いう と と に ある 。 と の と と に も と ず け ば , 三 偵 の 克 素 また は アン チェ モン 化合 
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肝 増 


物 は , トリ パフ ノ ソ ー マ の 代謝 に 固有 な 酸化 還 元 系 列 が た だ し く 運 行 さ し る た め に 必要 な 電位 を 
低下 させ る よう に は た らく も の で , と れ に 圭 し て メチ レン 青 の ご と きも の は 酸化 還元 緩衝 剤 と 
し て は た らく も の と 理解 され る 。 

最近 石井 博士 の 算 表 せら ち れ た と ころ に よる と , 所 - チ グ ア ニ ヂ チノ ・ ヂ フェ ニー ル ・ サ ルフ 
オキ サイ ド な る も の が 連 験 的 トリ パフ ノッ ー マ 感 染 に 治 効 を し めす と いう と と で ある 。Yorke ら 
の ヂ ア ミ ヂ ノ ス チ ル ペ ベン も 有効 な ど と が 知ら れ て いる が , こと れ に 反 し サル フ ア グ ア = ェ デン の よ ょ 
うな 非 百 各 な 構造 式 を も つも の は きか な い 。 有 機 理論 化 學 者 の と く と と ろ で は , グ ア = ェ ヂ ン は 
水溶 液 で は グ ア = ニ ド = ニ ュー ム * イ オン と な つて 第 4 級 の N を も つと いわ れる 。 さ ら に トリ ペ 
ノ ソ ー マ に 奉 し て 多少 と も 作用 を 艇 揮 す る と いわ れる ペラ フク シン , トリ ペ フ ラビ ゼン , スチ リ 
ー ル キノ リン 誘導 骨 , ベン グチ アゾ ヅ ゾー ル 誘 導 髄 な ど は いずれ も と の よう な 第 4 級 の N を も つ 
て いる 。 お な じ ア クリ サチ ヂ ン 誘導 骨 で も , ト リバ パフ ラビ ン と ち が つ て 第 4 級 の N を も た な い ア 
テ プ リ ン の ご と き は , トリ ペ ノ ソー マ K 半 し て は 無効 で も ある 。 し か も アテ プリ ン が トリ ペ ノ フツ ソ 
ー マ に よく 播 取 せ られ る と と は 管 光 後 鐘 で よく みとめ られ る と の こと で ある 。 


また パラ フク シン や トリ フラ ビン の よう に 笛 航 な 様 を も つも の に は 封 舟 の 位置 に お な じ ア ・ 


ミノ 基 が 置換 され て いる が , スチ リー ルキ ノリ ン や ベン ヅ ジ チ ア ゾー ル の よう に K 非 奉 艇 な 要 に た 
いし て は 非 至 移 な 置換 基 を も つ 診 導 髄 が 有効 で も る と と は お も しろい 。 Greenstein は グ ア = 
チ ヂ ン が 和 蛋白質 を 聞 性 せ し め る 作用 を も つと と に た いし て , つぎ の よう な 共鳴 構造 を 重要 語 し て 
いち 。 


NH。 NH。+ NH。 
有 
* C C 
ーー の へ -/ き 
+ ャ NH。 N 是 > # NN 是 。 NH。 NN 廿 ぅ NH。+ 


と れ ら の 第 4 級 N を も つつ 化 合 物 が ある 種 の 上 酵素 の 作用 を さま た ける と いう 寅 有 を Dick 
ake パラ タフ クシ ン の よう 
トリ フエ = ニー ル メ タン 系 の 色素 が , ファラ ー ゼ の 作用 を さま た ける と いう と と を Quastel が 
か 人 と これ ら の 薬物 が 生 骨 
酸化 還元 を 障 如 する と と が 理解 で きよ う 。 
と の よう な 資 料 か ら , 化 學 療法 州 の 作用 機 十 と し て か ん が えら れる つぎ の 三 つ 
(1) スル ホン アミ ド 化 合 物 の ご と く , 酸化 還元 酵素 の 補 酵 素 に 笛 し て 括 抗 的 に は た らく も 
の 。 
(2 ) 破 素 や アン チ モ ン の 化合 物 の ご と く , 生 骨 酸 化 還 元 本 素 系 の 電位 に 毅 化 と を もたらす も 
の 。 
(3) 第 4 級 N を も つ 化 合 物 の ご と く 酸 化 還 元 酵素 の 携 骸 蛋白質 を 銀 性 せ し め る も の 。 
ay 
3 ) は トリ バフ ノ ソ ー マ に は 有効 で ある る が 再 包 熱 ス ビ ロ ヘ ー タ に は 無効 で あの , (2 ) は 爾 者 
た 本 生 お 


斬 験 的 例 誠 は まだ 十分 で な い が , 
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鍋 虫 駆除 薬 と し て 各種 の 製剤 が あり ます が 海 人 章 製剤 が 最も 
く 使 用 され て いる 理由 は 上 虫 と 暫し て 擬 提 的 に 作用 し 人 体 と 何等 
の 副作用 毒 性 が 無い 事 で す 例え ば 他 種 製剤 に 於 て 最も 屋 々 経験 | 
され る 紗 臓 ・ 覗 力 ・ 胃 腸 障 旭 ・ 食 稔 不振 ・ 腹 痛 等 は 海 人 草 製 剤 の 
| 場合 皆無 で あり 老 幼 病 者 を 問わ ず 何ら の 副作用 を 懸念 する 事 な | 
| く 簡便 に 服用 出来 ます サン トニ ン と の 併用 は 特 ' 優秀 な 駆虫 効 醒 
| 果 を 示し ます 包装 25 瓦 900 円 100 瓦 3380 円 ま 
| 
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イソ ヘ へ キシ ー ル レゾ ル シ ン に よる 顕 嘩 民 除 試験 


ーー Experiments on the Anthelmintic Properties 


of 』so-Hexylresorcin against 日 uman Ascaris。 


安東 喜 四 夫 。KISHIO ANDO 


慶應 義 妻 大 學 腎 學 部 寄生 衣 學 数 室 (小泉 及 数 授 う 


Hexylresorcin が その 効果 の 四 に 於 いて は , 良好 な 成績 が 報告 され ん て いる が , 副作用 の 中 に 
於 いて は , 強い 非難 を 蒙 る と 云う と と が 稀 で な い 様 で ある 。 激 い 副 作用 が 時 に 現 は れる と 云う 
原因 が Hexyjresorein 本 來 の 性 質 と し て 避け 得 ち られ な いも の で ある か , 式 は 製 絢 上 の 技術 的 
鉄 了 に よる も の か は , 何 充 分 に 検討 され な け れ ば な ら な い 。 双方 本 絡 が 相 営 高 倒 な も の に つ 
く と 蓋 う と と か ら し て , 何 廣 く 使用 され る に 到 つ て いな い 。 駐 畜 の 理想 と する 所 は , 効果 が 
著しく , 副作用 が 少く 大量 に 廉 償 に 生産 され る と 到 ら と と で ある 。 と の 目標 に 向 つ て , 現在 
各 方 面 で ,。 アル キー ルレ グル シン を 就 い て の 研究 が 進め られ て いる 様 で ある 。 

抑 ょ アル キー ル 基 の レグ ゲル シン と の 結合 含 成 は Leonard(1924), Lamson, Ward & Brown 
に よる と Johnaon & Hodge (1913), Johnson 多 Lane (1921). 等 に よ り 研 究 さ れ た も の で 。, 
最初 は 殺菌 放 , 殊 展 路 消 毒 絢 と し て 使用 せ ち れ た 。 然 し その 後 Lamson et al. に 依 つ て 騙 
聞 絢 と し て 研究 され , 本 邦 に 於 て は 門馬 , 岩城 氏 に より 報告 され て いる 。 面 し て normal 且 e- 
xy resocin (以下 n-H.R. と す ), が alkylresorein の 中 で も る 特に 有効 な る 騙 箇 痢 と し て 使用 
され る を に 到 つ を た も の で ある 。 

最近 本 邦 c 於 て は 山崎 氏 , 岡崎 氏 等 , 北川 氏 の 諸家 と よ つ て , と の 方 面 の 研究 が 進め られ , 
夫々 n-Hexylchlororesorcin, n-Amylchlororesorcin, iso-Amylchlororesorcin,n-Hepty ト - 
chlororesorein, n-Amylresorcin,。 iso-Amylresorein。 等 が n-H. R. の 鉄 昧 を 桶 い , 且つ そ 
れ に 勝る と も 劣ら ちら ない 騙 協 効果 を 示す も の と し て 報告 され て いる 。 ・ 

私 は 偶 * iso-Hexylresorein (以下 iso- 是 . R. と 略す ) を 入手 する 機 會 に 恵まれ , とれ の 銅 
協 に 至 す る 作用 を 試験 管内 , 及び 人 骸 内 試験 で 検査 し, か つ 組 織 に 稚 す る 作用 を 動物 骸 で 検査 
し た 。 

Isohexy| 基 な は 基 工 業 の 副産物 か ら 容 易 C し か も 多量 生産 する と と が 出來 る の で あり , 従 
つて iso-H. R. の 生産 は n- 是 .R. より も 容易 に , 大 量 に , し か も 廉 償 に 行わ れる と 思わ れる 
の で ある 。 そ の 構造 式 は 炊 の 如く で ある 。 














従来 jso-H 
カ 試 験 の 結果 を 区 の 如く 示し て いる 。 〈Phenol の 殺菌 力 を 1 と し て ) 
iso- amyl-R.: 23.8 


iso- 日 . R 


で 56"C, 水 に は 殆ど 落 け な い 。 
人 駿 は A) 試験 管内 試験 , B) 毒性 試験, C) 臨床 試験 の 三 段 に 分 け て 行 つ た 。 


A 試験 管内 試験 


豚 六 紙 を 用 いた 。 必殺 場 か ら 。 37 一 38C の リン ゲル 氏 液 を 入れ た 魔法 ビン に 入れ て 洋 び 。 
運動 活 洪 な 淡 肉 色 , 傷 の な い , 硬度 の 充分 な る の を 水道 水 並 に リン ゲル 氏 液 に て よ <〈 洗 浴 し 試 


駿 に 供し た 。 


賀 駿 の 方 法 は 略 Lamson 等 (1936), の 方 法 に 
従 つ を 。 即ち 約 3 it. を 容れ る ガラ ス 双 は 陶製 の 
^ 器 に 第 1 略 の 様 に 金網 の 中 仕切 を つく り , その 下 半 
に は プロ ペラ を 挿入 し て , 液 を 絶えず 提 捧 し, そ ミ 3 
の 上 に と 昭 雪 を 入れ を 。 こ と れ は 水 に 難 沙 の 薬 腹 を 絶 
え ず 下 等 な Suspension に 保つ を めで ある 。 工 紙 
を 稀 種 す る 液 骨 と し て は 37 一 38*C に 加 し た り PS 
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液 の み を 用 いて 提 拓 し た も の 及び 何等 この 様 操作 
を 加え を な いも の の 雨 方 を 試み た を 。 各々 10 隻 宛 の 


駆 寺 を 用 いた 。 


と の 様 に し て 薬 液 に 作用 させ た 骨 は , 一 定時 


間 後 取出 し て , 


薬液 を 去り , リン ゲル 氏 液 を 入れ を シヤ ー レ 内 に KN 
移し , 37"C に 保温 し て 。 その 後 死 詞 し て 行く 捧 NO いい いい いい こい いい いい でぶ 


況 を 観察 し た 。 





.R. に つい て は 研究 が 殆ど な され て いな い 。 Leonard は alkylresorein の 殺菌 


O 是 


し OH ノ CH 
ノ D 
CH2-CH。 一 CH 一 CH 


へ CH 


n- am yl- 民 33.0 
iso-hexhl-R. 23.3 
n-hexyl-R. 43.0 は 


n-heptyl-R. 30.0 
は 外観 上 n- 是 . 民 . と 同じ で あり , 殆ど 無色 の 結晶 で , 融 貼 は 賀 験 に 用 いた 製品 





it. を 用 いた 。 半 有 弁 に は リン ゲル 氏 


ン ン ン ン 


ング 


ン ン 


リン ゲル 氏 液 で よく 洗 つ て 崩 表 の ト 
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1 


ング ン ン 
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「 。 3 
生死 の 刊 別 は 運動 の 消失 を 目標 と 使 綱 プロ ベラ 試 強 肖 流 











に つ 
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し , 運動 を 停止 し た も の は 45?C の リン ゲル 氏 液 に 入れ て 動く か 否 か を 見 , それ で も 動か めも 
の は 60"C の 液 に 入れ , その 刺 戦 に よ つ て も 何 動 あな いも の は 死亡 と し た 。 

比較 の た め に 四 取 化 災 素 ,。 ヘ フ ノボ デ ヂ 注 , Benzylresorcin. 及び n- 耳 . R. を 用 いて 同じ 富 葵 
を 行 つ た 。 


a) 四 塵 化 旭 素 


1000 倍 及び 300C 倍 の 稀 種 で 試験 し た (第 1 表 )。 1000 倍 で 5 分 間 作 用 させ た 場合 , 全 北 
が 死ぬ まで 8 日 間 を 要 し, 10 分 で は 6 日 , 30 分 で 5 日 , 90 分 で 4 日 間 で 死滅 し て いる 。 肝 照 
で は 夫 財 の 全 敷 が 2 週間 以上 生存 し て いる 。 圭 務 の うち で 携 挫 に よ ょ つて 液 を 動 搬 させ た も の と 
(CC。), 失 振 し な か つた も の と (Gi) で は 乾 骨 の 死亡 し て 行く 炎 況 差異 が 見 られ な か つた 。 命 
ちと の 宣 又 で 行 つ た 程度 の 液 の 動 卑 で は 超 午 の 生活 力 に 殆ど 影響 を 奥 え な い 様 で ある 。 

環 超 の 飼育 液 は 毎日 取 換 えた が , 超 購 の 生活 力 が 朋 つ て 死期 が 近づく 程 , 液 の 白濁 が 甚だ し 
く な つて 秦 る 。 


b) ヘ ノ ポチ 油 


1000 倍 稀 種 液 で 5 分 及び 10 分 間 作 用 させ た ( 各 ょ 10 袋 宛 )。 雨 賞 験 共に 操作 後 直ちに リ り 
第 1 表 ( 四 訂 化 災 素 ) 



































時 度 1000x  - | 3000x 
隊 slcilcli lc cl selolos 90'| Ci| | | C olio | cs | ci| cs 
1 lololol ololololololololololololololol ol ol o 
2 oooltilolol1ilolo|2lolo ilololilolol slolo 
3 | eololololo| 219|0| 4| 9| 0 9|o|9|1| 00] Eolo 
4 | 21010| 3|OlO] 5i0|10| 410|1| 1| 0| 1| 2| 0! 0| 4| 0: 0 
5 | 310|0| 3|10|0| 2|0|0 0 0| 110|0| 2| 0| 0| 1| 0O| な ひ 
6 |2|olol slol1| iojlo 0|10| 2| ol 0| 1l 0O| 9 の | 2| 9 の | 1 
7 | ilolo| |9|9| |1|9 olo|1| ol ol| 1 ol o 0 0 
8 | 2|110、 |9olo| |ol6 1lo| 2| ol 0| 1| 9| 0| 1 0 
9 | O 1 | 1| 1 10」2 1 1 1| 1| 0 0 0| 0| の 7 スタ 
10 | |2|1| ig 「o| 0 0| 01 は | 0| 2| 111| 1 0 0 
1 | |olO| |9!0O| |1|1 1 0 9 まま : 組 0 0 
| も し ま | | SS FI 0 2| 0|1| | 2|10| 1| 1 
13 | 10910 1| 1 1210 010| 901 01 | 0j1| 0 0 
14 | |9|1| 1|1 0 1 21 1| 4 を | に で | しま 1| 2 
| 計 ドレ 」 相 可 相 村 相 直上 計 計時 
衝動 了 作 を 受け な い > 多 務 葬 っ な は 生存 員 座 ある を 示す  ~ 
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ン ゲル 氏 液 で 慮 杉 を 洗 涼し て , 新鮮 な 37"C の リン ゲル 氏 液 に 入れ て , 鋼 卵 器 内 で 運動 を 見 る 
に , 全 誤 財 (20 似 ) と る 運動 皆無 、10 分 後 455C の リン ゲル 氏 液 に て 運動 を 見 る に , 10 分 間 
作用 の も の 2 人 筑 運 動 な く , 更に (O"C 移す る 運動 な く 之 等 は 死 せ る も る も の で ある 。 残り の 紛 村 
は 1 時 間 後 に は 45"C で は 後 動 し , 3 時 間 後 4 備 死 し , 6 時 間 後に は 残存 4 似 も 筐 死 し た 。 5 
分 作用 し た も の は , 12 時 間 後 2 似 , 24 時 間 後 3 隻 死 し , 面 し て 生存 5 袋 も 48 時 間 後 は て 
死滅 し た 。 て と の 場合 は 四 細 化 災 素 の 場合 の 如く 舞 育 リン ゲル 氏 液 が 末期 に な つて る 白濁 が 著 明 
で は な か つた 。 圭 妥 由 骸 は 2 週間 以上 も 生存 し た 。 


c) ベン チー ルレ ゾル シン 


Penzyjresorein は 慶 大 薬 化 學 研究 室 上 田 数 授 の 合成 され た も の で , 同氏 ょ より 標 唱 の 譲渡 を 


受け を た 。 爽 の 構造 式 を も つも の で ある 。 
O 昌 


だ に 人 が 2 、 そ 
く く < /oH 

へ キシ ー ル レデ ゾル シン K 似 た 結 唱 で 淡 褐 色 で , 水難 落 , 融 同 76*C で ある 。 

1000 倍 液 で 5 分 , 10 分 , 3: 分 , と 試み た 。 第 2 表 の 如く 時 間 に 比 例 し て 滞 炊 死滅 し た 。 と 
の 場合 骸 表面 が 滞 交 白色 化 し て 筐 死す る 如く で ある 。 圭 照 は 他 の 場合 と 同様 2 週間 以上 生存 
「 球 e を - 

2000 倍 液 で は 10 分 聞 の 宴 馬 を 行 つ た が 。 第 3 日 より 死 に 初め 1 週間 以内 ic 10 誰 全 部 死 減 
全 


d) へ キシ ー ル レグ ゲル シン 


10C0 倍 液 に 入れ る と 最初 は 内 表 の 刺 戦 作用 の た めか 性 も 逃れ ん と する か の 如く 運動 星 盛 で あ 
"る が , 2 分 後に は 運動 滞 克 停止 し, 8 分 頃 よ り 問 槍 が 硬化 を 開始 し , と の 時 に は 頭 部 の み 軽 後 
Se に 動か す も る の も ある 。 34 分 後に は 運動 全く 停止 
し , 5 分 で は 赤 骸 は 全く 人 硬化 し て “ゼンマイ” 
濃 度 1000x | 2000x を 伸 し た 如き 炊 態 と な り , 直ちに 洗 浴 し , リン 
sy 本 | ye 9 ゲル 氏 液 に 移し, 熱 試験 を 試み る も 全く 反 鷹 な 

NAS AE 2 く 競 死 し て いる 。 直 欄 敷 10 変 を 使用 2 同 に 耳 
| つて 試み た が , 雨 較 と も 全く 同 結 果 で あつ た 。 


第 2 表 (ベン チー ルレ ゾル シン ) 








0 
0 


0 

2 2000 倍 液 で 試み る と , 3 分 頃 よ り 運 動 哀 え 
3 4 分 に て 運動 殆ど 停止 ・ 購 硬化 開始 , 5 分 で 
2 

1 

2 





| 
| 


は 19C0 倍 の 場合 よ り 弟 内 の 硬化 度 は 生 ょ 懇 い 
が 全部 硬化 し た 。 た だ と の 場合 , 10 袋 中 3 隻 の 
み 頭 部 を 後 動 さ せる も る の が あつ た が , 洗 浴 後 》 


SS トト ho らら 
ココ 





ビビ 6 (らち に hb5 


| 
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ン ゲ ル 氏 液 中 で 見 る 微動 だ こ な く , 熱 刺 戦 を 奥 ぇ た が , 反 鷹 な く 舞 死 し て いた 。 10 備 宛 2 同 
試み 殆ど 同 結 果 に 縦 つ た 。 

500 倍 液 で は 5 分 で は 第 2 日 より 第 6 日 に 全 惑 死 し (10 隻 ), 10 分 で は 第 2 日 より 第 4 日 に 
全 功 死滅 し た C10 隻 )。30 分 で は 第 3 日 より 第 5 日 に 同様 の 結果 で あつ た 。 

500) 倍 稀 竹 の 場合 , 浸漬 時 間 の 長短 に よ つ て , 比 骸 が 死亡 する まで の 日 数 に あま り 緒 化 が な 
いと 云う の は , 液 中 の 薬 郷 量 が 少 い た め , 初め の 5 分 間 c 吉 剛 に 結合 する も の は 殆ど 全て 結合 
し て し まつ て , 液 中 と は 極め て 低 濃度 ic し か 残ら な く な る た め と 考え られ る 。 


e) イツ ヘ へ キシ ー ル レブ ゾル シン 


iso- 廿 . R. で は 爽 の 4 通り の 濃度 で 寅 又 を 行 つ た 。 
1000 倍 稀 種 液 (10 袋 ) 2 同 
2000 倍 タ て 10 隻 ) 2 同 
3000 倍 タク C10 貸 ) 1 回 
5000 倍 ヶ 0 人 変 ) 1 回 。 

1000 倍 , 2000 倍 笑 租 の 場合 に は n-H. R. の 場合 と 同様, 浅 演 直後 か ら 旧 村 を 征 察 し , 5 分 
間 の 浸漬 で 取り 出 し た 。 結果 は n- 古 . R. の 場合 と 同様 で あつ て , 運動 の 停止 。 暴 骸 の 硬化 等 
時 間 的 に も 略 一 致し た 。 張 いて 云 を ば iso- 是 . R. の 方 が 赤 骸 の 硬化 度 が 張 か つた し , 運動 の 
停止 も 極め て 短 時 間 で は ある が , 速め られ た 傾向 で あつ た 。 抑 ち n- 是 . R. より も 纏 く 殺 載 的 
に 作用 し た 如く で あつ た 。 記 は Leonard (1924) の 殺菌 的 に は n- 量 . R. 46.0, iso-H. R. 23.3 
ょ と 云 つ て いる 事 寅 と 異 り , 殺 紀 的 帥 ち 殺 遇 直 的 に は 員 同 程度 か , 難 い は それ 以上 の 作用 の ある 
事 を 思 は し め る の で ある 。 

3C00 倍 稀 種 液 で は 10 分 間 で 全て の 直 購 が 運動 を 停止 し て し まう が , 購 の 硬化 度 は 高度 で 
は な い 。 然し 洗 浴 後 清 沼 9 ン ゲル 氏 液 中 で 運動 を 見 つつ 生死 試験 を 行う と 19 分 後に は 全 吉 が 
死滅 し て いる 。 

5000 倍 笑 種 液 で は 前 逃 の n-H. ER. の 場合 と 全く 同様 で 2 一 4 日 人 洋 克 死 滅する 。 
以上 の 駿 試 管内 試験 の 成績 を 比較 し で 見 る と , n-H. 民 . と jso-H. R、 は 他 の も の 克 比 し て 
秒 に 纏い 殺 力 を 示し , と の 博 者 問 に は 人 欠 り 差 は 見 られ な か つた 。 ヘ ノボ デ 油 が 之 等 に 炊い で 
強く , ペン チー ルレ グル シン と 四 騨 化 災 素 と は 最も 弱く , 面 し て 雨 者 は 略 同等 の 力 を 示し た 。 


日 毒性 試 駿 
8) ラッ テ を 怪 す る 試験 
内 重 100gr. 前 後 の ラ ッ テ を 用 いて 試験 し た 。 薬 の 投 軸 量 は 器 重 10gr. に 至 し 4.0mgr. か 


ら 40mgr. まで の 聞 と し , 各 群 に 用 いた 展 の 数 は 第 3 表 に 示し た 通り 10 一 20 匹 で ある 。 
投 軸 後 10 日 毎日 生死 を 観察 し , 10 日 間 生 存 し た も の は 層 殺 測 柱 し , 病理 組織 學 的 検索 を 行 
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つた 。 飼 料 は 総 始 小 座 , 冠水 米野 茶 と し, 薬 旨 の 投 宙 法 は 水 に 混 じ , 金属 カテ ー テ ル で 直接 
骨 内 に 注入 し た 。 * 

以上 の 結果 は (第 3 表 )。4.0mgr. で は 5 一 9 日 に 4 匹 死亡 し て , 16 匹 印 ち 80 は 10 日 まで 
生存 し た 。8.0mgr. で は 2 一 8 日 間 に 11 匹 死 亡 し , 9 匹 生 存 , 帥 ち 45 寂 生存 し た 。12.0mgr. 
で は 1 < て 4 日 に 8 匹 弟 れ , 2 匹 生 存 " 0 に 営 る 。 16.0mgr. で は 1 一 3 日 に 10 匹 と も 死亡 
.40.0mgr. で は 第 1 日 に 1 一 -2 時 間 で 10 匹 と ぁ 死 亡 し た 。 

石井 博士 の 昭和 23 年 秋 宮 施 朝 ら れ た , レグ ル シ ン 系 騙 協 列 款 性 試験 と 私 の 所 見 を 比較 し て 
見 る と 。 マウ ス と ラ ツテ の 相違 は ある が 。 同氏 は フル マル アミ ルレ ゲル シン ,。 イソ ア ミル レデ 


ル シ ン ,。n-H. R. を 試み られ , n- 是 . R. が 毒性 最も 静 く 5.0mgr. で 上 . D. (Letal dosis)59 ・ 

















を 得 ら ちら れ て いる 。 
第 3 表 

mgr. | 最 散 ヽ | Ss 6 |-7 | 8 | 9 | 10 jED 
20 1 は 放 夫 6 NE 1 敵 人 軸 
20 0 | 箱 : た 0 間 2 2 S 1 6 | は 20| WO 5 
12 | io | 2 3 oh 0 9| ol| 9o| 9@| g 
16 | 10 | 2 6 2 | 100 
40 | 10 | 10 | | 100 














私 の 場合 は 4.0mgr. で L.-D. 20, 8.Cmgr. で 55 を 得 た の で あつ て , n-H. R. に 比 し て 
iso-H. R. が 毒性 が 強い と は 思 は れ な い 。 

両 し て と れ 等 の 割 柱 所 見 と し て は , 4.0mgr. 8.0mgr. で 難 死 し た も の , 10 日 後 居 殺 し た も 
の で は 肉眼 的 に は 帝 化 な く , 組織 學 的 に 前 者 の 胃 に 粘液 産生 光進 及び 上 放 剣 陰 を 軽度 で は ある 
が 見 られ た 。 12.0mgr. 16.0mgr. の も の は 肉眼 的 に 大 小 出 血 班 が 見 られ , 殊 に 小腸 上 部 に も 
耳 つ て いた 。 組 織 學 的 に は 粘膜 上 皮 の 制 朋 , 充 , 出血 が 可 成 高度 に 見 られ , 胃 粘 膜 構造 の 著 し 
く 角 れ て いる と こと ころ が 多 ぇ 存 し た 。40.0 mgr. で は 出血 が 胃 内 に 充 滴 し . 粘膜 充血 装 明 で , 出 
血 班 が 多 敷 に 見 られ , 組織 學 的 に 震 死 に 陥 つた 箇所 も 見 られ る 。 和英 らく 強烈 な 刺 戦 に よる 出血 
死 と 思 は れる 。 


b) 家 更 に 符 する 試験 


そこ 


次 いで 家 束 ( 髄 重 ・ ン 4kgr.) に つい て 試験 を 行い , 1.0gr. の iso-H.R. を ゲラ チン カプ セ ・^ 


ル に 入れ て , ゲン デ を 用 いて 直接 骨 内 に 挿入 し た 。 
面 し て 1) 注入 直後 ( 約 15 分 ),。 2) 3 時 間 後 , 及び 3) 24 時 間 後 , 夫 ぇ 層 殺 し て 病理 
組織 學 的 に 検索 を 行 つ た 。 
薬 列 注 入 前 は 約 12 時 間 絶 食 せ し め た 。 注入 後 は 3 時間 で 必殺 し を た も の は その ま ヽ 禁 食 させ , 
24 時 間 後 層 殺 の も の は 注入 後 5 時間, 何 も 軸 え ず ,。 その 後 は 野 信 等 の 普通 飼料 ね 異 ぇ た 。 























1) 投 奥 直後 殺 例 


骨肉 に 挿入 され た ゲラ チン カプ セル は 殆ど 落 解 さん て いた み :。 iso-H.R. の 結晶 は 何 少量 , 肉眼 的 に 認 
め ら れ た 。 和 粘膜 の 充 , 出血 は 全然 見 られ な か つた 。 然し 組織 玩 的 所 見 に は 玉 の 如き も の が あつ た 。 

骨 : 灯 膜 家 訂 の 崩壊 閉 明 で , 上 友 細 胞 の 狂人 性 脱落 が 著しく , 粘膜 構造 は 著しく 魚 れ て いる 。 

腸 及び その 他 器 官 : 異常 は 認め られ な か つた 。 


2) 投 奥 3 時 聞 後 層 殺 例 


胃 : 肉眼 的 に 出血 斑 の 如き ふる の も 認め られ た みる:, 組織 背 的 に は 何等 粘膜 出血 は 認め られ な い 。 然し 粘 
膜 上 皮 の 剣 脱 及 粘液 産生 著 明 で , 所 々 に 自 血 球 の 渡 出 の 策 編 い 所 が 認め られ る 。 充 , 出血 は な く , 
又 深 部 に は 異常 は な い 。 

十 二 指 賜 : 軽 族 の 上 皮 剣 脱が め られ る 。 

空腸 及 麹 腸 : 上 度 の 剣 腕 及 粘液 産生 が 見 られ , 耳 つ 汐 巴 腔 は 振 張 し , 脱 様 物 を 容 る 。 

盲腸 友 大 腸 : 異常 な し 。 

盾 , 上 , 心 , 腎 , 及 腺 等 に は 異常 を 認め な い 。 


3) 琉 興 24 時 間 後 屋 殺 例 


胃 : 肉眼 に は 他 の 膝 器 と 共に 何等 所 見 は 認め られ な い 。 坦 織 郊 的 に は 粘膜 出血 は 全然 認め られ な い 。 
内 粘液 産生 及 上 皮 剣 朋 か 革 鹿 で は ある が 見 られ , 充 末 又は 白血球 の 渡 走 る 殆ど 認め られ な い 。 従 つ 
て 極 く 軽 放 の カタ ル 像 に すぎ な い 。 

腸 : 十二指腸 , 呪 腸 , 空腸 , 盲腸 に 於 ける 粘膜 上 皮 の 剣 朋 は 極め て 軽微 で , 大 腸 に 於 いて は 友 ど 異 党 
は 朗 め られ な い 。 

肝 , 有 眉 , 心 ,. 腎 , 肺 , その 他 に る 租 化 は 認め られ な い 。 

谷 対 照 と し て mrH. R. の 家 東 に 敵 す る 審 験 を 行 つ た が , 之 は 3 時 間 , 24 時 間 後 必殺 し た る の 共に 
iso- 是 . R. と 殆ど 大 差 が 認め られ な か つた 。 組織 欧 的 に 胃 に 於 ける 3 時 間 後 の 所 見 は , 粘液 彩 成 著 し く 高 
話 で 粘 騰 毒 居 の 騰落 も 著 明 に 認め られ る と ころ も ある 。 腸管 所 見 ぁ 蜂 同様 で , その 他 識 肌 に 手 化 は 認め ら 
れ な い 。 と 

次 で 結晶 を 直接 家 更 の 舌 表 面 に 藩 抹 し て 局所 に 幸 す る 障害 作用 を 徹 し た 。 舌 表面 は 全般 に 互 つて 白色 と 
な る が 。 肉眼 的 に 出 頂 は 妥 め ら れ な か つた 。 組 織 了 的 に は 全面 に 写り 上皮 の 表層 は 壊死 に 陥り , 剣 勝 し 
血液 が 混 じ 附 訂 する 。 上 皮下 組織 は 有 所々 水腫 性 で ある 。 こ の 場合 の 食道 を 見 る と 肉眼 的 に 有 所々 白色 化し た 
班 燕 が 見 られ , その 組織 は 限局 性 に 上 皮 の 局 在 細胞 暦 の 疎開 , 剰 離 及 び 鞍 度 の 尉 苦 が 導 め られ る 。 粘膜 固 
有 飛 に は 抽 化 が な い 。 

以上 家 東 に 有吉 す る 毒 件 試験 は Lamson et al の n-H.R. に つい て の 犬 に 用 す る 定 陣 の 如く , 極め て 
_ 表層 で あり , 且つ 一 過 性 で あり , 胃腸 の み に 軽 度 の 障害 を 奥 え る の ろ で 他 の 央 器 に は 何等 の 抽 化 も, 陣 審 
ぁ 語 め ら れ な い の で ある 。 

上 逃 の 如く 3 時 間 経 過 し た も の と , 24 時 間 経 過 し た も る の で は その 所 見 も 異 り , 胃腸 粘膜 所 見 も 治療 傾向 を 
示 し て いる 。 従 つて 副作用 は ある に し て $ も nH.R. と 同 程度 の あの で ある と 推測 され た 。 
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C 臨床 試験 


毒性 試験 を 充分 行 つ て , その 寺 性 は n-H.R. より 張 く は な いと 到 う 結果 を 得 て 始 め て 臨床 
質 験 に 入 つ た 。 8 

試験 は a) 舌 端 徐 抹 試験 , b) 服用 試験 , c) 双 起 試験 , の 三 臣 に 別け て 行 つ た 。 

a) 知 端 塗 抹 試験 


私 自身 の 舌 端 に 光 抹 し た 。 瞬間 刺 電 的 知 熟 感 が あり , 直ちに 含 歌 する に , 該 部 は 白色 化し て 


痛 な 感じ な い が , 知 愛 鈍 諾 が あり , 然し 24 時 間 後 に は 自愛 的 (に も, 他愛 的 に も 異常 は な く 


全く 尺 復 し た 。 数 日 後 n-H. R. に つい て 同様 試験 し た が , 雨 者 の 差異 は 殆ど 認め らち れ な か つ 
た Oo b 


b) 服用 試 双 


自家 宮 双 と し て 0.5gr. を ゲラ チン カプ セル に 入れ て 服用 を 試み を が , 自愛 的 所 見 は 全然 な 
か つた の で , 2 日 後 再 び 1.0gr. を ゲラ チン カプ セル に 入れ て 服用 し た 。 と の 場合 も 何等 副 作 
用 は 認め られ な か つた 。 自身 虫 誠 卵 陰性 の を め 訪 箇 数 果 を 見 られ な か つた 。 


c) 詠 幼 試験 


1) 先 づ 基 精 条 病 院 患 者 の 臣 協 卵 陽性 者 9 名 を 選び 試験 し, その 扉 工 政 果 並び に 副作用 を 見 
た 。 

服用 方 法 は n-H.R. と 同様 に 朝食 前 倒 腹 時 に 1.0gr. を ゲラ チン カプ セル に 入れ 水 と 共に 服 
用 させ , その 後 5 時 間 禁 食 を 命 じ た 。 こ の 場合 は 排 幅 を 検 し 双 2 週間 後 矢 板 氏 集 卵 法 に よ 、 り 
直 卵 の 陰 軸 率 を 見 を 。 下 響 は 用 い ず 。 こ の 最初 の 試験 で 排 嘩 者 座 77.8, 完全 騙 牽 65.7 を 
得 , 一 人 の 副作用 を 訴え る 者 も な か つた (第 4 表 )。 丈 いで 例 敷 を 増加 し て そ の 数 果 と 副作用 
を 追試 し た 。 

2) と の 場合 は 服 用 方 法 は 同 前 で , 24 時 間 後 硫 藤 11.0gr. を 100gr. の 水 と 共に 奥 え た 。 

と の 硫 麻 を 奥 ぇ えた 試験 は 前 の 場合 と 大 差 は 見 られ な か つた 。 一 人 在 均 排 由 敷 も 前 より 多く 
3.8 隻 で あつ て , 可 成 良成 績 を 得 た 。 但 し 副作用 ど 見 ら る べき 腹痛 2, 嘱 吐 1, 嘱 秘 3 を 記 
録 し た 。 然し 之 等 は 何れ も 軽度 で 精 * 1 時 間 程 度 で 消失 を 見 た 。 (第 5 表 ) 

3) 爽 に 使用 量 を 増 し て ,。 その 政 果 と 副作用 を 見 を た 。 之 は 此 卵 陽性 者 198 名 に つい て 比 卵 の 

第 4 表 


内 束 | 排 者 数 | 同 を 本 。 生 同 を | 排 上 数 1 人 下 表 銘 骨 H| 副 作用 
9 | 7| み ぁ | 6 | 7 | 1-8| 28| 961 テッ シ 
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第 5 表 ( 硫 及 15.0gr.) 





員 到 拓 者 数 | 同 を | 本 還 疲 | 同 | 女 敷 | は 人生 均 排 帆 日 | 副作用 

「 「 “ | 腹痛 2 
| 1 一 9 に 1 
| | 療 業 3 


陰 韓 亭 (完全 騙 率 ) ェ 副作用 の み を 検査 し 排 此 醒 散 等 は 充分 な 検査 は 行 は な か つた 。 (第 6 表 ) 

と の 場合 , 葉 用 量 が 1.5gr. の 群 が 陰 韓 牽 2.5 刀 だ け 優 れ た 成績 を 示 し て いる が , 0.5gr. の “ 
差 , 印 ち 50 薬用 量 を 増加 し た 事 で , 僅か 2.5 の 増 座 で は その 用 量 を 増加 る と と K 意 
味 が な い 様 に 思 は れる 。 副作用 の 踊 で は 1.5gr. の 場合 相 営 増加 す る か と 心配 し た が , 雨 者 
間 に そ の 相違 は 認め らち れ な か つた 。 
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4) 以上 の 経過 か ら 下 絢 の 必要 は 必 す し も な いと と , 薬 用 基 は 1.0gr. に て 足り る と 思 は れ 
る と と を 知り , 以下 用 量 1.0gr., 下 瑠 な し に て E.P.G. を 計測 し て 吉 卵 の 減少 牽 を 見 た 。 (第 


7 表 ) 


と の 場合 , 剖 卵 陰 轄 率 (完全 昼 競 率 ) は 76.92 と な り , 直 卵 減少 率 は 92.3 多 と な り , 好 成 


績 を 得 を が , と の 場合 , E. P.G. 値 の 高き も の , 即ち 濃厚 感染 者 に は 完全 駐 は -1 同 の み に 
て は 目的 を 達し 得 で いな い 。 8 
第 6 表 ( 下 絢 ナシ ) 
























































5) 爽 で 慶應 病院 内 科 に 入院 せる 


ーー 比較 的 寺 症 に 局 し , 長期 入院 を 要 す 
爆 用 基 | 員 壮 | 際 数 岡 | 右 作 用 入間 性 者 の 10 名 と つ 
LOgr.| 148 97 | 65.5 | 農 疾 2| いて 内 c 譜 検査 を 試み た 。 
ー 返 3 検便 は 服 葉 前 , 3 日 連 貫 し て ぇ ト 
の 4 | SO 人 総 1| ん 氏 法 に て 吉 放 を 算定 均 し 。 服 
| ィ 同様 3 日 算定 在 均 し て , その 減少 奉 
上 | 名 | 年 人 | 村 問 部 佑 | 遇 晶 」 画 作用 | を 算出 し た 。 馬 科 槍 出 は 也 者 の 毎日 
1 rag | - | 全便 を 兵 取 し て 六 便 し た 。 拓 
3| 若 畑 | 30 |18.400| 1.900| 89.6| 一 目 に 排出 され , 貫い て 第 3, 4 日 目 
4 | 高 橋 )| 41 480| - 100 | 骨 和 夫 感 に 多く 出 て いる 。 稀 に 第 6, 7, 9, 
5| 稚 欠 19 | 2500 100 ー 日 目 に 排 し た も の が ある 。 用 等 の 
ト の es 和 9 秩 況 は n-H.R. と 星 一 致し て いる 。 
8l 入 木 | 24 | 2.i00 100 つつ (第 8 表 ) 
9 小松 | 53 | 6100| 3600| z0.9| 一 排 論者 牽 は 100 多 で , 1 人 下 均 排 
10| 原 田 | 21 |10.300| 3200| 68.9| 一 剖 散 4.8 依 と な る 。 紛 卵 陰 韓 率 ( 完 
1 大 竹 | 51 | も 200 100 ーー 全 騙 上 府 ) は 7 名 で 70 錠 , 起 卵 滅 少 
人 99 | 一 率 は 93.1 の 高 率 を 示 し た 。 
前 記 っ 導 委 oc。 oi 弄 作用 は 殆ど 認め ら れ な い 程度 
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で , 第 1 例 , 第 5 例 に 到 い て は 問診 に よ つ て 。 問 は れれ ば 認め る と 云 ふ 程度 で , 特記 すべ きも 
の で も な か つた 。 


















































第 8 表 
5 | 排 廊 と その 衣 | | 

了 姓 名 件 LTPPIP |e]? | 8glg Wo」 - 村 ー 副 作 還 8 
1 田中 |el2s| 7909| |2|1l | | | 4 100 | 王 県 
2 武藤 |3 | 44 4 コロ ョ Hg kN 0 cc 
|*( 財 本 slm| sew| | 引 | | ||1|11* 100 | 一 
4 [岸本 12lse| 1e 20| 2| | | 11 | 二村 素 4 3.300| so.2| 一 
引 ホ 株 el | slals| | | | 失っ |io Li 氏 
es) 格 田 |e lg so| lelsli| H| | | | | 13 4000| s2.9| 一 
ロロ 攻 だ ] HI 四 昌 = 
トト | 1 ki 
| 9 吉田 ?i25| 7,400 2 ト 上 | | 2 4,300 58.1 | ここ 
で MY 1 可 門 還 咽 画 須 層 本 説 電 案 を 表 党 っ 














1 人 不 排 引 昔 4.8, 排 上 者 率 100, 歳 卵 険 轄 70 を 。 旧 卵 基 少 率 93.1 

何 服 薬 前 後 の 臨 床 的 諸 検査 は 概ね , 第 9 表 の 如く で 。 服 用 代 緒 に よる 影響 と 思 は れる も の は 
1 例 に も な か つた 。 
検尿 は 服 芋 前 1 同 , 後 5 時 間 と 24 時 間 の 2 同行 つた が, 第 9 表 の 後 く 絡 化 は な か つた 。 展 
の 色 は 普通 色 で 血尿 の 如き も の は 1 例 も な い 。 義 便 の 潜 出 血 は 1 例 に も 見 られ な か つた 。 画 液 
所 見 で は 特記 する 覆 化 は な い 。 エ オデ ヂ デン 嗜好 球 の 百分率 も 6.0 多 が 最高 値 で , 著 明 な 増 多 は 見 
られ な か つた 。 然 し 騙 細 後 は 生々 減少 の 領 向 を 示 し て いる 。 赤血球 沈降 速度 は と の 場合 , 1 時 
間 値 の み 記 載 し た が , 可 成 高い 債 を 示 し て いる 。 之 ば 被験 患者 に 結 概 性 疾患 の 者 が 多い た めで 
ある 。 
以上 の 綿 例 に つい て 見 る と 

排 状 況 を 柱 し た 97 例 に て は 排 者 座 は 


ーー 
64.6 


金 295 例 に つい て 完全 騙 則 奉 を 見 る と 
67.1 用 
4), 5) 群 (第 7, 8 表 ) の 2 試験 に て 超 卵 陰 韓 座 を 見 た 23 例 で は を 
排 強 者 奉 100 多 
完全 騙 畜 座 73.9 負 
雪 卵 減少 率 92.7 
と の 成績 か ら 見 る と , 完全 騙 幼 牽 , 幼 卵 陰 韓 座 は 高値 を 示 し 。 それ に 比 し て 排 者 率 の 低い 
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第 9 表 
番 | 既 | 時 | 氷 | 装 便 | 血 液 
] ( 5 ーーーー 一 宮 ご 
腕 | 名 | 間 | | 物 牛 | セッ ン | ゲン 潜血 赤 中 球 申 四 自 球 : 本 ダー リ | | 赤 沙 
| 面前 | 一 | 一 | ー 衝 ま 2 っ 和 織 62 | 74 &0 | ail 
| | 弥 で ー ー ー 365 58 | 75 2.0 28 
2| 吉 | 前 | 一 も 
藤 | 後 | 一 US は 和 二 久 提 数 02 当所 
岡 ya ーー W 圭 ー 512 64 . 80 2.5 18 
| 細 | 義 | 一 よ | 一 | 498| 67 82 | 3&0-| 豆 
| 音 す 蔽 上 よさ ド っ | ーー ルー に 人 召 -@ | き | kNE 和 
本 | 後 2 ま co ー | 502 | es 26 | s0 | 292 
。| ホ | 六 6 の 9 
林 | 後 | 一 | 土 ー ー ー | 398 78 80 2.0 9 
| 橋 | 剖 | ここ ル お も ー ト | 人 本 |: 但 | 侍 Ck0WE: 間 
| 国 | 後 ー| 一 | ニー 人 に 婦 | 尾 69 | 2.5 | 20 
7?| 吉 | 六 ー]1 一 ー | 一 | 502 67 68 3.5 | 41 
川 | 覆 ey 66 | 3.0 | 46 
電 | 7 な 81 6.0 | 2 
8| 舟 | 半 ーー キーン 反 志 1 全休 本 に 電 本 に ら 机 
衣 を 72 | 4.0 | 18 
9 | 田 朋 1 RC EN 邊 72 74 3.0 | 21 
代 凍 | すさ ーー| 多 82 78・ | 2.5 | 16 
10| 著 | 後 | 一 | 一 ー トー 0 398 79 76 2.5 7 












































と と は 1), 2), (第 4, 5 表 ) の 場合 に 於 て は 被験 者 が 勤務 中 の 看護 婦 で : 排 強者 を 申告 の み で 
採用 し た と と , 並び に 精 御 病 院 等 に て は 排 検 出 を 看護 人 に 依頼 し た た め と 思 は れる 。 第 7.8 
表 に 示 し を 厳 密栓 し た も の に 於 て は , それ ぞ れ 100 を 示 し て いる 。 恐 らく 排 論者 率 は 100 外 
近い も の と 思 は れる 。 


編 括 


私 の iso-H. R. の 諸 宴 験 は 前 逃 の 成績 を 示 し た が , 之 等 を 諸 騙 遇 誠 腹 , 特に n-H.R. と 比 
上 検 討 し て 見 る 。 

n- 是 . R. に 開 す る Lamson 等 の 研究 に よる と , 1931 年 の 報告 で は , 起 卵 減少 率 が の 100 央 
に 昇る と 云い , 同じ く 1932 年 に は 完全 弁 北 奉 75, 強 卵 減少 率 90 以 上 , 同じ く 1936 年 に 
は 完全 騙 幅 系 7085 之 , 超 虹 滅 少 率 は 90 守 以上 と 交 べ , Brown は 1931 年 90 多 以上 の 排 央 
率 を 見 る と 云い , 1932 年 に は 完全 塵 引率 80 前 後 , 旧 卵 減少 率 は - 90 錠 以 上 と 到 つ て いる 。 到 
本 邦 に あい て は 服部 氏 等 ( 昭 23) は 排 凡 者 率 88..2, 完全 騙 練 率 35.3 刀 , 又 別 に 排 者 奉 
97.3 宮 , 完全 駐 忠 率 35.1 多 を 得 た と 報告 し て いる 。 ヌ 高田 氏 は 排 上 者 率 51.9 史 完全 騙 引 府 
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78.2, 橋村 氏 は ( 未 殺 表 ) 排 風 率 100 守 , 完全 神 引 率 41.3 を と 報告 し て いる 。 山崎 氏 人 は 
Santonin, n-H.R. Hexylchlororesorein,iso-Amylchlororesorcin, Heptylchlororesorcin, 
_ 等 に つい て 数 果 率 を 報告 し て いる 。 それに よる と 特に クロ ー ル の 結合 し た も の が 成績 が よく , 
完全 騙 謗 2060, 北 減 少 率 は 7496 多 , 排 畜 者 率 は 87.5 こ 96.2 を と なわ て いる 。 以 
上 内 外 諸 氏 の n- 耳 . R. その 他 同 系 統 の 諸 薄 絢 の 数 果 と 比較 し て 見 る ェ iso-H. R. は 排 農 者 府 
87~100, 完全 騙 候 率 6773, 剖 卵 減少 率 92.7 と な り , 上 掲 の 諸 薬 剤 に 優る と も 劣ら 
ざる 数 果 る 軸 げ て いる の で あつ て , その 騙 引 郷 を る の 韻 格 は 充分 認め られ る 。 

倫 副 作用 に つい て は 合 衆 園 の 諸氏 の n-H. R. に 於 ける より も 少く 〈, 殊 に 邦 製 n-H.R. の 諸 
副作用 より ゃ 症 汰 圭 く , 全 295 例 中 代 iC 17 例 8.7), 認め た に 過ぎ な いと と な 注目 すべ き 
と と で ある 。 2 

n- 是 .R. の 釣 識 , 條 , 皿 皿 , 暁 選 に 圭 す る 数 果 も 合 衆 國 に 於 て は 銅 問 同様 好成績 を 報 ぜ ら 
れ て いる 。 私 も 有 え 等 諸 腸 内 寄生 誠 c 待 し , io-H. R、 を 試み て いる が , 未だ その 報告 の 時 期 に 
幸 し て いな い 。 と の 方 面 を 充分 開拓 し て 報告 た いと 思 つ て いる 。 


結 語 


iso- 日 exylresorein は 
1) 騙 畑 起 康 果 の 優秀 な る と と 。 
2) 副作用 が 圭 役 で , その 例 散 の 少 い と と 。 
3) 誤 材 が 副産物 か ら 豊 富 に 得 ら れ , 従 つ て 全 格 も 低 誠 な る と と 。 
の 3 嘆 よ り 明 砂 除 と し て 推 さ る べき 底 格 を も つも の と 信ずる 。 
稿 を 終る に 臨み 小泉 . 松林 博 雪 授 の 御 指導 と 御 和 校 閉 に 替 し 深 甚 な る 感謝 を 捧げ る と 共 病 理 
殊 数 室 小林 吉 授 の 病理 組織 學 的 所 見 に 開 す る 御 援助 に 感謝 し , 又 同僚 諸氏 の 御 助力 深 護 す る 。 
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本 剤 は 米 、 准 薬局 法 に 依る タチ ォ ・ ヂ デラ ェ エニー 






ル ア ァ アミン を 当 往 独 得 の 方 法 で 精製 、 大 量 生産 あう 
し て いる も の で 、 鶏 を 初め 、 和牛 、 情 、 羊 、 豚 600 入 
3 等 家畜 の 虫 下 し と し て 好評 を 博 し て るり ます 1 0 錠 入 
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回 申 ・ 十 二 指 腸 時 
産 中 ・ 寺 虫 の 

新 駆除 剤 

本 剤 に より 十二指腸 虫 の 

集団 駆除 の 道 が 開か れ た 


アス キス は 財 圏 法人 長尾 研究 所 の 化学 部 


① 岡 の みな ら ず 勝 管内 寄 上 生 昌 の すべ て に 対し て 有 有 Ss 
が 1950 年 に た 
効 な 広範 囲 薬効 の 駆虫 薬 で ある 。 門 年 に 完成 し た 新 欠 駆 東 薬 で ある 


これ まで 入院 加療 2 週間 以上 を 要 し た が ン ュ な 十 
二 指 腸 曳 症 も 僅か 1 一 2 回 の アス キス の 内 服 で 駆 防衛 生研 究 所 は じ め 慶 応 大 学 。 京都 大 学 


- 除 で き 。 治 療 界 に 変革 が も た ら さ れ た 。 群 選 大 学 の 各 医 学部 雪 授 、 研究 者 等 に ょ 

















⑧ 和 完全 駆 皮 率 醒め て 高く 、 諸 家 に よる 集 國 匠 虫 実験 つて その 実験 成績 が 発表 され 、 本 剤 の 優 
に 於 て 回 虫 89%、 十二指腸 虫 70% 等 の 俊秀 な る 元 性 が 実証 され た 。 長野 多 協 和 村 に お おい 
* 報 告 き され 、 で は 100% も 珍 ・ 
2 cutealob て 、 本 剤 に より 全 村 駆 由 が 実施 され た と 
らし (な い 。 
④ 服 用 し 易く 、 し か も 安全 で ある た め 、 学童 の 集 較 
駆虫 等 に 鉱 迎 さ れる 。 ク 














と は 新聞 、。 ラジ オォ 。 = ュー ス 映 画 等 に ょ 
つて 報道 され た 。 - 





⑧⑤ 完 全 駆 昌 素 が 高い か ら 毎 月 服用 する 必要 が な 〈、 
年 3 一 4 回 の 服用 で 足り 9。 し か も 薬価 は 低廉 で あ 
る 。 


薬 価 \es 95.190. 
(液剤 ) ぎ 100, 











時 究 指 財団 法人 長尾 研究 所 東京 北口 用 
ana ネ た ナガ 製薬 株 式 会 填 \⑨⑩55 


耳目 
2 0 
8 0 








